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　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　この地においても辺境である黒い森のさらに奥に、翼つばさ持つ怪かい物ぶつの像だらけの不気味な屋や敷しきが建っている。

　悪あく名みよう高き「アズベルグの暴君」、領主カシュヴァーン・ライセンが住まうその建物は、いまだ信心深い者が多いアズベルグの民にとっては国教〈翼の祈いのり〉を揶や揄ゆするような作りだ。立地の不便もあり、近づく者は希まれで、うっかり迷い込んだ旅人などもたちまち悲鳴を上げて逃にげていく。

　短い夏も近いというのに冷気を発しているような屋敷だが、不気味な風ふ情ぜいに愛着を持つ者も存在していた。

「ちょっと暇ひまね……」

　二階にある自室のベッドに腰掛け、槍やりを振り上げた首なし騎き士しが描かかれた本を閉じながらため息をつく少女。今年の春に嫁とついできたばかりの屋敷の奥方、アリシア・ライセンである。

「眼が三つある」だの「山より巨大」だのといった「死神姫」の恐おそろしい噂うわさは肥ひ大だいする一方だが、実際は亜あ麻ま色いろの髪かみと眼鏡めがね以外これといった特とく徴ちようのない、ごく平へい凡ぼんな少女だ。だが趣しゆ味みは、ちょっとだけ普通の令れい嬢じようと違う。

「手持ちの本は百回以上読んだものばかりだし。うふふ、でも、アズベルグの景色は見るからに陰いん鬱うつで、何か出そうですもの。まるで恐きよう怖ふ小説の挿さし絵みたい……フェイトリンより、断然風情があっていいわ！」

　手元を見ていたせいでずれた眼鏡を直しながら、アリシアは窓の外の灰色の空を見上げてにっこり笑った。

　これでもシルディーン王国各地の地名に家名を刻む地ち方ほう伯はく、名家フェイトリン家の令嬢である。だが八十年ほど前に国内を吹き荒れた下げ克こく上じようの嵐により、他の大半の地方伯同様、生家は没ぼつ落らくして久しい。

「オーデル地方の景色はフェイトリンとあまり変わらなかったものね。バスツール様には大変申し訳ないけど、結婚も何度もしてみるものだわ。お金を使わないで、いろいろなところに行けるし」

　カシュヴァーンと結婚する前、売り飛ばされるようにしてオーデル地方のブライアン・バスツールに嫁いだ時のことをのんびりと思い出してみる。

　どう考えてもオーデル地方のほうが、風光明めい媚びで過ごしやすいだろう。もちろん作物がよく育ちそうなのは大だい歓かん迎げいだが、アリシアにはやはり、アズベルグのほうが魅み力りよく的てきだ。

「この間お邪じや魔ましたディネロ様のおうちもなかなか風情があったけど、建物の魅力はライセン家のほうが上よね」

　なにせ天てん井じようの隅すみに陣じん取どった翼ある怪物の像を見上げるだけで、自然と笑みがこぼれてしまうのだ。しかし、そろそろ見慣れてきてしまったのも事実。

「ああ、カシュヴァーン様は今頃、この陰いん気きで薄うす暗ぐらい土地のどこかを出歩いていらっしゃるのよね……羨うらやましいわ。このお屋敷もすてきなのだけど、森の中を散策しながら読書ができれば、この本もあと百回ぐらい楽しめそうなのに………」

　夫の名前を心底羨ましそうにつぶやきながら、アリシアは薄い胸に手を当てほうっと息を吐はく。一応お嬢様であるアリシアだが、耐たい乏ぼう生活の長さゆえに安い恐怖小説をこよなく愛し、金で買われての結婚にいっさい文句を言わないなど、非常に現実的で順じゆん応のう性せいが高い。

「退たい屈くつそうですわねぇ、奥様。私はもう、忙いそがしくて忙しくて、羨ましいですわ。ほほ、なんなら今すぐ森に散歩に出られてはいかが？」

　これみよがしに衣い装しよう簞だん笥すを開いたり閉じたり、せっせと立ち働いているのは、見事な赤毛と派手な美び貌ぼうが自じ慢まんのメイド、ノーラだ。アリシアとは比べものにならないほど豊かな胸が、肩かたを竦すくめるしぐさに合わせて悩なやましく揺ゆれる。

「あら、ごめんなさいねノーラ。私も何かお手伝いしましょうか？　カシュヴァーン様のお許しがあれば、一緒にお散歩に行ってほしいのだけど」

　ごく素直なアリシアの申し出に、ノーラは二重の意味で怯ひるんだ顔をする。

　名家に生まれながら貧びん乏ぼう暮ぐらしに慣れたアリシアは、下へ手たなメイドより家事に長たけている。放っておいても着替えも食事も勝手にすませてしまうので、奥方付きのメイドであるノーラの手をわずらわせるようなことはほとんどないのだ。そしてノーラは、怪奇小説にも昼なお暗い森にも全く興味がない。

「……ま、まあ、別にいいのですけど。奥様はまだよろしいわ、問題はあのおぼっちゃんとお付きの眼鏡です」

　ぶつぶつとノーラがこぼすのは、東にあるレイデン地方の領主であるティルナード・レイデン伯はく爵しやくと、その教育係になったばかりのセイグラム・アーレイのことだ。先日アズベルグの地方伯であり、元領主家のアズベルグ家にて起こったとある事件で怪け我がを負おったティルナードは、セイグラムと客室に逗とう留りゆう中なのである。

「食事のたびに、やれあれがまずいのこれは嫌きらいだの、居い候そうろうのくせにわがままばかり。そのたびに料理を作り直すダンと、運ぶ私の身になってほしいものです。名家レイデン家のおぼっちゃんですし、カシュヴァーン様の被ひ後こう見けん人にんですから多少は許して差し上げますけど、さっさと帰っていただきたいものですわ!!」

　あの時はちょっと見直したのに、と、ティルナードが怪我を負った経けい緯いを思い出してかノーラはなおも愚ぐ痴ちる。代替わりのごたごたのために広さに即した使用人がいないライセン家では、ひとりが複数の仕事をこなさなければならないのだ。

「好き嫌いなんて贅ぜい沢たくは確かによくないわね。今はレイデン家の豊かな財力があるとはいえ、いつ私の家のように没落しないとも限らないし」

　悪気なく不吉なことを口にしたアリシアを見る、ノーラの眼がきらりと光った。

「そうですわ、奥様。奥様がレイデン伯爵様のところにお見舞いにいらっしゃったら？　今なら旦だん那な様さまもいませんし、ああ、いえ、ほほほ」

　自称「カシュヴァーンの愛人」であるノーラは、カシュヴァーン自身にはあまり相手にされていないが、正妻であるアリシアを追い出すことをまだ諦あきらめていない。夫のいぬ間の密会を演出できないかと企たくらんだのだが、アリシアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そうねえ、お茶にお誘さそいしてもいいかしら。そうだ、『肥ひ料りよう要いらず』入りの焼き菓が子しがあるから、あれをお出ししましょう。気軽につまめるように置いているのに、なぜかなかなか減らないのよね」

「肥料要らず」とはアズベルグ・フェイトリン両地方に自生する植物である。縁ふちにぼんやりとした赤あか紫むらさきを含ふくむ厚ぼったい葉と、食欲を誘う甘い匂においが特徴だ。

　しかしそれ以上に特徴的なのは、匂いに惹ひかれて口にした獲え物ものを絶命させる強力な毒性である。己おのれに近づく者の命を奪うばい、その身を肥料として育つことから「肥料要らず」と呼ばれているのだ。

　だが貧乏暮らしが長いアリシアには、少しずつ体を慣らすことによりすっかり食べ慣れた貴重な食料。獣けもの避よけにも使われるような毒草であるゆえに、競争相手が全くいないところが特にありがたい。

「……あの、奥様、あんなものを平気で食べられるのは奥様ぐらいのものですから……カシュヴァーン様ぐらい鍛きたえていらっしゃるならとにかく、ただでさえ体力が落ちているおぼっちゃんに、それはちょっと……」

　アズベルグで生まれ育ったノーラは、周囲の大人から「肥料要らず」の危険性を教え込まれて育っている。さすがにまずいと感じて止めようとした時、突然室内に一陣の風が吹き、二人の髪を揺らした。

「あははは、アリシア、おぼっちゃんを暗殺する気？　そういうのは俺に任まかせてほしいなー」

　軽けい薄はくな笑い声にノーラはひっと息を飲んだが、順応性の高さに定評のあるアリシアである。唐とう突とつに姿を現した銀ぎん髪ぱつの少年に、特に驚くこともなく応こたえた。

「まあルアーク、私はレイデン伯爵様を暗殺なんかしないわ。カシュヴァーン様の被後見人でいらっしゃるのだし、弾避けぐらいにはなって下さるし」

「はは、そーだねえ、なんでも使い道はあるもんだからねぇ」

　悪気だけはないアリシアの言いぐさに、ルアークはなおもけらけら笑った。暗殺者として並ぶ者のない腕うでを持つこのルアークは、当初はカシュヴァーンの命を狙ねらっていたはずが、いつの間にかライセンの屋敷に居着いてしまっている。

「そうよ。それにノーラは、これからレイデン伯爵様に取り入るのですものね」

「だからそんなことはしないと言っているでしょう!?」

　ぎゃんぎゃん叫さけぶノーラを面おも白しろそうに見ていたルアークが、ふと思い出したように扉とびらのほうを見た。接近してくる相手を識別する彼の能力は非常に高い。

「おっと忘れてた。アリシア、カシュヴァーンおにいちゃんがお帰りだよ」

「えっ？」

　アリシアが意外そうな声を上げた瞬しゆん間かん、室外から聞き慣れた呼び声がした。

「アリシア、いるか？　入るぞ」







　程なく室内に足を踏ふみ入れてきたのは、短い黒髪に黒い瞳ひとみ、全身黒ずくめとこの屋敷の内装に溶とけ込むような長身の男だ。アズベルグ地方の領主であり、〈強きよう〉公こう爵しやくなるふざけた爵しやく位いを持つカシュヴァーン・ライセンである。

「まあカシュヴァーン様、どうなさったの？　こんな時間にお帰りなんて……」

　予想外の訪問に、夫に近づきながらアリシアは小首をかしげた。

　メイドの血を引く成り上がりと蔑さげすまれ、特に旧来の貴族たちから根強い反発を受けているカシュヴァーンだ。一日のほとんどを領地内の見回りと取り締まりに費ついやしているため、こんな陽の高いうちに帰ってくることは珍めずらしい。

「あら、それとも実は、カシュヴァーン様っぽいけどそうではないのかしら？　もしかして本当に、このお屋敷には何か得体の知れないものが」

「……この距きよ離りでそれを言うか、我が妻よ。新しい眼鏡が必要なら言えよ？　それぐらいの金はある」

　怪かい異いを期待してわくわくしているアリシアを見み下おろし、カシュヴァーンはため息をついた。眼鏡をかけてなお怪あやしい視力しかない妻の扱いに、彼もだいぶ慣れてきている。

「まあ、では本物のカシュヴァーン様ですのね、ちょっと残念……お帰りなさいませ。でも、本当にどうなさったのですか？」

「……せっかくお前の顔を見に来たというのに、ずいぶんな挨あい拶さつだな」

　癇かん癪しやく持ちと噂のカシュヴァーンは、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんな声を出した。ただでさえアリシア曰いわく「三十三歳ぐらい」の武ぶ骨こつな顔立ちが険を増し、節ふしくれた長い指がくいと妻のあごを取る。

「あの、カ、カシュヴァーン様、アリシア様は単に無神経、いやその、悪気だけはない方ですから……!!」

　すぐ背後にいた金きん髪ぱつの青年、カシュヴァーンの執しつ事じ兼けん幼おさな馴な染じみのトレイスが慌あわてた顔になったが、アリシアは薄い胸元を押さえてかすかに頰ほおを染そめた。

「あ、あら、そうですの……やっぱり本物のカシュヴァーン様が来て下さったのですね。道理で、私……」

　いつもの無む邪じや気きな様子から一転、少女らしい恥はじらいを秘めたしぐさにカシュヴァーンが含み笑いを浮かべる。

「また例の『おなかが痛い』、か？」

　カシュヴァーンと結婚して以来、アリシアをしばしば襲おそう「おなかが痛い」感覚。

　正確には腹よりもう少し上、ちょうど今手で押さえているあたりをきゅんと甘く締めつけるような感覚は、いつも能天気なアリシアを戸と惑まどわせる。

「え、ええ、そうなんですの、私、どうしたのかしら……？　余っているからといって、焼き菓子をたくさんいただいたのが原因かしら……？」

「焼き菓子」のひと言ににわかにトレイスが青ざめ、「もしや台所に積まれて以来、ねずみが出なくなったとダンが喜んでいたあの……!!」と悲鳴のような声を漏もらしたが、カシュヴァーンはかすかに口の端はしを持ち上げた。

「違ちがうと思うがな……というか、お前の腹は焼き菓子ぐらいでは痛まないだろう」

　アリシアが言うところの「おなかが痛い」の正体を知っているカシュヴァーンは、妻の反応に気を良くしたようだ。二十二歳の青年らしい表情になり、大きな手でアリシアの頭を撫なでてくれる。

「……カシュヴァーン様……」

　強こわ面もてで武骨な印象とは裏腹に、カシュヴァーンの指はいつもアリシアの髪の流れに沿そって優しく滑すべる。

　そのたびどんどん強くなっていく「おなかが痛い」に、アリシアは理由もなく視線をうろうろさせてしまう。

「……たまに色っぽい顔をするようになったよな、アリシア」

　カシュヴァーンの声も、子供をあやすような様子から艶つやをにじませたものに変化し始めた。

「俺も段々、お前の言う感覚が分かってきた気がする」

　そんな風にささやかれると、「おなかが痛い」は募つのるばかりだ。眼の縁を赤く染め、怖こわいような嬉しいような気持ちで背の高い夫を見上げていると、

「まあカシュヴァーン様ったら、奥様にそんなに気を遣つかわなくてもッ!!　ほほ、戻ったばかりでお疲れでいらっしゃるでしょう？　奥様への義務はもう十分お果たしになったのですから、さあさあ、ご自分のお部屋へ!!」

　漂ただよう甘あま酸ずっぱい空気を切り裂さくようにノーラが仕切り始めた。馴なれ馴なれしくカシュヴァーンの腕を取り、廊ろう下かへ連れ出そうとするが、そこへルアークが何食わぬ顔つきで口を挟はさむ。

「あっれーノーラ、ティルぼっちゃんのところに持っていくなんかを探しに来たんじゃないのぉ？」

「う、うるさいですわねルアーク、また覗のぞき見していましたの!?　ふんっ、いいんですのよあんなおぼっちゃん、ちょっとぐらい待たせておいても……！」

　相変わらずのやり取りに、カシュヴァーンは妻の頭を撫でていた手を引っ込めながら「騒さわがしいことだな」と肩を竦めた。

「あら、ごめんなさいカシュヴァーン様、うるさかったですか？　お疲れなら、本当にお部屋へお戻りになります？」

　髪を離れた指先にちょっぴり物足りない思いをしながら、アリシアが尋たずねるとカシュヴァーンは曖あい昧まいに笑った。

「いや……、なんというか、この屋敷でこんなに人の声がするのが当たり前になったのだなと、思っただけだ。それよりアリシア、暇なら茶でも飲むか？　たまには貴族らしいこともしないとな」

　珍しい誘いにアリシアはぱっと顔を明るくし、トレイスが青くなる。

「まあ、よろしいの？　ちょうどいいですわ、お茶菓子は台所にたくさんありますの。ちょっと作ってから時間が経たっていますけど、味が染しみておいしくなっていますわ」

「カ、カシュヴァーン様、お茶はですね、その、味以外のものが染みたお茶菓子に大変な問題がッ……!!」

　殺人菓子の存在を知っているトレイスはひとりでわたわたしているが、アリシアはふと他にしたかったことを思い出した。

「あの、カシュヴァーン様。お茶の前に、少しそのあたりをお散歩しませんか？」

「散歩？」

　思わぬ発言だったらしく、驚いたように聞き返したカシュヴァーンがため息をつく。

「……アリシア。お前が退屈しているのは分かっているが、外はだめだ。この前騒ぎがあったばかりだし、元々アズベルグの治安がよくないのは知っているだろう？」

　嚙かんで含めるような物言いに、アリシアはあっさりうなずいた。

　地方伯アズベルグ家を舞台に、例によって〈翼の祈り〉とやり合ったことは記き憶おくに新しい。

「そうですわね。残念ですけど、お散歩は諦めますわ……本物のカシュヴァーン様とお茶をご一緒できるだけでも、とっても嬉しいことですし」

　突とつ拍ぴよう子しもない要望の多いアリシアだが、引き際ぎわも非常に潔いさぎよい。

　名家フェイトリンとしての自尊心を最優先した結果、「お前だけはいい家に嫁がせてやるから」と繰くり返しながら見み栄えを張り続けて両親は死んでしまった。その姿からアリシアは悟さとったのだ。手に入りもしないものを追い続けるより、手に入るもので満足することこそが幸福なのだと。

　しかし物分かりのよすぎる反応に、カシュヴァーンは複雑な笑みを浮かべた。

「──諦めがいいお姫様だな、本当に。少しはあのおぼっちゃんにも見習わせたいものだ」

　嬉しいような、悲しいような、寂さびしいようなその微笑みを、カシュヴァーンは最近時々見せる。暴君と呼ばれる男には相応ふさわしくない表情を見るたび、アリシアはどうしていいか分からなくなってしまう。

「カシュヴァーン様……？　あの、じゃあ、ルアークにお願いして、無理やりカシュヴァーン様を引っ張ってお散歩に行ったほうがよろしい……？」

「いや、別にそんなことをされたい訳では……」

　苦笑いしてはぐらかしたカシュヴァーンは、少し考えるような表情になった。

「そうだな……外はだめだが、家の中ならいいぞ」

「え？」

　思わぬ提案に、アリシアはもちろん、まだ言い合いをしていたノーラとルアークもぴたりと黙る。

「広さだけはあるからな、この屋敷は。お前はここの作りが好きだと言うし、よければちょっと散歩してみるか？」

「はい!!」

　満面の笑みを浮かべ、アリシアは大きくうなずいた。普段は地味なばかりに見えるアリシアだが、裏表のない全開の笑顔には人目を惹く力がある。

「嬉しいです、カシュヴァーン様とお散歩なんて！　まるで新婚旅行ですわね!!」

　結婚式は聖職者も呼ばず、聖堂にも行かず、互いに誓ちかいを立てただけ。忙しい夫は顔を見ることすら数日置きで、高価な贈り物のひとつもくれることなく、初夜などいつの話なのか。

　普通の少女なら怒るなりすねるなりしてもいいところだが、与えられた状況に満足することに慣れたアリシアだ。嫌いや味みな風でもなく、にこにこしている妻を見下ろすカシュヴァーンも苦笑いするのみ。

「……つくづく安上がりなお姫様だな……それを言うなら、まだこの間ディネロのところに行った時のほうが……」

　あまりの喜びように毒気を抜かれた様子のカシュヴァーンだったが、ディネロ・アズベルグ公爵の名を口にした瞬間むっとした表情になった。またしてもトレイスが青くなったが、そこへノーラがすかさず割り込んでくる。

「まあ、でしたらぜひ私もお連れになって、カシュヴァーン様っ!!」

「あれー、ノーラも行くの？　じゃあ俺もついてっちゃおーかなー、っと」

　ちゃっかり便乗したルアークの眼が、再び部屋の外を向いた。一いつ拍ぱく遅おくれてカシュヴァーンも同じ方向を見る。

「あら、またどなたかいらっしゃったの？」

「……アリシア、そっちから来るのはルアークぐらいだ」

　二人の反応を見て取ったアリシアが窓の外に視線をやったのに気づき、カシュヴァーンがそっと手を伸ばして首の向きを直してくれる。そうこうしているうちに気き忙ぜわしい足音が近づいてきて、アリシアも聞き慣れた声が扉の外から呼びかけてきた。

「アリシア様、失礼します。こちらにライセンが来ていませんか？」

「まあ、レイデン伯爵様？」

「……あ、あら、おぼっちゃんじゃありませんの……」

　ノーラが一瞬嫌そうな顔をしたが、無視する訳にもいかないと思ったのだろう。渋しぶ々しぶ扉を開いた先に立っていたのは茶色い髪の若者で、背後に黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年を従えている。

「ライセン、やっぱりここか……あっノーラ、お前までここにいたとは!!」

　カシュヴァーンとノーラを見るなりそんなことを言ったのは、部屋で養よう生じようしているはずの茶色い髪の若者。最近カシュヴァーンの被後見人となったティルナードだ。

「失礼いたします、強公爵閣下、アリシア様。おや、どこかで見たような雌めす猫ねこの姿も見えますが、気のせいでしょうね。他の用事を言いつけておいたはずですし」

　眼鏡を押し上げながら皮肉っぽくつぶやく黒髪の青年は、ティルナードの執事兼教育係のセイグラムである。

「うるさいですわね主従揃そろってッ!!　大体セイグラム、主人の身の回りの世話は執事の役ではなくて!?」

　ノーラが今度はセイグラムと言い合いを始めたのを横目に、カシュヴァーンがティルナードに声をかけた。

「ティル、どうした。もう起き上がって大丈夫なのか？」

「う、うん、まあな。そろそろレイデン地方に戻ろうと思っているんだ。そうしたらお前が今日は早く帰って来た、と聞いたから、ちょっとその相談を……」

「あら、レイデン伯爵様はカシュヴァーン様にご用事？　まあ、では、お邪魔をしてはいけませんわね……、あら？」

　仕事があるのなら、と遠えん慮りよしようとしたアリシアの肩を不意にカシュヴァーンが抱だいた。びっくりしているアリシアを尻しり目めに、続けてティルナードに言う。
















「ティル、悪いが今日は先約がある。お前の話は後でもできるだろう？」

「ああ、うん、後でいいけど……なんだ、まだ仕事があるのか」

「仕事ではなく、妻と甘い時間を過ごす予定なんでな。なあアリシア？」

　悪戯いたずらっぽく笑いながらのささやきに、アリシアを「おなかが痛い」が襲う。

「あぅ、そ、そうですわね、それも旦那様のお仕事ですものね……？」

　なんだかひどく恥ずかしくなって、顔を上げられないアリシアのぼそぼそした声に、ノーラのきんきん声が重なった。

「メイドとの甘い時間もですわッ！」

「暗殺者とも甘くて苦い時間を過ごさせてあげるよ、おにいちゃーん」

　ルアークがまた便乗してきたが、そこへ「じゃあ、被後見人とも過ごしてくれるよな!!」と、ティルナードが割り込んできた。

「なんだか知らないけど、僕もついて行くぞ！　いいよな、ライセン!!」

　幼い頃に両親を失い、以来財産目当ての後見人の家をたらい回しにされてきたティルナードは、のけ者扱いに敏びん感かんだ。あまり状況が分かっている様子ではないが、はりきってそう宣言してきた。

「あら、レイデン伯爵様もいらっしゃるの？　じゃあセイグラムも」

　アリシアはのんきに人数を増やそうとしたが、次の瞬間ひゅっと何かが風を切る音がし、ティルナードが悲鳴を上げる。

「いたっ!!　な、何するんだよ、セイグラム!?」

　いつの間にかお得意の小型の鞭むちを取り出したセイグラムは、主あるじの手首を打ち据すえたそれで片手を叩たたきながら、

「後見人夫妻のお時間を邪魔してはいけません。部屋に戻りますよ、ティルナード様」

「お、お前、ライセンに会いに行くことは止めなかったくせに……!!」

「強公爵閣下に先約があるなら話は別です。大体あなたは、本来ならまだ寝ていなければいけないのですよ」

「なんだよ、そんなこと言って勉強はさせるじゃないか！　嫌だ、僕も一緒に行くッ!!」

　幼い子供のようなティルナードの態度に、カシュヴァーンはしかめ面つらになった。

「ティル、あまりセイグラムを困らせるな。確かにだいぶ元気になったようだが、顔色はまだ悪いぞ」

　血が足りないのか、青白い頰をしたティルナードをカシュヴァーンは諭さとすが、わがままおぼっちゃんは一歩も引かない。なおも「嫌だ」を連呼する姿を見るうちに、カシュヴァーンの眉み間けんに縦たて皺じわが寄った。

「……いいかげんにしろよおぼっちゃん。全く、少しはアリシアを見習ったらどうなんだ」

　ちらりとアリシアを見下ろし、カシュヴァーンは怒ど気きをはらんだ声を出した。火と暴力にからっきし弱いティルナードがびくりと肩を震ふるわせる。

「お、脅おどす気か!?　そっそういう風にすぐ力で解決しようとするから、お前はよく誤解されて」

「外に出ろ」

　軽くあごをしゃくっての命令に、ティルナードは顔を強こわ張ばらせながらも気き丈じように言い返す。

「──面白い、やってやる！　いつぞやの一いつ騎き打うちの決着、今ここでつけてやるぞッ!!」

　大おお見み得えを切ったティルナードが足音も荒く廊下へ出て行き、トレイスが主に取りすがる。

「カシュヴァーン様、大人げないことはおやめ下さい！　たとえ体調が万全でも、レイデン伯爵があなたに勝てるはずが……!!」

「そうだな」

　あっさりうなずいたカシュヴァーンは、そのまま部屋の戸を閉め、扉に背を預けて腕組みした。

「……!?　おい、こらッ!!　ライセンッ!!」

　閉め出しに気づいたティルナードが外からどんどん扉を叩いているが、カシュヴァーンは薄く笑うのみ。トレイスは複雑そうにしながらも押し黙だまり、セイグラムは「いい薬です」と平然としている。

　ノーラやルアークも肩など竦めるばかりだが、アリシアはカシュヴァーンに尋ねかけた。

「カシュヴァーン様、レイデン伯爵様を連れて行って差し上げませんの？」

「元々俺はお前の顔を見に来たんだぞ？　それがなんだ、俺もセイグラムも、ティルの体を心配しているというのに……」

　吐はき捨てるカシュヴァーンの背後、ティルナードはまだ叫んでいる。

「僕も連れて行け！　弾避けぐらいにはなることは証明したはずだぞ!!　役に立ってみせるから!!　おいッ!!」

　愚ぐ直ちよくな訴うつたえに、カシュヴァーンの表情が微び妙みように動いた。アリシアも嬉しそうに微笑んで、

「レイデン伯爵様は、とってもカシュヴァーン様のことをお好きなのですから、連れて行って差し上げましょうよ。アズベルグは治安が悪いのですから、弾避けは多いほうがいいですし。ねえ、セイグラム？　なんならレイデン伯爵様には、お勉強しながらお散歩してもらってもいいんじゃないかしら」

「……まあ、たまには息抜きも必要ですから。では、ティルナード様の弾避けとして、私も散歩にお供しましょう」

　先にセイグラムが折れ、さすがにばつの悪そうな顔になったカシュヴァーンだが、まだ気がかりが残っているようだ。

「……俺は別に構わんが、しかしアリシア、お前はいいのか……？」

　新婚旅行が団体旅行の様相を呈してきたことについて、本当にいいのかと妻に確認を取るが、

「ええ、もちろん。だって、みんなで一緒にお散歩なんて、とっても楽しいですわ!!」

　肝かん心じんのアリシアは、眼鏡の奥の青い瞳をきらきらさせている。「見栄っ張りフェイトリン」と蔑まれ、ひとりぼっちで過ごしてきた時間の長いアリシアにとって、大勢で何かをするのはなんでも楽しいことだ。

「……お前がそれでいいのなら、俺もいいのだが……ティルにとっても、歩く練習ぐらいにはなるだろうしな」

　せいぜい文句を言いながらカシュヴァーンが扉の前から退どくと、勢いでティルナードが部屋に飛び込んできた。体調を崩くずしたらすぐに帰ることを条件にカシュヴァーンが同行を許可すると、「当然だッ!!」と偉えらそうながらも嬉しさを隠かくさない。

「……やれやれ。嫌われるのには、慣れているんだが」

　結局七人の大所帯で邸てい内ない散策に出ることとなり、カシュヴァーンは苦笑いしながらつぶやいた。

「あら、そうなんですの？　大丈夫ですわ、レイデン伯爵様に好かれることにもそのうち慣れますわよ」

「……ティルより、俺はお前に……いや、なんでもない」

　ごまかすように亜麻色の頭を軽く叩き、カシュヴァーンはそっとささやく。

「アリシア。お前ももうちょっとぐらい、わがままを言ってもいいんだぞ？」

　優しい声に「おなかが痛」くなったアリシアは、どきどきしながらこう答えた。

「ええと……では、あの……できたら一度、首を外はずしてみてもらえませんか？」

　大好きな「首なし騎士の報復」の主人公は、どこかカシュヴァーンを彷ほう彿ふつとさせるのだ。もしも夫が首を外してくれたら……そう思うだけで「おなかが痛い」感覚に包まれ、アリシアは頰を薔ば薇ら色いろに染めた。

「……お前、本当は俺のことが嫌いなのか？」

　わがまますぎる新にい妻づまに、カシュヴァーンは深いため息をついた。







　カシュヴァーンと並び、アリシアは怪物の像がそこかしこにひっそりとうずくまった薄暗い廊下を歩き始めた。まだ陽は高いはずなのに、一年中どんより曇くもったアズベルグの空から降る日光は弱く、はめ殺しにしてある窓の小ささのために光はさらに制限されている。

　背後には胃痛でも堪こらえているような表情のトレイスと、気楽な顔つきのルアーク。さらにその後ろでは、なぜかレイデン主従とノーラが言い争いをしている。

「……しかし、自分から言い出しておいてなんだが、この散歩は本当に面白いのか？」

　カシュヴァーンにとっては生まれ育った屋敷だ。目新しいこともないらしく、開始間もなく早くも飽あきた様子である。

「妙みような怪物の像だらけで、物珍しい作りではあるだろう。だがお前もここに来てからかなり経つのだし、さすがに見飽きたんじゃないか？」

　蝙蝠こうもりのような羽を持つ、不気味な怪物の像を横目にカシュヴァーンは鼻を鳴らす。けれどアリシアは、漆しつ黒こくと深しん紅くだけで構成された邸内が薄明かりに浮かび上がる様を見回しながら、弾はずんだ声で応えた。

「そんなことはないです。確かにこのお屋敷の中は、地図を書けるぐらい歩き回りましたけど、こうやってみんなで歩くとまた趣おもむきが違いますわ!!」

　結婚当初、カシュヴァーンにも使用人たちにもほったらかしにされていたアリシアは、暇だったのでよく屋敷内をひとりで散歩していた。自作の地図まで作り上げるほどの情熱を傾かたむけていたものだが、集団で歩くとやはり雰ふん囲い気きが違う。

「私としては、カシュヴァーン様のお部屋が一番普通でつまらないと思うのですけど、カシュヴァーン様はあのお部屋がお好きなのですよね？」

「……そうだな、アリシア。それと俺はこっちで、そっちは柱だからな。そろそろ俺の顔ぐらい覚えような？」

　諦めを感じさせる声こわ音ねでつけくわえたカシュヴァーンは、どこか遠くを見るような眼になった。

「……ふん、趣が違う、か……確かに俺も、普段は自分の部屋と外を行き来するだけだから、このあたりの区域には久しぶりに来た。多少は新しん鮮せん味みもあるか……」

　まずはアリシアたちの部屋がある二階から、ということで、一行はほとんど使われていない客間の立ち並ぶ区域に歩を進めていた。現在はティルナードたちが一室使用しているが、物置同然になっている部屋も多い。

「ええ、例えばほら、総石作りのせいか、声がとても響ひびきますのね!!　ひとりの時は気づきませんでした!!」

　現在響いているのは主にティルナードとノーラの声だ。

「お前、僕に死んだ女の服なんかを着せるつもりだったのか!?」

　怒いかりに震えるティルナードに、ノーラがつんとあごを反そらして応じる。

「はっ、寒いだどうだと軟なん弱じやくなことを言うくせに、安い布地はかぶれるなどとわがままをおっしゃるからでしょう!?　言っておきますけど、アズベルグでは毛皮は比較的手に入りやすいですが、手て触ざわりのいい布はとっても貴重なんです！　肥ひ沃よくなレイデン地方と一緒に考えないでほしいですわねッ!!」

　両者一歩も引かず怒ど鳴なり合っているなか、セイグラムは眼鏡を押し上げ主に忠告する。

「ティルナード様、お気をつけ下さい。おそらくこの雌猫は、最終的には『私が暖めて差し上げますわ』などと言って寝しん台だいに」

「勝手な想像をするんじゃありませんわよ、変態陰いん険けん眼鏡ッ!!」

　まなじりを吊つり上げてノーラが叫べば、横からルアークが「おぼっちゃん、俺があっためてあげようか？」と茶々を入れる。それにまたティルナードが反応する、を繰り返しているため、騒ぎは一向に収まらない。

「ああ、ノーラは、以前ここにいらした方のドレスを探しに来たのね」

　終わりの見えないやり取りを聞いているうち、アリシアはノーラが衣装簞笥をごそごそやっていた理由に思い当たった。

　ライセンの屋敷に人が近づかないのには、恐ろしげな外観とは別にもうひとつ大きな理由がある。

　カシュヴァーンの父親であり、先代領主だったレジオール・ハルバーストの凶きよう行こう。薔薇ばかり見て自分を見ない妻に絶望し、屋敷の裏手にある薔薇園に彼女を埋うめた後も、次々と女性たちを手にかけていったという恐ろしい逸いつ話わから、ここは「ハルバーストの薔薇屋敷」と呼ばれているのだ。

「そうね、こちらにいらした方の遺い品ひんなら、きっといい生き地じを使ってあるでしょうし。それにレイデン伯爵様の体格なら、あまり直さなくても着られるでしょうし……」

　いいことだわ、とアリシアは単純に微笑むが、真横を歩くカシュヴァーンの眼には冷たい光が浮いている。背中越しに危険な空気を察知したらしく、トレイスが遅ればせながら注意を始めた。

「ノーラ、レイデン伯爵も、そういう話はあまり……!!」

　現在は廃はい園えんとなった薔薇園には、メイドだったカシュヴァーンの母親とトレイスの姉、そしてカシュヴァーンが殺した父レジオールも埋められている。報むくわれぬ愛に自分を見失い、「怪物」と化した父親を息子むすこは今も深く憎にくみ続けているのだ。

「──気にするな、トレイス。どうせみな、よく知っている話だろう？」

　さほど大きな声ではなかった。だがカシュヴァーンが放はなったひと言は、背後の喧けん噪そうを一瞬でかき消してしまった。

「失礼をいたしました、強公爵閣かつ下か」

「……おっと、ごめんね、おにいちゃん」

　セイグラムやルアークはさっと謝罪をしたが、ノーラとティルナードは仲良く固まってしまっている。その様を軽く振り返ったカシュヴァーンは、小さく息を吐いてからこう言った。

「ティル、服がいるなら俺の服を貸してやる。お前の体格には合わないかもしれんが、風か邪ぜを引くよりましだろう。ノーラは針はり子ことして優秀だから、必要なら詰つめてもらえ」

「……あ、う、うん、ありがとう……」

　しゅんとうなだれたティルナードは殊しゆ勝しようにうなずき、せっかく褒ほめられたノーラもええ、とかなんとか口の中でつぶやいただけだ。アリシアもしょんぼりしながら謝った。

「カシュヴァーン様、私も……あの、ごめんなさい。ここでのことは、お話ではないですものね。現実に犠ぎ牲せいになった方がいらっしゃるのに、私ったら……」

　人の気も知らず、不ぶ躾しつけな話題を口にしてしまった。だがカシュヴァーンは癇癪を爆発させることなく、うつむいたアリシアの頭を撫でるその唇くちびるには苦笑いが浮かんでいる。

「現実ではあるが、もう過去のことだ。ところでアリシア、お前も体は大丈夫か？　フェイトリンと違ってここは寒いだろう。……まあ、ティルよりはるかに丈夫そうではあるが、体調を崩さないよう気をつけろよ」

　カシュヴァーン自身、いきなり静まり返ってしまった場に居い心地ごこちの悪さを感じているのだろう。気遣いに満ちた声にアリシアは「おなかが痛」くなり、甘い雰囲気を感じ取ったノーラが表情を険けわしくする。

　しかし、

「だよねー、ティルぼっちゃんはちょうどいいからこのまま部屋に戻れば？　俺とノーラであっためてあげるからさぁ」

「ルアークッ!?　もう、だからそんなことはしないと言っているでしょうっ!!」

　軽薄なルアークの台詞せりふを皮切りに、レイデン主従とノーラの間で再び言い争いが勃ぼつ発ぱつした。一瞬の静せい寂じやくはどこへやら、セイグラムはまたお得意の鞭を取り出し、薄暗い廊下ににぎやかな罵ば声せいが響き渡る。

「……気遣いご苦労」

　これであいこね、と言わんばかりに笑いかけてきたルアークに、カシュヴァーンがため息を漏らす。それに気づかず、アリシアは夫に尋ね返した。

「確かに少し寒いですけど、私は平気ですわ。カシュヴァーン様は、大丈夫ですか？」

「おいおい、俺はここで生まれ育ったんだぞ？　これでも体は鍛えているつもりなんだがな」

　今さら大丈夫も何もあるか、とカシュヴァーンは笑うが、アリシアはまだ頭の上にあった彼の手にそっと触ふれた。

「でも、手が冷たいです」

　先ほどから何度か頭を撫でてくれた手は冷えきっていた。

「外からお戻りになったばかりですものね。やはりお散歩より先に、熱いお茶とお菓子……、あっ」

「お菓子」に反応し、トレイスが止めに入る前にアリシアは続く言葉を飲み込んだ。カシュヴァーンが手を握にぎり返してきたのだ。

「だったらこうして、お前が暖めてくれればいい」

　お茶もお菓子も口にしてはいないのに、喉に何か甘いものが大量に詰め込まれたような気分になった。冷たいカシュヴァーンの手に体温を奪われていっているはずなのに、なぜか体が熱くなっていく。

「お、お役に立てて、嬉しいです……」

　どぎまぎしている妻と手を繫つなぎ、すまして歩くカシュヴァーンの後ろで、並の聖職者より清らかと称されるトレイスまで赤くなっていた。







　結局ノーラは陽動作戦に気づき、ライセン夫妻に即刻手を離すよう大声で要求したが、カシュヴァーンは「寒いから嫌だ」とふざけるばかり。ティルナードもまだ部屋に戻ろうとしないので、七人は終始にぎやかに騒ぎながら、アリシア曰く「一番普通でつまらない」カシュヴァーンの私室付近などを含めた二階を歩き回った。

「さて、一階も散歩するか？」

「ええ、カシュヴァーン様や他のみんながよければ……」

　一階の広間へ下りる大階段に辿たどり着いた時、まだ手を繫いだままのカシュヴァーンに聞かれてアリシアは少々ためらいながらうなずいた。

　忙しいカシュヴァーンにこれ以上時間を取らせるのは、買われた身として申し訳ないような気もする。

　けれど、今ではすっかりぬくもりを取り戻した大きな手を放すのが、惜おしいような気もして。

　自分でも不ふ明めい瞭りような想いをうまく表現できず、しばし考え込んだアリシアは、より現実的な理由に思い当たった。

「それに……そうですわ、たくさん運動をした後なら、お茶もお菓子もよりおいしくいただけますものね!!」

「……相変わらずだな。まあ、俺は構わない。今日はどうせ、夜まで戻れないはずだったんだしな」

　何を思い出したのか、途中からまたむっとした顔になったカシュヴァーンだったが、それにアリシアが気づく前にさっさと大階段を下り始めた。







　一階に下りた一行は広間を抜け、台所や食料品の倉庫などがある奥向きの区域に向かった。騒がしい行進に、数少ない使用人たちは眼を丸くしていたが、アリシアが「みんなでお散歩をしているの」と説明すると驚きながらも納なつ得とくしてくれた。

「奥様と旦那様は、本当に仲良くなられたようで、よかったです」

　中でも料理人のダンなどは、ふくよかな顔をくしゃくしゃにして涙すら浮かべる有様だった。暗い逸話が多く、強引なやり口から嫌われ者のカシュヴァーンではあるが、父親の代から屋敷に仕つかえる使用人たちには深く慕したわれてもいるのだ。

「大おお袈げ裟さなんだよ、ダンは……単に暇ができただけだ。それに、運動すると飯めしがうまくなるそうだからな」

　照れているのか、カシュヴァーンは苦笑いしていたが、ノーラがあれこれ理由をつけてもアリシアの手を放そうとはしなかった。

「ところでカシュヴァーン様は、今日は本当にどうなさったのですか？」

　今度は使用人たちの部屋が並ぶ区域に向かいながら、アリシアはふと思い出してそう聞いた。

　途と端たんに見上げるカシュヴァーンの横顔が、むっつりと不ふ機き嫌げんに歪ゆがむ。

「……あ」

　不意に、繫いでいた手が離れた。触れ合うことで保たもたれていたぬくもりが、春とはいえ冷たいアズベルグの空気にあっという間に消えていく。

　背後ではセイグラムがトレイスにノーラを押しつけようとしており、また別の争いが始まっていた。普段ならカシュヴァーンも悪乗りして幼馴染みをからかいそうな場面だが、今は周囲の喧噪など全く聞こえていないようだ。

「──実は今日、見回りの最中ディネロに会ってな」

　ディネロ・アズベルグ公爵。非常に美形ではあるが無表情で言葉少なで、一種近寄りがたい雰囲気を醸かもし出している大柄な美青年。

　アズベルグ家はこの地方の地方伯、つまりは元領主家だが、アリシアの生家フェイトリン同様没落してしまっている。現在はアズベルグ地方の南部にごく狭せまい領地を持つのみだ。

　しかしディネロは〈翼の祈り〉への信しん仰こう心しんと、領民への愛を併あわせ持ち、毎日決まった時間にすっかり狭くなった領地内を見回る様から「時計公爵」として慕われている。アズベルグの民の一部は、いまだディネロを領主のように思っているとか。

「ある村が家か畜ちく泥どろ棒ぼうに困っている、という話を聞いていたので、調査に向かったんだ。どうやらそのあたりを任せている代官の部下の、計画的な犯行らしくてな……しかしその村の連中は信心深いことで有名なので、俺の言うことはなかなか聞かないだろうと思っていた」

　不信心を公言してはばからないカシュヴァーンは、〈翼の祈り〉に深く傾けい倒とうしている者が多いアズベルグの民には受けが悪い。シルディーン王国全域では〈翼の祈り〉の影響力は低下していく一方なのだが、瘦やせた厳きびしい土地柄のためか、このあたりには敬けい虔けんな信仰が根強く残っているのだ。

「……案あんの定じよう俺の手は借りない、と言わんばかりの態度だったので、まずはこいつらの姿勢を正すところから始めようかと思っていたが……、そこへディネロが顔を出した」

「あら、ではその村は、ディネロ様の見回りの順路に入っていたのですね」

　なんでもないようにアリシアが相あい槌づちを打つと、カシュヴァーンはますます表情を硬かたくして続けた。

「そのようだな。そして、あいつが俺に話しかけてきた瞬間、村の連中の態度は一変。あっさり証言が出揃ったので、無事に家畜泥棒は捕ほ縛ばく。首しゆ謀ぼう者しやの代官も捕縛。処しよ罰ばつについては後日裁判を行う、ということにまとまり、俺はこんな時間に帰ってこられた訳だ」

「そうなんですの。じゃあこうしてお散歩できるのも、ディネロ様のおかげですわね！」

　嬉しそうなアリシアに対し、カシュヴァーンは仏ぶつ頂ちよう面づらで黙っている。

「でも、それならディネロ様もこちらにいらっしゃればよかったのに。領主の妻として、お礼をさせていただきたかったですわ。見回りの時間もあるし、仕方がないでしょうけど」

　のほほんと言ってのけると、カシュヴァーンは妙に冷たい眼で妻を見下ろした。

「……そんなに会いたかったか？　ディネロに。そういえばお前たちは、貧乏天然地方伯同士、妙に気が合っていたものな」

　言うなり、カシュヴァーンの歩幅が微妙に広くなる。

「……？　あっ、カシュヴァーン様っ」

　あっという間に夫の背中を追うことになってしまったアリシアは、焦あせって小走りになった。同時に、今の今までカシュヴァーンが自分に歩調を合わせてくれていたことに気づく。

　二人の様子が変わったことに他の五人も気づいたようだ。ノーラが「ほほほ、まあまあお二人とも、仲良く散歩はお終しまいですの？」と勝ち誇ほこり、トレイスが慌ててアリシアの側そばに駆かけつけた。

「ど、どうなさったのですアリシア様、カシュヴァーン様は」

「私にもよく分からないの。ディネロ様のお話をしていただけなのだけど……、あっ」

　カシュヴァーンの態度が急変した理由に思い当たったアリシアは、急いで夫の背中に呼びかけた。

「カシュヴァーン様、ご心配なさらないで。ディネロ様がいらっしゃらなくても、ご希望ならお茶菓子はお客様用の豪ごう華かなものにしますから！」

　カシュヴァーンは無言だった。心なしか、早足になったようでさえある。

「あらっ？　あの、じゃあええと、カシュヴァーン様には二人分のお菓子を差し上げますわ!!なんなら私の分も……」

「トレイスさん、ちょっと」

　アリシアが無意味にカシュヴァーンの神経を逆さか撫なでしている間に、ルアークがすっとトレイスに近寄った。ライセン夫妻のやり取りを聞いていたらしく、概がい要ようを素早く耳打ちしてくれる。

「ア、アリシア様、あのですね。実はカシュヴァーン様は、お礼をしようとアズベルグ公爵を屋敷に誘ったんです」

　これ以上話がこじれる前にと、今度はトレイスがアリシアに耳打ちを始めた。

「ですが、あの方は気を遣ってお断りになったのですよ」

　意外な言葉に、アリシアは疑問を感じた。

「まあ、そうなの？　ディネロ様は遠慮深い方ね、お茶菓子は余っているのに……」

「……あのお茶菓子を出されると分かっていれば、大たい抵ていの方は遠慮……ああ、いえ、違います。アズベルグ公爵は、その、カシュヴァーン様が嫉しつ妬となさるから……」

「──おい、聞こえているぞトレイス」

　さっきまでアリシアの呼びかけに無言だったカシュヴァーンが鋭するどく突っ込んできた。トレイスはばつが悪そうに黙り、アリシアは少し考え込む。

　嫉妬。好きな本にはよく出てくるが、アリシア自身には馴染みのない単語。

　なぜカシュヴァーンがディネロに嫉妬するのだろう？　アリシアはすでにカシュヴァーンの妻なのに。彼の所有物なのに。

　考えてみたが、答えは出なかった。そこでアリシアは、直接本人に聞いてみた。

「あの、カシュヴァーン様は、どうしてディネロ様に嫉妬なさるの？　私はカシュヴァーン様に買っていただいた身ですわ。あなたの物なのですから、嫉妬する必要なんてないでしょう？」

　心底不思議そうな問いかけを聞き、トレイスが小さく息を飲んだ。カシュヴァーンから漂い始めた冷気にノーラとティルナードなどは手を握り合わんばかりだが、アリシアは無神経にしゃべり続ける。

「ですけどカシュヴァーン様がお望みなら、もうディネロ様とは会わな……、きゃっ!?」

　いきなりカシュヴァーンが立ち止まったので、アリシアは危あやうく彼にぶつかりそうになった。

「あ、あら、カシュヴァーン様、どうなさったの？」

「──……アリシア、お前は、本当に……」

　立ち止まったカシュヴァーンは、盛大にため息をつきながら妻を振り返った。怒りと呆あきれがない交まぜになったその表情は、徐々に自じ嘲ちようへ傾いていく。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。肝心のお前が、この調子なのにな」

　いら立ちを紛まぎらわせるように前髪をかき上げたカシュヴァーンは、再び歩き出した。手こそ繫いでくれなかったが、その歩調はアリシアに合わせたものに戻っている。

「分かっているさ。俺が領民に嫌われているのも、ディネロが好かれているのも周知の事実だ。そもそも俺は家畜泥棒をどうにかしに行った訳であって、短期間で成果が出たのは喜ばしいことだしな。──それにあいつのおかげでこうして、新妻と新婚旅行にも出られた」

　自分に言い聞かせるような台詞が、後半甘いからかいに変わった。不意に伸びてきた手が亜麻色の髪をひとすくい取り、もてあそぶように指先で梳すき始める。

　あまり普段のカシュヴァーンらしくない、いかにも新婚らしいしぐさにどきどきしながらアリシアは、夫を見上げてこう言った。

「カ、カシュヴァーン様は、いい領主ですわ」

　そのひと言で、カシュヴァーンの口元にあったにやにや笑いは消えてしまった。指通りのいい髪が、武骨な指先からさらりと滑り落ちる。

「確かに信仰心をお持ちではないですし、裁判だと言って即刻死刑にしたりもなさいますけど、でも、いつもアズベルグの民のことを想っていらっしゃるのですもの。そうでなければ毎日毎日、あんなにお仕事をできませんわよ」

　微笑むアリシアとは対照的に、カシュヴァーンは黙り込んだまま。その顔は冷たいというより無表情で、背後では「ノーラ、ライセンの機嫌を取れよ、愛人だろう!?」「あ、あなたがやればいいでしょう、後見人に媚こびを売るのも大事ですわよ!!」と押しつけ合いをしているが、アリシアは気にせず続けた。

「それに、ディネロ様が巡じゆん回かいしている村だったということは、ディネロ様も家畜泥棒の話はお聞きになっていたのでしょう？　お二人が揃わなければ解決できなかったことですわ、きっと」

　ひととおり話し終えたアリシアが最後ににこっとすると、カシュヴァーンは一瞬眼を閉じ……そして、観念したように笑った。先ほどまでの作りものめいた笑いではなく、さっぱりとした、おそらくは彼本来の笑顔にアリシアはどきっとしてしまう。

「……裏で代官が糸を引いている、と分かっていたから、村人は家畜泥棒について大っぴらに騒げなかったらしい。ディネロも代官に話をしたりしていたようなんだが、その代官の裏には別の貴族がいてな。現在領主ではないディネロが出て行くと話がややこしくなる、だが俺に頼るのは村人が嫌がる……と、そういう事情で問題が長引いていたそうだ」

「ま、まあ、そうですの、だったらよかったですわ……、あ」

　指先がぬくもりに包まれる。

　再びアリシアの手を取ったカシュヴァーンは軽く身を屈かがめ、物語に出てくる騎士のようにその手の甲に口づけを落とした。

「カシュヴァーン、様っ……？」

　瞬間何が起こったのか分からず、固まっている亜麻色の頭をぽんぽんと軽く叩いて、

「鈍にぶいのか鋭いのかよく分からんお姫様だ、全く」

　ちょっと悔くやしそうにつけくわえると、一拍遅れて最大級の大声でわめき始めたノーラを尻目に、そのまま妻の手を引き、ある場所を目指して進み始めた。







　しばらくは元気よく騒いでいたノーラだが、カシュヴァーンが目指す方向に気づくといきなり口数が減った。ティルナードも同じくで、セイグラムも様子を見るように沈ちん黙もくを保っている。

　心配そうなトレイスの視線も無視し、カシュヴァーンは使用人用の区域を抜け、小さな木戸を開いて屋敷の裏に出た。散歩を始めた時はまだ昼過ぎだったのに、早くも陽が落ちてきたらしく降り注そそぐ陽光は茜あかね色を帯おび始めている。

「……あら、こちらは……」

　繫いだ手にばかり意識が集中していたアリシアだったが、カシュヴァーンが立ち止まったためきょろきょろとあたりを見回し始めた。

「こちらは、もしかして……？　そんな訳がないですわよね、嫌だわ、私ったらまた見間違えて」

「──間違っていない。ここが、新婚旅行の最後の場所だ」

　ちょっと強すぎるぐらいの力でアリシアの手を握り、カシュヴァーンが見据えるのは枯かれた蔓つる薔薇に覆おおわれた四角い建物。「ハルバーストの薔薇屋敷」の名の由ゆ来らいである、薔薇の廃園。

　近づくだけでカシュヴァーンの怒りを買うこの場所は、ライセンの屋敷内の禁足地である。曰くつきの廃園にアリシアは正直ひどく惹ひきつけられてはいるが、うっかり一度中に入ってしまい、夫にこっぴどく叱しかられたことは記憶に新しい。

「おにいちゃん、この中も散歩するの？　あんたがいいなら、俺たちはいいけどさぁ」

　軽い口調でルアークが尋ねると、硬く顔を強張らせたカシュヴァーンが首を振る。繫いだ手が少し汗ばんでいることにアリシアは気づいた。

「……いや……、ここまでだ」

　そして、ゆっくりと背後を振り返ると、居心地が悪そうにしている一行を見て意地悪く笑った。

「急に黙り込むなよ、お前ら。さっきまであれだけうるさかったくせに」

「そ、それは……その」

　眉まゆ根ねを寄せてうつむいているティルナードからふと眼を逸そらし、カシュヴァーンはどこか遠くを見るように瞳を細めた。

「こんな風に静まり返っているのが、ここでは当たり前だったのに……騒がしいのに、すっかり慣らされてしまったようだな」

　カシュヴァーンの述じゆつ懐かいに触しよく発はつされ、アリシアも嫁いでくる前のことを思い出す。後見人の叔お父じ以外訪ねてくる者もいない屋敷で、読み古しの本だけを相手に過ごした未亡人としての日々。

　とはいえ、そんな暮らしの中でも楽しいことを見つけながら、大した不満もなく生きてきたアリシアであるが……アズベルグ地方に来てからは楽しいことばかりだ。特にカシュヴァーンと一緒にいると、何も食べていなくてもおなかがいっぱいのような気になることがある。

「そうですわね。私の家も、ずっと静かでしたけど……みんなでにぎやかに過ごすのは、やっぱりいいものですわね」

　実感をこめて同調したアリシアは、贅沢かもしれないけど、と思いつつ、おずおずとこうつけたしてみた。

「あ、あの、お散歩、とっても楽しかったです。カシュヴァーン様さえよければ……またいつか、こうやってお散歩をしたいですわ……」

　けれど口に出した瞬間、アリシアは後こう悔かいを感じた。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様がお忙しいのは分かっていますの。それにその、ディネロ様のことは、あの、ごめんなさい……」

　カシュヴァーンが急に怒った訳がいまだによく分からないアリシアであるが、怒らせたこと自体は分かっている。彼は自分を買った相手なのだ、機嫌を損そこねる訳にはいかない。

　そんなアリシアの心中を読んだように、カシュヴァーンは静かにつぶやいた。

「……なんで謝る？　心配しなくても、今さらお前を手放したりはしないぞ。……お前、いや、お前の血筋は……必要なんだからな、俺にとっても」

「あ、そうですわよね、よかったです!!」

　必要だと言ってもらえて、アリシアは素直に喜んだ。よかった、これで離れずにすむ。

　安あん堵どする妻に対しまた例の複雑な笑みを浮かべた後、カシュヴァーンは肩を竦めてひとりごちた。

「お前と……お前たちとこういう時間が過ごせるなら、ディネロにも感謝せざるを得んだろうが」

　ふてくされたようにつぶやくものの、すねた少年の顔は長くは続かない。ディネロへの苦手意識と対たい抗こう心しんを昇しよう華かした表情は、清すが々すがしく澄すんでいた。

「しかしアズベルグ家の人間の話を、この屋敷で、……ここで、こんな気持ちでできる日が来るとはな……」

　アリシア以下、集つどった面々を見回すカシュヴァーンの瞳には夕ゆう映ばえが射し込み、その鋭さを何か懐なつかしくて暖かいものに変化させていた。顔も性格も全く似ていないはずの夫に、今は亡なき父の面おも影かげが重なって見え、アリシアは反射的に眼鏡を直してしまう。

　そしてカシュヴァーンは、茜色に染まり始めた薔薇の廃園のほうを再び向いた。その表情は相変わらず硬いが、以前ここで見せたような怒りや憎しみは感じられない。

「……いつかここで、騒いでやりたいものだな。馬鹿みたいに盛大に、死人が羨ましがるぐらいに」

「カシュヴァーン様……」

　ぽつりとつぶやくカシュヴァーンの手を、アリシアは自分でもよく分からない情動に突き動かされてぎゅっと握った。カシュヴァーンも同じように小さな妻の手を握り返しながら、

「お前と結婚してよかった」

「えっ……」
















「まあっ、カシュヴァーン様っ!?」

　不意打ちのような台詞に、アリシアより先にノーラが反応する。

「安上がりで従順で、その点だけ見れば奥様はお買い得でしょう！　ですけどよくご覧になって、その方はお顔も胸も標準以下なのですから!!　総合的に見れば別にお買い得でもなんでもありませんわッ!!」

　豊かな胸を揺すりたてるようにして主張するノーラに、ティルナードが横から割り込む。

「ふ、ふん、自分は標準以上だと言いたげだな!?　見た目はともかく、その我がの強さはメイド失格だぞ!!　大体大きすぎる胸はそのうち垂れて、あいたたたたっ!!」

　小さな鞭でティルナードを打ち据えたセイグラムが、さらに割り込んできた。

「ティルナード様、いかに相手がその雌猫とはいえ、レイデン家の当主たる御お方かたがそのような下品な発言をなさってはいけません。ここは私にお任せを」

「レイデン伯爵もセイグラム様も、破は廉れん恥ちな言動はお控ひかえ下さい……!!」

「胸」に過か剰じよう反応したトレイスまで騒ぎ出し、アリシアは「おなかが痛い」の余よ韻いんに内心どきどきしながら微笑んだ。

「みんなで過ごすって本当にいいものですわね、カシュヴァーン様!!」

「だねー、おにいちゃん。よかったね、早さつ速そくにぎやかになったよ!!」

「……いや、俺は別に、今すぐ騒げとは言っていないんだが……」

　いつの間にか夫婦の隣となりに移動していたルアークを軽く睨にらみながら、カシュヴァーンは呆れたように息を吐き出す。しかしその表情はどこか晴れ晴れとしていた。

「さあ、そこそこ運動もしたし、この調子ではみな喉のども渇かわいただろう。お待ちかねの茶にするか？　アリシア。豪華な茶菓子を何人分でも食わせてくれるんだよな」

　カシュヴァーンの提案に、アリシアは大きくうなずいた。

「ええ！　ノーラとトレイス……は忙しそうね。ルアーク、準備を手伝ってくれる？」

「もっちろん」

　含み笑いをしながらルアークもうなずいた。




　トレイス抜きで準備された茶会の席でカシュヴァーンが激しく後悔するのは、それから間もなくのこととなる。
















　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　面積こそ広大だがその大半は険けわしい山や谷であり、少ない平地も地ち味みが瘦やせている。一年を通して肌はだ寒さむい気候も災わざわいし、作物の収しゆう穫かくが少ない貧まずしい土地だ。

　そんなアズベルグの北部、黒い森のさらに奥に建つ翼つばさ持つ怪かい物ぶつだらけの領主の館やかたには、珍めずらしく客が訪れていた。

「例のエリクス・バスツールの件以来、〈翼の祈いのり〉教団の動きは落ち着いているようだな」

　屋や敷しき二階の主の私室にて、短い黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、たくましい長身を黒ずくめの衣装で包んだ青年が、手にした報告書に眼を走らせながらつぶやいた。屋敷の主あるじであり、〈強きよう〉公こう爵しやくなるふざけた爵位を持つカシュヴァーン・ライセンである。

「アズベルグの暴君」として悪あく名みよう高く、近頃は「死神姫」を娶めとりながら生き存ながらえた悪運の強さでも有名だ。メイドの血を引く成り上がり、おまけに国教〈翼の祈り〉に対する不信心を隠かくしもしない不ふ遜そんな男であるとして、国内での評判は非常に悪い。

「差し当たって、神様嫌ぎらいで有名な公爵閣かつ下かに、今すぐ天てん罰ばつ食らわそうって感じじゃねえなあ」

　そんなカシュヴァーンの部屋を訪れているのは、傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドール。同じく黒髪に黒い瞳だが、浅黒い肌からひと目で小国ラグラドールの民と知れる。

　シルディーンの北方、アズベルグと一部領地を接しているラグラドールはアズベルグよりもさらに土地が瘦せており、国民の九割は傭兵稼か業ぎようで生計を立てている。シルディーンを含ふくめた近きん隣りん国家に貴重な戦力を提供しているものの、時にわざと戦せん闘とうを長引かせ、賃金の上うわ乗のせを謀はかるなどのがめつさからやはり評判は悪い。

　嫌われ者同士で仲良くしている、と陰かげ口ぐちを叩たたかれる二人は時々こうして顔を合わせ、情報交換を行っていた。本日の主な議題は、先日起こったエリクス・バスツールの一件の顚てん末まつについてだ。

　と、そこへ、

「お客さんがいるとこ、しっつれーい」

　ひと吹きの風を起こしながら忽こつ然ぜんと部屋の隅すみに出現した、小こ柄がらな銀ぎん髪ぱつの少年はルアークである。暗殺者としてこの屋敷を訪れ、現在はカシュヴァーンの「息子むすこ」となった少年は、「お父さん」ににこやかに話しかけてきた。

「カシュヴァーンおにいちゃん。アリシアがね、レネに夫婦のいちゃいちゃを伝授してあげたいから、練習させてほしいって言ってるんだけど」

　アリシアとはカシュヴァーンの妻である「死神姫」アリシア・ライセン。レネとはバルロイの団の一員で、常に「結婚して下さい」と団長に言い寄っている少女である。

　カシュヴァーンは一いつ瞬しゆんぴくっと眉まゆを跳はねさせた後、事務的な口調で答えた。

「……悪いが大事な話しの最中だ」

　ぶっきらぼうな回答に、ルアークはにっこり笑った。

「分かった、じゃあ俺がおにいちゃんの代理やっとくよ、濃のう厚こうに。じゃーね!!」

　あっという間にルアークの姿は室内から消え、後に残ったのは一いち陣じんの風ばかり。風に乱された前髪を無言で払いのけながら、カシュヴァーンは努つとめて平静を装よそおった。

「ああ、ええと……なんだったか。ルアークがアリシアに代わって、俺に濃厚な天罰を食らわせるという話だったか」

「おいおい、大丈夫かカシュヴァーン？」

　バルロイがにやにやしながら、無ぶ精しよう髭ひげの目立つあごを搔かいた。

「無理するなって、どうせ今のところ大した情報は集まっちゃいねえんだ。最近妙みようにお嬢じようちゃんに冷たいとか聞いてるが、お前があの貧ひん乳にゆう幼おさな妻づまにめろめろなのは分かってるんだぜ。気になるなら行ってこいよ、なあセイグラム？」

「ええ、身が入っていない話し合いなど無む駄だの極きわみですしね」

　眼鏡めがねを押し上げながらばっさり切り捨てたのは、セイグラム・アーレイ。黒髪をひとつに縛しばったこの理知的な青年は、カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであるティルナードの執しつ事じだが、本日はバルロイとライセン家を訪れている。

「そうですよ、カシュヴァーン様。最近わざとアリシア様を避さけておいでではないですか。もちろんアリシア様はあの調子の方ですし、お気づきではないかもしれませんが……」

　カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみであり、ライセン家の執事を務つとめるトレイスも気き遣づかわしげな声を出したが、カシュヴァーンは彼の発言を聞いていないふりをした。

「……ふん、余計な情報は集まっているようで何よりだ。それよりバルロイ、麗うるわしのオーデル侯こう爵しやくは？」

　以前から不仲であり、エリクスの件以降ますます険悪な状態にあるジスカルド・オーデル侯爵の名をつぶやくカシュヴァーンの声は皮肉たっぷりだ。

「俺たちの大好きなオーデル侯爵閣下は、ラグラドール人を寄せつけないんでなあ。つれないことだぜ、こんなに愛してるのに」

　ジスカルドを呼ぶ声の冷たさならバルロイも負けてはいない。ラグラドール人を〈汚お泥でいの民〉なる醜しゆう悪あくな差別用語で呼ぶ人間のことを、彼は決して許さない。

「はーい、ごめんねー」

　室内にみなぎった冷ひややかな空気を、またしても突然の風が揺ゆらした。さっきと同じ場所に出現したルアークが、今度はバルロイに向かって言う。

「バルロイおじさん。レネがね、ノーラにお化け粧しようしてもらったからぜひ見に来てほしいって。あと結婚してほしいって」

　見る間に渋しぶい顔になったバルロイはため息をついてみせた。

「……行かねえし結婚もしねえよ。俺もそうそうラグラドールから来られる訳じゃないんでな、邪じや魔まするなと伝えてくれ」

　素そっ気けなく断った後、にやりと笑ってつけくわえる。

「どっちかというと俺は、レネよりお前の顔が見たいんだぜ？　死神。男を誘さそうのは不慣れなんでな、気色の悪いことを何度もさせずに、さっさと俺の団に来てくれりゃありがたいんだが」

「死神」と称されるルアークの腕うで前まえを、バルロイはまだ諦あきらめていない様子だ。

「わー嬉うれしいけど、ごめんね、レネに殺されちゃうから。あーそれにしてもレネ可か愛わいかったなー、俺と結婚してくれないかなー」

　そんな言葉を残してルアークは姿を消し、バルロイは肩かたを竦すくめながら話を戻す。

「──やれやれ、今なんの話をしてたんだっけな。つれないノーラがオーデル侯爵に麗しの化粧をしてもらって、可愛いレネと結婚するんだったか」

「おいおい、大丈夫かバルロイ？」

　今度はこっちの番、と言わんばかりにカシュヴァーンは薄うす笑わらいを浮かべた。

「お前こそ無理するなよ。ノーラのような巨乳美女好きだと触ふれ回っているが、案外レネのような貧乳幼女のほうがお似合いなんじゃないか？　そもそも今日は、なんでレネを連れて来た？」

「……連れて来たんじゃなくて、勝手について来ただけだ。へっ、巨乳美女を愛人に持ちながら、貧乳幼女を金で妻にした奴やつに言われたかねえ、っと!!」

　間かん一いつ髪ぱつ避よけたバルロイの手の甲を、セイグラムの小型の鞭むちがかすめた。しょうもない言い合いをしている二人と、ついでにトレイスまでじろっと睨にらんでから、静かに話を戻す。

「それはそうと、シルディーン王家はどうですか、バルロイ様。先日〈玩具おもちやの兵隊〉の存在について、公式の回答を求める書面を提出したという話でしたが」

　対ラグラドール人を標ひよう榜ぼうして作られた暗殺者集団〈玩具の兵隊〉。ルアークやレネもかつて所属していた組織の名を聞き、バルロイは表情を改めた。

「ああ、だが案あんの定じよう、事実無根と一刀両断されて終わりさ。まあどうせ、返事を書いたのはスタンバールのじいさんなんだろうが……」

　カシュヴァーンも眉根を寄せ、話に集中しようとしたところで、風が再び頰ほおを撫なでた。

「もっかいだけごめーん、今度は手短に。えっと、今アリシアは、レネに剣の稽けい古こをつけてもらってまーす。俺もついてるし、怪け我がはしないと思うけど、ほっといていいんだよね？　じゃっ報告終わりっ!!」

　一瞬部屋の隅に姿を覗のぞかせたルアークは、言うだけ言ってたちまち去っていった。無言で前髪を直したカシュヴァーンは苦々しい顔になり、故意に腕組みなどしながら平へい淡たんな声を出す。

「……ああ、えー、話を続けるか。バルロイ、アリシアが夫婦のいちゃいちゃについて、王家に公式の回答を求める書面を提出したと？」

「馬ば鹿か、話聞けよカシュヴァーン。レネが貧乳は事実無根と、剣で一刀両断」

「お二人とも」

　みなまで言わせず、セイグラムがこの上なく冷たい声を発した。その右手に握にぎられた鞭は、神経質に左手の平を叩いている。

「これ以上は本当に時間の無駄です。私も主あるじをレイデンに置いて来ているのですよ？　一時中止しましょう。まともに話ができる状態になるまで、帰ってこないで下さい」

「……はい」

　この場において一番立場が下のはずのセイグラムの命令に、カシュヴァーンもバルロイもおとなしくうなずいた。

「あ、ええ、では、私も」

　主の後を追おうとしたトレイスに、セイグラムがぱしぱしと鞭を打ち鳴らす。

「ちょうどいい機会ですトレイス。空あいた時間を使って、あなたがどれぐらい執事として成長したか確認してあげましょう。後見人閣下の執事の質が低くては、ティルナード様の評判が悪くなります」

「……はい……」

　カシュヴァーンの執事となることを望んでいたセイグラムの、トレイスに対する風当たりはいまだに強い。そのことを自覚しているトレイスは、怯おびえた顔をしながらうなずいた。







　別に好き好んでアリシアに冷たく、もとい距きよ離りを置いているわけではない。部屋を出た途と端たんににやにやしながら出現したルアークに先導され、バルロイと一緒に屋敷の裏手に回りながらカシュヴァーンは思う。

　結婚する前、カシュヴァーンはアリシアに名門フェイトリンの血筋以外なんの期待もしていなかった。実際に顔を合わせた瞬間は、期待などしていなかったはずなのに、「まあ可愛い」程度の容姿にがっかりさえしたものだ。

　それなのに、今は明らかな罠わなだと分かっていても、進んでいく足を止められない。

　貧乳幼女を金で妻にした奴に言われたかねえ、というさっきのバルロイのひと言は、まだ耳の奥に残っているのに。

「……勝手なものだな、俺も」

　知らずしかめ面つらになりながら、カシュヴァーンたちは屋敷の裏手に広がる殺風景な場所に出た。裏庭と言うのも恥はずかしいような、アズベルグ地方特有の湿気の多い地面とわずかな下草以外、何もないただの空き地だ。

「あら、ルアーク、カシュヴァーン様、それにレクサンドール子し爵しやく様まで!!」

　着古したドレス姿のまま、剣を片手に笑いかけてくる亜あ麻ま色いろの髪の少女。三人の名前はちゃんと呼んでくれたが、眼鏡をかけているにもかかわらず、その視線は微び妙みようにカシュヴァーンたちからずれている。

「来て下さって嬉しいですわ。ではあの、カシュヴァーン様、早さつ速そく……いちゃいちゃ、します？」

　先ほどまでのルアークの台詞せりふは彼の適当な創作ではなかったらしく、アリシアはいきなりそんなことを言い始めた。自分で「いちゃいちゃ」と言っておきながら、ちょっと恥ずかしそうな様子が可愛くて、その分カシュヴァーンの罪悪感はふくらんだ。

　天然で鈍どん感かん、そのくせ妙に現実的で順じゆん応のう性せいが高いこのお嬢様が、決して類たぐい希まれなる美少女ではないことぐらいカシュヴァーンも分かっている。

　分かっているのに、あさっての方向に向かって笑う彼女の顔は、時折ひどくまぶしい。

　カシュヴァーンの心中など知らぬげに、アリシアは光に透すけると赤く輝かがやく眼をした傭兵の少女に話しかけた。

「レネ、見ていてね。レクサンドール子爵様はお化粧をしたレネを見ていて下されば、用事がいっぺんに」

「……アリシア、悪いが俺はそんなことをしに来た訳じゃない」

　アリシアと向き合って立つ、ある意味アリシアより天然で扱いづらいレネが何か言う前にと、カシュヴァーンはさっさとそう断った。

「ではバルロイ様は、私と結婚するために来て下さったのですね？」

　銀というより白に近い、短い髪をしたレネが、いつもの無表情のまま淡たん々たんとつぶやく。その手には得え物ものであるナイフが握られていた。

　アリシアと同じぐらい小柄でやせっぽちのレネは、軽装の鎧よろい姿すがたであるために一見少年のようだ。今は化粧で多少印象が違ちがうが、服装はいつもどおりなので女装しているように見えてしまう。

「違う。俺たちはただ、お嬢ちゃんがなんで剣なんか習おうとしているのか気になって来たんだよ。あとはノーラの顔と胸を見たくてな」

「私はあなたの顔も胸も見たくありませんわよッ!!」

　やや離れた場所に立っていた赤毛のメイドが、豊かな胸を震ふるわせながらバルロイに嚙かみついた。アリシア付きのメイドのくせに自称「カシュヴァーンの愛人」であるこのノーラは、派手な美び貌ぼうと豊満な肉体を好むバルロイのお気に入りなのだ。

「あれ？　おじさん、さっき俺の顔も胸も見に来たとか言わなかった？」

「バルロイ様、ルアークよりは私のほうが巨乳です」

　ルアークの茶々にレネが反応し、ノーラとバルロイも含めた言い合いに発展し始めたが、カシュヴァーンは他の四人を無視してアリシアに尋たずねた。

「で？　アリシア。なぜお前が、レネに剣を習う話になったんだ？」

　妻の右手にぶらんとぶら下がっている剣について、素知らぬふりをしながらもカシュヴァーンは内心気が気ではない。絶対に運動神経がいいはずがないのに、怪我でもしたらどうするのか。

「レネがですね、私やノーラにいろいろ教えてもらうばかりで心苦しいから、自分も何かお礼がしたいと言ってくれましたの」

　変に律りち儀ぎなところがあるレネが事の発ほつ端たんらしい。

「ほら、カシュヴァーン様は敵が多い方ですし、特に私が嫁とついできてから何度も危ない目に遭あっていらっしゃるでしょう？　私も先日さらわれたりしましたし、自分の身は自分で守れたほうがいいかと思いまして。そのほうが経済的ですし」

　言いながら、アリシアが手にした剣を軽く振る。

　貧びん乏ぼう暮ぐらしのために水汲くみから料理に畑仕事、となんでもこなしてきたアリシアだ。意外に力はあるらしく、金属の重さに振り回されるようではないが、なまじ力があるだけに危険とも言える。

「……理り屈くつではそうだが、お前は剣など習わなくていい」

　俺が守るから……そう言いかけて、言葉を飲み込む。

「……仮にも公爵家の妻が、家事はとにかく剣を使うなどとんでもない。俺が恥ずかしいからやめてくれ。ルアークもついてくれているのだしな」

　代わりに口にした言葉は、カシュヴァーンが意識した以上に冷たく聞こえたようだった。アリシアが眼に見えてしゅんとする。

「あ、そうですわね……ごめんなさい、私ったら、妻として考えが足りませんでしたわ……そうですわよね、付け焼き刃の訓練では、自分のこともカシュヴァーン様のこともお守りできませんしね……」

　殊しゆ勝しような態度が胸を衝つく。アリシアは自分自身だけでなく、カシュヴァーンまで守るつもりで剣を手にしたというのか。

「いや、まあ、それは……その、俺は守られるより、守るほうが好みだしな」

　言った瞬間しまった、と思ったが遅い。アリシアががぜんはりきった表情になった。

「あら、そうでしたのね、分かりました！　がんばってカシュヴァーン様に守られますわ!!」

　何か違うような気がしているカシュヴァーンの耳に、べちゃん、という湿しめった音が聞こえた。何事かと足あし下もとに視線を落とせば、レネが手にしたナイフを地面に落としたのだった。

「バルロイ様、申し訳ありません。ナイフが重くて……」

「レネ、言っておくが、戦えない奴は俺の団に置けないからな」

　冷たい団長の宣言を聞いた途端、レネは泥どろに汚れたナイフを素早く拾ってルアークに向けた。

「ルアーク、私はいつかあなたより強くなって、あなたよりバルロイ様に好かれてみせます」

「……おい、誤解を招まねく言い方はやめろレネ」

「あー、えーと、がんばってー」

　渋い表情のバルロイと、巻き添ぞえを食らって苦笑いするルアークを尻しり目めに、カシュヴァーンは再度アリシアに言いつけた。

「とにかく、剣など手にするのは金こん輪りん際ざいやめるように。これは命令だ、分かったな？」

「はい、ごめんなさい。カシュヴァーン様の理想の妻を目指して、がんばりますわ」

　つい高圧的な言い方をしてしまったのに、アリシアはいつものように素直に答えてくれる。その姿に理り不ふ尽じんないら立ちを覚え、カシュヴァーンは黙だまり込んでしまった。

　分かっている、お前は俺を責めている訳じゃない。そもそも俺は何も悪いことなんかしていない。

「死神姫」などという不吉なあだ名をつけられ、家の宝から厄やつ介かい者に成り下がった貧乏貴族の娘を、高い金を出して買ってやったのだ。感謝されるのが当然だし、実際アリシアはいつも笑顔で感謝してくれる──……

　領主様のお役に立てる、アズベルグの民にとってこれ以上の喜びはありません。

　母であり、この屋敷で働くメイドだったマリアンヌ・ライセン。父であり先代領主であったレジオール・ハルバーストの愛人にして、咲かない薔ば薇らの肥ひ料りようにされた女の恍こう惚こつとした表情が脳のう裏りを過よぎった。

「あの、ごめんなさい。私、何かまたおかしなことを……？」

「いや、別に……」

　珍しいアリシアの気遣いにもうまく応こたえられない。少し視線を動かせばすぐそこにある、薔薇の廃はい園えんを一いち瞥べつして、カシュヴァーンは口を閉ざしてしまった。

「ああら、おほほほほ、どうなさったのかしらお二人とも？　ねえカシュヴァーン様、カシュヴァーン様の理想の女性は、私のような娘むすめだと前に言って下さいましたわよねえ？」

　夫婦の間に気まずい空気が流れたことを察し、ここぞとばかりにノーラが割り込もうとしてくるが、カシュヴァーンが暗い眼をしていることに気づいたのだろう。アリシアとはまた違う意味で現実的な彼女は、それ以上くちばしを突っ込むのを控ひかえた。

「……確かにお前は、ある意味俺の好みではあるな」

「あ、あらっ、まあ、聞きました奥様!?」

　めったに自分の言うことを肯こう定ていしないカシュヴァーンの思わぬ態度に、ノーラは戸と惑まどいながらも嬉しそうにしている。「やっぱり胸は大きいほうがいいのね……」とアリシアはつぶやき、レネは「ノーラ、あなたの胸部の脂し肪ぼうはいくらで買えますか」と交こう渉しようを始めた。

　ノーラはいいように解釈しているようだが、実際女とは、メイドとは、ノーラのようでいいのだとカシュヴァーンは思う。マリアンヌがノーラのように割りきった考え方ができる女なら、むざむざ殺されはしなかっただろうに。

　でも本当は分かっている。

　悪いのは理想の妻になれないアリシアではなく、理想の夫になれない自分なのだ。

　名家の令れい嬢じようを金で買うような男はアリシアには相応ふさわしくない。

　己おのれの不幸にも気づけない、哀あわれなお姫様を搾さく取しゆするような男が、彼女の側そばにいていいはずがない。

「……くっだらねえとこで真ま面じ目めだよなぁ、お前は」

　苦い思いに囚とらわれているカシュヴァーンを眺ながめ、バルロイが小さくひとりごちた。







「そーいやバルロイおじさんって、カシュヴァーンおにいちゃんの剣の師し匠しようなんだっけ？」

　ややあって、ルアークが不意にそんなことを言い始めた。重い空気の打破を試みているようだ。

「ああそうさ。言われてみりゃ懐なつかしいな。俺とカシュヴァーンも、よくこの辺で稽古に精を出したもんだ」

　バルロイもそつなく話を合わせてきた。これ幸いと、カシュヴァーンも気持ちを切り替えて話に乗る。

「そうだな。久しぶりにちょっとやってみるか？　バルロイ」

　視線はバルロイに向けながら、さっと手を伸ばしてアリシアが持っていた剣を取り上げてしまう。

「あら？　ルアーク、剣が消えてしまったような気がするけど、気のせいかしら」

「気のせいじゃないけど、はいはい、アリシアもノーラも、危ないから離れてねー」

　ルアークが戦闘能力のない女性陣を遠ざけ、バルロイは自分が腰に帯おびていた剣を抜きながら聞いてきた。

「報ほう酬しゆうは？」

「ただのじゃれ合いでせびる気か？」

　そこまで以前と同じにする気か、とカシュヴァーンが呆あきれると、バルロイは別条件を提示してきた。

「分かったよ、後でノーラの部屋の鍵かぎをくれりゃ」

「カシュヴァーン様、絶対勝って下さいませッ!!」

　真剣なノーラの声せい援えんに苦笑いしつつ、アリシアたちが自分たちからある程度離れたのを確認してから、カシュヴァーンは低く構えてバルロイと向き合った。途端、バルロイはいきなり仕掛けてきた。

　初めて握った剣の柄つかはアリシアに合わせてか、普段使いの物より少し細く、指が余って少々力を入れづらい。一瞬冷や汗が出たが、容よう赦しやのない一いち撃げきをどうにか受け止めながらカシュヴァーンは笑ってみせた。

「先手必勝か。いつまでも同じ手が通用すると思うなよ、おっさん。せっかくこっちは使い慣れない武器、という有利をくれてやってるのに」

「ふん、ちっとは腕を上げたか？　言っておくが、気遣いに敬意を表するような、ぬるい戦いを教えた覚えはないぜ。戦場じゃ、最後まで生き延のびた奴だけが正義なんだからなぁ!!」

　言い返すなり、バルロイはすかさず第二撃を繰くり出してきた。

　二合、三合、剣が嚙み合うたびに不ふ愉ゆ快かいな金属音が鳴り響ひびく。最初は不慣れな剣にあった違い和わ感かんも、重い手応えを受けるたびに消えていく。

「まあ、お二人ともお強いですのね！　私にはよく分かりませんけど」

　息もつかせぬ応おう酬しゆうは案の定まともに見えていないらしく、アリシアが正直な感想を口にした。途端、ぬかるんだ地面に足が滑すべりそうになり、カシュヴァーンは慌あわてて体勢を立て直した。

　不ふ甲が斐いないことに、アリシアの声に、しぐさに、いちいち反応してしまう自分がいる。できるだけ接せつ触しよくを断つよう心がけていたのに、いや気をつけていたからこそ、すぐ側に在ある彼女の存在が気になってしょうがない。

　しっかりしろ、と己に言い聞かせ、カシュヴァーンは眼の前のバルロイに意識を集中させる。

　他の男と幸せになる自由と権利と未来を取り上げ、今剣まで取り上げた。

　ならばせめて、奪うばったこの剣で強くならなくてどうする。アリシアを守らなくてどうする。

　しかし、そう思えば思うほど、背や腕におかしな緊きん張ちようが走る。せっかく消えつつあった武器への違和感が増してきて、カシュヴァーンはきつく奥歯を嚙んだ。

「おー、すごいねえ。稽古っていうか、超本気じゃん、二人とも。いつもこんなだったの？」

　ルアークののんきな感想に、バルロイが視線を正面に固定したまま応じる。

「はは、そりゃそうだ。何せ稼かせぎに直結するからな!!」

　やはりバルロイは、不利を抱かかえて勝てるような甘い相手ではなかった。一瞬の隙すきを突いて踏ふみ込んできたその剣が、カシュヴァーンの腕を高く撥はね上げた。

「きゃ……!!」

　アリシアが上げた小さな悲鳴が、この上なく耳につく。

「……ちっ」

　自分の未み熟じゆくさに対する舌打ちが漏もれたが、今さらどうしようもない。せいぜいそれ以上悔くやしさを面おもてに出さないよう、無表情を決め込むしかない。

「腕が落ちたんじゃないか？　カシュヴァーン。そんなことで可愛い嫁さん守れるのかよ」

　余裕しゃくしゃくでバルロイは説教してきた。心を読んだような台詞にさらにむっとくるが、師匠の訓辞はまだ続く。

「だから無理するなって言ってるだろう？　眼がお嬢ちゃんを追っかけてるのが丸わかりだぜ。恋愛の師匠でもある俺をごまかせると思うなよ」

「……いつ誰だれがそんなことまで師事した？」

　聞く耳持たず、笑いながら弟子の首元に剣先を突きつける真ま似ねをしたバルロイが、突然固まった。

「……なんの真似だ？　レネ」

「バルロイ様。戦場では、完全に一対一の状況など通常ありません」

　淡々と答えたレネが手にしたナイフは、バルロイの脇わき腹ばらに水平に添えられている。
















「そうだな。味方から裏切り者が出る可能性も、常に考えておかないとな……」

　邪魔しやがって、とぼやいたバルロイが剣を引き、ノーラが「よくやりましたわ！」と安あん堵どの息をついた。

「ま、最後は部下の突然の裏切りによりこういう結果になったが、お前がこの調子なら今でも相当稼げそうだな？　カシュヴァーン」

「ふん、本気でやるなら俺の剣を取ってこようか？　それともご執しゆう心しんの死神と手合わせしてみるか」

　憎にくまれ口を叩き合う二人を、アリシアは妙にきらきらした眼で見つめている。

「あのう、先ほどから『報酬』ですとか『稼げる』ですとか、すてきなことをおっしゃっていますけど、どういうことですの？　カシュヴァーン様は、レクサンドール子爵様にお金を払って剣の稽古をお願いしていらしたの？」

　アリシアが金の話が大好きなことを忘れていた。少し迷ったが、これは話して悪いことでもなかろうと、カシュヴァーンは説明を始める。

「そのとおり。がめつさで有名なラグラドールの傭兵団長様に、ただ働きなどさせられないからな。どちらかが剣を落とすか、膝ひざをつくか、とにかく勝負が決まるところまで打ち合うのを一回と数えて、十回分で千ゼダル」

「まあ!!」

　農民なら半年分の収入に匹ひつ敵てきする金額だ。驚くのも無理はないとカシュヴァーンが思っていると、

「それだけのお金があれば、家の補修をしつつ二年は暮らせますわ……」

「……フェイトリンの屋敷はひどい荒れ具合だと聞いているぞ？　アリシア。いくら没ぼつ落らくしているとはいえ、貴族相手なら職人もふっかけてくるだろう？」

「いえ、必要な材料さえ手に入れば、私がやりますわ。ううん、でもそうですわね、補修にあまり手を割さいてしまうと、畑仕事ができなくなって収入が……」

　あまりにも真面目に考え込む様を見て、カシュヴァーンは思わずこう言った。

「結婚前ならとにかく、今はそんなに金の心配をしなくてもいいだろう？　生活の面倒ぐらいちゃんと俺が見てやる。なにせ俺は……」

「あ、そうでしたわ。だってカシュヴァーン様は、私のような他に売るものもない娘を買って下さった、お金持ちで優しくて寛かん容ような、私の理想の旦だん那な様ですものね!!」

　心からの感謝をこめて、アリシアが笑う。嫌いや味みでも皮肉でもない、素直な感想だと分かっているからこそ、カシュヴァーンは曖あい昧まいな微び笑しよう以外の表情を選べない。

「……そうだな」

　相あい槌づちを打ったきり、また黙ってしまったカシュヴァーンの後を、間を置かずバルロイが引き継ついだ。

「確かに剣の指南で千ゼダルはおいしい。だがその代わり、こいつもせこい手を打ってきたんだぜお嬢ちゃん。俺が十回全部勝ったら報酬はその金額だが、一回負けるごとに金額は半分になる」

「あら、でも一回ごとに半分にしていくと、途中でどうしても端は数すうが出ますわよね？」

　金の計算も速いアリシアの質問に、バルロイは「相変わらずだな」と笑いながら、

「そいつは適当に処理する取り決めでな。とにかく十回全部負けると、報酬はなくなるってえことだ。ま、十回全部勝ったことはあっても、負けたことなんかなかったが」

「……そうだな、せいぜい五回だな」

　妻の前で恥はじをかかせてくれたお礼をしてやれば、バルロイも言い返してくる。

「うるせえんだよ。あの時はお互い、レンブラーの飲みすぎでふらふらだっただろうが。金持ちのくせにけちけちしやがって」

「元はといえばお前が、先払いで払うと手を抜くからだろう？　稽古の意味がないだろうが」

　また言い合いを始めた二人を見やり、アリシアはしみじみとつぶやいた。

「世の中にはいろいろな商売がありますのね。勉強になりますわ……」

「……いや、だからもうお前は、自分で稼がなくていいんだからな？」

　変な商売でも始めやしないかと、カシュヴァーンが冷や冷やしていると、バルロイが余計な提案を始めた。

「そうだお嬢ちゃん。いっちょお前さんが旦那から巻き上げてみるか？」

「……おい、何を言い出すんだバルロイ」

　今危き惧ぐしたとおりのことを口にされ、カシュヴァーンは慌てた。

「お前は反対らしいが、俺はお嬢ちゃんが多少剣を習うのも悪くないと思ってるんでね」

　悪びれる様子なく、自説を展開するバルロイをカシュヴァーンは冷たく睨む。

「そして、指南役のレネが得た金を横取りする訳か？　いい身分だな、おい」

「私はバルロイ様の命めいとあらば喜んで従います。そして、バルロイ様はやはり戦える女性のほうがお好きなのですね。参考にさせていただきます」

　レネの台詞を無視して、バルロイは笑った。

「何言ってやがる。指南はお前がやるんだよ、カシュヴァーン。お嬢ちゃんの件については、結局他人任まかせじゃ心配なんだろう？」

「……なんだと？」

　意い図とが分からず、眉をひそめるカシュヴァーンだが、アリシアは弾はずんだ声を出した。

「まあ、カシュヴァーン様が私に剣を指南して下さるの？」

　純粋に嬉しそうな声こわ音ねに、カシュヴァーンは不覚にも喜びを感じてしまった。……自分はアリシアに相応しくないと思っている一方で、好意を示されれば嬉しいのだから、我われながら情けない。

　だがアリシアは、すぐにしょんぼり肩を落とす。

「レクサンドール子爵様、ごめんなさい。私、千ゼダルなんてとてもお支払いできませんわ。私の腕では、最初はなかなか勝てないでしょうし……」

　……勝てるようになる気なのか？　と心の中で突っ込んでいると、バルロイは豪ごう快かいに笑って、

「はは、分かってる、分かってるって。だからちょっと、やり方を変えよう」

　勝手に仕切り始めたバルロイは、「報酬」の説明を始めた。

「カシュヴァーン。お前が負けたら、お嬢ちゃんに口づけしな。お嬢ちゃんが負けたら、お嬢ちゃんがカシュヴァーンに口づけだ」

「えっ……？」

　アリシアがぽっと頰を染そめ、カシュヴァーンは思わずその唇くちびるを凝ぎよう視ししてしまった。

　口づけ。

　アリシアと。

　何日ぶりだろう。

「バルロイ、あなたなんてことを言い出すんですのッ!?」

　血相を変えたノーラが騒さわぎ出し、カシュヴァーンもはっと自分を取り戻した。冗じよう談だんではない！

「おいちょっと待てバルロイ……って、こら、ルアーク!!」

「えーバルロイおじさん、それってどっちも同じじゃないのぉ？」

　いきりたつ二人を巧たくみに抑おさえつつ、ルアークがしれっと質問する。

「おやおや、噂うわさの死神も女心に関しちゃ素人しろうとだな。女は自分から口づけをするより、されるほうを好むものなんだぜ？　これ以上は、俺の団に来てくれれば」

　勧かん誘ゆうのきっかけを逃のがさないバルロイに、レネが淡々と言い添えた。

「バルロイ様、私はあなたと口づけできるのであれば、経けい緯いなど意に介かいしませんが。大切なのは結果です」

「ま、カシュヴァーンが指南するのが嫌なら、俺がやってやってもいいぜ？　お嬢ちゃん」

　レネの発言はまた無視して、バルロイはさらに大だい胆たんな提案をした。

「おい、ふざけるなバルロイ。いいかげんにしろ」

　まなじりを吊つり上げてカシュヴァーンはバルロイを睨むが、ルアークはいつの間にかバルロイ側に回っていた。

「それとも、俺が相手してあげよっか？　アリシア。手取り足取り腰取り、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、おわっと!!」

　いきなり胴を横よこ薙なぎにしてきたカシュヴァーンの剣をさっとかわして、ルアークはとぼける。

「えー、なーにーおにいちゃん、口で言ってくれないと俺わかんなーい」

「やかましい、裏切り者」

　辟へき易えきしながら吐はき捨てたカシュヴァーンだったが、やがて深々と息を吐き出した。

「……分かった。分かったよ。俺がやればいいんだろうが」

　見え透いた罠だ。茶番と言うにも下らない。

　だが乗らない、という選せん択たく肢しも取れず、カシュヴァーンは苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で決断した。

「俺が相手をしてやる、アリシア。ただし今日だけだぞ、俺も忙いそがしいんでな。バルロイもルアークも、それで納なつ得とくするな？」

　そのうちラグラドールに帰るバルロイと違い、ルアークは今や完全にこの屋敷の住人なのだ。たとえこの場をごまかせたとしても、優秀な死神であり親孝行な「息子」はきっと今度も「俺が指南してあげる」とうそぶくだろう。

　無論ルアークのことだ、アリシアの嫌がるような真似はしないと思う、思うが……嫌がるだろうか。嫌がってくれるのか、この鈍感なお姫様は。そう考えるとどうしても、この役は譲ゆずれない。

「さっさとそう言えばいいんだよ」

「えへへー、りょーかーい」

　やはりと言うべきか、バルロイとルアークは声を揃そろえて引き下がった。ひそかに復ふく讐しゆうを誓ちかうカシュヴァーンに、アリシアがおずおずと確認を求めてくる。

「あの、よろしいんですの？　カシュヴァーン様……その、く、口づけが、報酬で……私に支払える報酬といえば、確かにそれぐらいですけど……」

「……あまりよろしくはないが、まあ、仕方あるまい」

　できるだけ厳いかめしい顔でうなずくと、カシュヴァーンは自分が持っていた剣をアリシアに返し、バルロイから剣を引ったくった。

「ちょっとカシュヴァーン様、本気でそんなことをなさるおつもりですの!?」

　よもやカシュヴァーンが話に乗るとは思わなかったようで、ノーラが声を上うわずらせた。

「じゃ、じゃあ私にも剣を教えて下さいな！　私だって何度も危ない目に遭って」

「よーしノーラ、じゃあ早速二人きりになれるところに行くか」

「だからバルロイ、あなたとはそういうことはしないと、きゃあああッ!!」

　肩を抱だこうと伸ばされた手を避けようとしたノーラは、首筋に迫せまった白刃に悲鳴を上げる。

「ノーラ、すでに私との稽古は始まっています。恋の戦場では油断は禁物です」

「私の恋の戦場じゃない気がしますわ!?　もうッルアーク、レネを押さえ……ではだめだわ、バルロイを押さえなさい!!」

「はーい」

　命令に応じてルアークがバルロイに向かえば、バルロイはむしろ嬉しそうに「一回お前とやってみたかったんだ」と大振りのナイフを抜く。当然レネが黙っているはずもなく、かえって混乱し始めた戦場の直ただ中なかで、ノーラは死にそうな顔になっていた。







「人の家を勝手に戦場にしないでほしいものだな……」

　他の四人が盛り上がっているのを尻目に、やや離れた場所に移動したカシュヴァーンはアリシアと向き合った。

「えー、ではアリシア、まずはお前の腕を見せてもらおうか」

「私の腕、ですか？」

「お前の今の技量が分からないと、俺も稽古をつけにくいからな。とりあえず一回打ち込んでこい」

　そう指示を出すカシュヴァーンであるが、実際はアリシアにまともに稽古をつける気など毛頭ない。考えているのはただ、いかにうまく勝ちを譲るか、それだけだ。

　下へ手たにこちらから攻撃すれば、アリシアがかわしきれず、怪我をさせてしまう恐おそれがある。それなら向こうに打ち込ませて、適当に負けたふりをして……そして。

「口づけを……」

「どうかなさいました？」

　よいしょ、とばかりに剣を振り上げた格かつ好こうのアリシアに問われ、カシュヴァーンは急いでごまかした。

「なんでもない。まあいいから、かかってこい」

　大丈夫、アリシアは力こそ思ったよりあるようだが、しょせんかじっただけの剣。左右ががら空きの構えを、格上の相手に対していきなり取ることからもそれは明らかだ。

　力のほうも、すでに剣の重さで腕がぶるぶるしている有様である。最初の一撃をかわしつつ、わざとらしく剣を取り落とすのはたやすいだろう。

「そして口づけを……」

「あの、大丈夫ですか？　カシュヴァーン様。ずいぶん無防備でいらっしゃるけど……」

「あ、ああ、気にするな、思いきりこい」

　咳せき払ばらいして再度促うながすと、アリシアは決心した顔になった。

「分かりました、では、ええええーい!!」

「きゃああああ!?」

　いきなりあさっての方向に駆かけ出したアリシアの剣が、戦場を逃れてひと息ついていたノーラの赤毛を幾いく筋すじか斬きり散らす。

「あ、ごめんなさいノーラ」

「ごめんなさいじゃありませんわよ!!　奥様、本当は愛人を亡なき者にしたいのですか!?」

　ノーラがわめき、レネに「協力感謝します」と言われながら、カシュヴァーンはアリシアを引っ張ってさらに離れた場所に移動した。……邪じや念ねんに気を取られ、アリシアの頼りない視力のことをすっかり忘れていた。

「あのなアリシア、俺はこっちだからな。まっすぐかかってこい、まっすぐ」

　散々念押ししてやると、アリシアはしっかりうなずいた。

「分かりました！　では、てやー!!」

　いいのは返事だけだった。アリシアが振り上げた剣はカシュヴァーンを大きく外はずれ、側に生はえていた木の枝に食い込んだ。

「……わー、やられたー」

　……どうせ木と俺の区別なんかついてないんだろう……と少し悲しく思いながら、棒読みの悲鳴を上げてみる。

「あっ、まあっカシュヴァーン様、大丈夫ですか!?　ごめんなさい、手加減を忘れていました!!」

　本当に区別がついていないらしく、木の幹にすがって心配そうにしているアリシアに複雑な気持ちになりながら、カシュヴァーンはなおも演技を続けた。

「いや、大丈夫、かすり傷だ。そして俺はこっちだ」

　いまだ視線は木に向けている妻の肩に、カシュヴァーンはそっと触れた。

「あら？　まあカシュヴァーン様ってば、いつの間にそちらへ？　すごいですわ、まるでルアークみたい!!」

「……そうだな、俺自身が一番びっくりだ。……まあ、それより、俺の負けだから」

　無む邪じや気きな褒ほめ言葉は適当に受け流し、カシュヴァーンは振り向いたアリシアのあごを取った。瞬間、強い飢うえを覚え、少し性急に唇を重ねる。

　乾いた砂が水を吸い込むように、やわらかくて暖かい感かん触しよくが自分の五感を浸ひたしていくのが分かる。

「んっ……！」

　不意の接触にかすかに身じろぐ様が可愛らしく、思わず抱き寄せそうになったが、寸前で自制して体を離した。

「……これで、今回の負け分は支払えたな」

「あ、そ、そう、ですわね……、私の、勝ち、ですもの……」

　青い瞳をぽうっと潤うるませたアリシアの手は、限りなくなだらかな胸元を押さえている。最近のアリシアはカシュヴァーンと親密に触れ合うたび、同じしぐさをしながら「おなかが痛い」と訴うつたえるのだ。

　無論アリシアが感じているのが本当の腹痛ではないことぐらい、カシュヴァーンも分かっている。自分だけが彼女の「おなかを痛」くできることを誇ほこらしくも思う。

　ただ、それもまた全てを諦め、受け入れるアリシアの知恵に由ゆ来らいしたものではないかと。カシュヴァーン以外の男を選べないアリシアは、自己防衛としての恋で自分をだましているのではと……そんな風にも、思うだけで。







「カシュヴァーン様……？」

「あ、ああ、いや……では、もう少し、やるか」

　まだ木の枝に食い込んだ剣を外してやり、カシュヴァーンは稽古の続きに戻る。

「では、今度は俺も打ち込むからな。怪我をしないよう気をつけろよ？」

　本心ではないが、やる気がないとばれてもいけないので、そういう風に言ってみる。

「はい、分かりました。とりゃー!!」

　気の抜けた声を上げたアリシアの剣は、奇き跡せき的てきにカシュヴァーンに向かってきた。そのことに逆に驚いたカシュヴァーンは、反射的に思いきり剣で弾はじいてしまう。

「きゃっ!!」

　アリシアの剣が宙を飛び、地面に突き刺ささった。反動を受けたのか、右手を押さえている妻の様子をカシュヴァーンは急いで確認した。

「アリシア、大丈夫か!?　悪い、反はん撃げきする気は……いやその、ちょっと力が入りすぎた」

「い、いいえ、剣のお稽古ってこういうものですわよね……あの、それで、今度は私の負け……？」

　目元を赤く染め、アリシアが上目遣いにこちらを見上げてくる。幼い顔にほんのり漂ただよう色香に、くらりとめまいがした。

　錯さつ覚かくしてしまいそうになるから、あまり誤解させないでほしい。理性の切なる願いとは裏腹に、口から出るのはもっともらしいひと言。

「ああ、そうだ、お前の負けだな……まあ、決まりだからな、決まり」

「そ、そうですわね、これは勝負ですもの……では、あの、少し屈かがんで下さる……？」

　カシュヴァーンが言われたとおり腰を屈めると、小さな手がそっと両頰を包んだ。

　以前教えてやったことをちゃんと覚えていたようだ。自ら少し顔を傾かたむけると、アリシアはそろそろと唇を近づけてきた。
















　残念ながら、口づけは鼻先に向かっている。……それを一回に数えられたら嫌だと、つい考えたカシュヴァーンは、自分が動いて軌き道どう修正した。

「ん、ん……」

　軽く唇と唇を触れ合わせた後、アリシアはすぐに離れた。息を止めていたのか、妙にはあはあ言っている。

「……終わりか？」

「は、はい……あの、まだ、いいですわよね……？」

「……あ、ああ……そうだな。しないとな、稽古」

　地面に突き刺さった剣を引き抜きながら、カシュヴァーンは白しら々じらしくうなずいた。







「俺の負けだな……」

「あ、はい、そうですわ……」

「ではアリシア、上を向いて眼を閉じろ……」

「は、はい、んっ……」




「今度はお前の負けだ」

「はい……あの、カシュヴァーン様、眼を閉じて下さる……？」

「……アリシア、そこは肩だぞ。……今回はこれで終わりか？」

「え、い、いいえ……ちゃ、ちゃんとしたところに、その、していませんもの……決まりですものね……では、もう一度、眼を閉じて……」




「あ、申し訳ありません、また私の負けですわ……やっぱり剣って重いのですね、まさかあんな風にすっぽ抜けるなんて……」

「そうだな。ノーラが無事でよかったが……手が疲れたか？　……もうやめるか？」

「いえ、あの……もう少し、だけ……」

「そうだな……どうせ稽古なのだから、本物の剣を振り回さなくてもいいぞ。そこに落ちている枯れ枝でどうだ、それなら何度でも……いや、ノーラが気の毒だしな」




「俺の負けだ」




「私の負けです……」







「……おーいそこの馬鹿夫婦、そろそろ切り上げちゃどうだ？　これ以上待たせると、セイグラムに殺されるぞ」

　呆れたようなバルロイの呼びかけにはっとカシュヴァーンが我に返った時、すでにライセン夫妻は十回以上剣の稽古を行っていた。まだ陽が落ちる時間でもないのに、アリシアの顔は夕日を浴あびたように真っ赤だ。

「トレイスさんにも恨うらまれるよ、おにいちゃん。ひとりでこんだけの間、怒ってるセイグラムさんの相手をさせられてるんだから」

　気楽に笑いながら、ルアークが屋敷の二階を見上げる。バルロイはひょいとカシュヴァーンの手の剣を奪い、

「渋った割に、なかなか熱心な師匠ぶりだったな。五勝五敗ってとこか？　ま、どっちが勝ってもどっちもおいしいんだから、我ながらいい提案だった訳だ」

「……うるさい」

　自画自賛するバルロイに、カシュヴァーンはそれだけ言った。

「剣の指南を通してのいちゃいちゃとは、実用性が高そうです。必ず参考にさせていただきます。ありがとうございました」

　レネに深々とお辞じ儀ぎされ、アリシアも「いえ、あの、お金にはならなかったけど……」などとごにょごにょつぶやいている。

「あら、ところでノーラは？　私に見えないだけ？」

「あはは、ノーラなら命の危険を感じるとか言って、怒って部屋に帰っちゃったよ」

　ルアークの言うとおり、赤毛のメイドの姿は近くには見当たらない。何度も生命の危機に瀕ひんしたのだから当然だが、ライセン夫妻のいちゃいちゃをたっぷり見せつけられたせいもあるのだろう。

「なーに、後でいい男が寝しん台だいの上の勝負を仕掛けに行くから、きっとノーラも機嫌を、おわっと!!」

「バルロイ様、さあ、剣の稽古を始めましょう。今すぐ！」

　レネが抜き放ったナイフがバルロイのあご先をかすめた。ある意味いちゃいちゃしている傭兵たちに、カシュヴァーンは肩を竦める。

「稽古は好きにすればいいが、俺は部屋に戻るぞ、バルロイ。執事たちを怒らせると後が怖こわいからな」

　そして、アリシアにもこう命じた。

「それとアリシア、お前も部屋に戻れ。ちゃんと俺が、その……稽古をしてやったんだから、もう剣を習ったりするなよ」

「は、はい……ああいうのは……カシュヴァーン様としか、しません」

　唇を押さえ、赤い顔をしたままうなずく妻を見ていると、カシュヴァーンの唇にも柔やわらかい感触が蘇よみがえってくる。

　思えば妻と口づけを交かわしたのは、何日ぶりのことだっただろうか。それも、こんなに何回も。

　いや、口づけはあくまで稽古のおまけだからと懸けん命めいに思い直したカシュヴァーンは、どうにか無難な台詞を組み立てた。

「……もちろんだが、普通の剣の稽古もするんじゃないぞ？　その、お前に何かあっては……困るんだからな、俺が」

「そ、そうですわよね、せっかく高いお金を出して買っていただいたのに……」

　うなずく顔が、ほんの少し寂さびしそうに見えたのは、きっとカシュヴァーンの願望だったのだろう。

　それでも自分を律することができず、カシュヴァーンは亜麻色の小さな頭を優しく撫でてからその場を離れた。







　バルロイと一緒に部屋に戻った時、思っていたよりセイグラムの機嫌は悪くなかったが、トレイスの疲ひ労ろう度どは予想以上だった。

「おや、もう戻ってこられたのですか、みなさま。ではトレイス、今回はここまで。次回までには、各荘しよう園えんで飼われている羊の数ぐらい把は握あくしておくように」

　どうやらセイグラムは、トレイスをいびることで不満を解消していたらしい。心なしかカシュヴァーンたちが出て行った時より顔の艶つやがいい。

「……大変お早いお帰りですね、カシュヴァーン様……」

　恨みがましい眼をした幼おさな馴な染じみに用事を言いつけて早々に下がらせ、カシュヴァーンは中断していた話を再開させた。

　とはいえ先ほどバルロイたちが言っていたとおり、現時点で揃っている情報はどれも半はん端ぱなものばかり。時刻が遅くなっていたせいもあり、これ以上はまた後日として、屋敷にいる全員揃っての夕食会を行った。

　そして後は、各自部屋で寝るばかりとなった頃。

「じゃあなカシュヴァーン、お嬢ちゃん、俺はそろそろ寝かせてもらうぜ。さすがに噂の死神とやり合うと疲れた」

「バルロイ、ちょっと待て」

　大あくびをしているバルロイを階段の下で呼び止めたカシュヴァーンは、ある物を放ってやった。

「あん？　……おい、これ、まさか」

　さすがの反射神経で受け止めたバルロイは、手の中の物を見て眼を丸くしている。

「ノーラの部屋の鍵だ」

「──話せるじゃねえか、カシュヴァーン。さすが俺の愛まな弟で子し!!」

　現金にも眠気が吹き飛んだらしく、バルロイはばんっと景気よくカシュヴァーンの背を叩いた。

「じゃ、ちょっくら行ってくるわ。いやー、アズベルグはいいところだなー」

　口笛を吹き吹き、一階奥の使用人用の区域へ歩き出そうとしたバルロイに向けて、カシュヴァーンはそっとアリシアを押しやった。

「お待ちになって、レクサンドール子爵様。あの、これを」

　アリシアが差し出した物をつまみ上げ、バルロイが再び眼を丸くする。

「お嬢ちゃん、もしかしてこいつは……」

　そして、したり顔で説教を始めた。

「いけないぜ、お嬢ちゃん。俺の魅み力りよくに参っちまうのも仕方がないが、決まった男がいる女には手を出さない主義なんだ。亭主に焼き餅もちを焼かせたい気持ちは分かるが」

「違う馬鹿。そいつはレネの部屋の鍵だ。なあアリシア？」

　下世話な勘かん違ちがいに訂てい正せいを入れながら、カシュヴァーンはアリシアを促した。

「ええ、そうですわ」

「……なんだと？」

　途端、バルロイは二本目の鍵を何か危険物でも見るような眼で眺め始めた。そんなバルロイにアリシアは、単刀直入に質問する。

「レネはとてもレクサンドール子爵様のことが好きで、いつも『結婚して下さい』と言っていますわ。レクサンドール子爵様も、レネのことをお嫌いではないと思いますけど……本当は、どう思っていらっしゃるの？」

　予想外のところから来た攻撃に、一瞬バルロイの眼が迷うように揺れた。

　しかしすぐにからくりを見抜いたらしく、アリシアではなくカシュヴァーンを睨みつける。

「余計なことまで指南したみたいだな。お嬢ちゃんを使って探さぐりを入れようとは、せこい手を使うじゃねえか」

　カシュヴァーンとしても、バルロイに見抜かれることは承知の上だ。その上で、改めて問いを重ねる。

「お前の眼にどう見えているかは知らんが、レネは真剣にお前のことが好きらしいぞ。お前だって、なんだかんだ言ってあいつのことを気にしているじゃないか。ノーラに手を出す前に、レネに手を出してやればどうだ？」

「俺の巨乳好きは筋金入りでね。第一向こうが真剣で、こっちが真剣じゃないなら、手ぇ出す訳にいかねえだろうがよ」

　それはバルロイなりの美学であり、けじめなのだろう。事もなげに断言すると、お返しとばかりに意地の悪い声を出した。

「お前こそ、もうちょっと自分もお嬢ちゃんも信じてやればどうだ？　ぼうや。いつまでもその調子じゃ、そのうち誰かに横取りされても知らんぜ」

「……そいつはこっちの台詞だ。いらないなら二本目の鍵を返せ。うちの『息子』が、レネに興味を示している」

　一瞬黙ったバルロイは、へん、と鼻を鳴らす。

「そいつが本当なら、願ってもない縁えん組ぐみではあるな。だが残念、俺はお前の恋の師匠を務める男だぜ？　死神ぼうやがレネに気があるかどうかぐらい分かるさ」

「……だからそんなことまで師事した覚えはないと」

　カシュヴァーンの突っ込みに答えず、バルロイはまっすぐノーラの部屋を目指して歩き出した。さすがと言うべきか、教えた覚えはないのだが、その足は過あやまたず目的地に向かっている。

「……うまくいきましたの？　カシュヴァーン様」

　ややあって、物陰に隠れていたノーラがそうっと顔を出した。

「ありがとうございました、強公爵閣下、アリシア様」

　どこからか姿を現したレネが静かに頭を下げる。ノーラはぎょっとしているが、アリシアはごく普通にレネに話しかけた。

「ごめんなさいね、レネ。レクサンドール子爵様のちゃんとしたお返事はいただけなかったわ。やはりただではだめかしら……」

「……いえ、おかげさまでバルロイ様の深いお心に触れることができました。私の部屋の鍵も、持っていって下さいましたし……感謝いたします」

　かすかな笑みを浮かべてもう一度頭を下げるレネの横に、バルロイの後をつけていたルアークが出現した。

「おにいちゃん、大丈夫、バルロイおじさんは気づいてないっぽいよー」

「そうか、ご苦労」

　首しゆ尾び良しとの報告に、カシュヴァーンはにやにやしながらうなずく。

　そうこうしているうちに「なんでお前がここにいるんだよ!?」というバルロイの叫さけびが聞こえてきた。その声に、「それはこちらの台詞です。嫁入り前の女性の部屋に忍んでこようなど、恥を知りなさいッ!!」というトレイスの怒号が重なる。

「まあ、トレイスがあんな大声を出すのを初めて聞いたわ。でも、大丈夫かしら？　トレイスはそんなに強くないのに……」

　なぜか天てん井じようを見上げているアリシアと違い、きちんと声がする方を向いてルアークが苦笑いする。

「大丈夫じゃない？　あの勢いで滔とう々とうと説教されたら、俺でもかしこまっちゃうよ。しっかし元々潔けつ癖ぺきな人ではあるけど、よーっぽど鬱うつ憤ぷんが溜たまってたんだろうね……真面目な人を怒らせると怖いねぇ」

　ちなみに夕食の席でも散々「給仕の仕方がなっていない」とトレイスに文句をつけていたセイグラムは、すでに二階の客間で就しゆう寝しんしているはずだ。明日の早朝にはレイデンに戻るためらしいが、彼の所業のつけは目下バルロイが支払い中である。

「セイグラムはバルロイの団にいたこともあるし、あいつが団長として責任を取るのが筋だろう。なんにせよ、俺からも師匠に教訓を与えられたようで、実に気分がいい」

　普段ノーラが使っている部屋に、常に本人がいるとは限らない。とりあえずの復讐は果たせたようだ。

　まだ唇に残るアリシアのぬくもりを嚙み締めつつ、カシュヴァーンは今夜は久しぶりにいい夢が見られそうだと思った。
















　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。

　そのさらに北部の森の奥に、翼つばさある怪かい物ぶつの像で飾り立てられた領主の館やかたが建っている。

　住んでいるのは今年十二歳を迎むかえた領主の息子むすこ、カシュヴァーン・ハルバースト。他にはごく少数の召めし使つかいと、一匹の怪物。

　レジオール・ハルバーストという名のその怪物は、不定期に屋や敷しきの中をうろつき、奇声を張り上げ、時にはそこら中の物を破は壊かいし始める。誰だれもが彼と鉢はち合あわせないように身を縮めて暮らしているのだが、怪物にはやはり特別な能力があるのだろうか。

「お前はどうしてジーナに似ていないんだ!!」

　ある秋の日の夕方、屋敷の二階の通路を歩いていたカシュヴァーンの耳に、レジオールの怒ど鳴なり声が飛び込んできた。

　身構えても時すでに遅し。いずこからともなく現れた父は、容よう赦しやのない力で息子を石いし床ゆかに突き倒し、長ちよう靴かの踵かかとで執しつ拗ように蹴けりを食らわせる。

「なぜ髪かみも眼も黒いんだ！　なぜだ!!　カシュヴァーン!!　なぜだ!!」

　理不尽な詰きつ問もんと暴力を必死に体を丸めてやり過ごしながら、カシュヴァーンも心の中で尋たずねていた。

　どうして俺は、日に日にあんたに似てくるんだ。

　その身に流れる怪物ハルバーストの血を、深く憎にくみながら。







　気がつけば、父は廊ろう下かの向こうに移動していた。ジーナ、と虚うつろな声で呼びながら歩く背が、茜あかね色の光を浴あびながら曲がり角に消える。

　たぶんまた、例の廃はい園えんに行ったのだろう。用心深く顔を伏ふせたままそれを確認したカシュヴァーンは、痺しびれた腕うでを冷たい床に投げ出して大きく息を吐はく。

「カシュヴァーン様、大丈夫ですか……？」

　物もの陰かげでひたすら息を詰つめていた金きん髪ぱつの少年が、こわごわと声をかけてきた。この屋敷で最も新しい使用人である、下働きのトレイスだ。

「大丈夫、だと思う。頭と腹は庇かばった」

　自分の状況を確認しながら立ち上がり、冷静に答えると、トレイスは悄しよう然ぜんとうなだれた。

「も、申し訳ありません、何もできずに……」

「お前が出てきたところで、二人一緒に殴なぐられるだけなのは分かっているだろう？　気にするな」

　まだ声変わりもしていない少年でありながら、カシュヴァーンの態度は落ち着いていた。無論父の横暴さに対しては腸はらわたが煮にえくり返る思いだが、下へ手たな言い方をするとますますトレイスを恐きよう縮しゆくさせてしまう。

　それに、最近急速に体が出来上がってきたせいか、急所さえ守っていればそこまで痛めつけられることはないのだ。手足の動きを慎しん重ちように確かめている主あるじを、二歳年上のトレイスは心配そうに見やる。

「ですが、腕や足はきっとまたあざになっていますよ。きちんと確認をして、それから少しお休み下さい」

「……そうだな。家庭教師もまた逃にげてしまったし、どうせすることがない」

　年が近いせいもあり、トレイスは召使いというより幼おさな馴な染じみか兄弟のような存在だ。わずかに背の高い彼に素直にうなずき、歩き出そうとした時だった。

「カーシュぼっちゃん!!」

　自分の愛称を呼ぶ女の声に、カシュヴァーンの表情が荒々しく歪ゆがむ。レジオールの暴ぼう挙きよに耐たえていた時以上に冷たい眼で、彼は駆かけ寄ってきたメイドを睨にらみつけた。

「大丈夫ですか？　ああ、申し訳ないですわ、わたくしったら水汲くみなどしていて」

　ぱさぱさの黒髪をひっつめたメイドのほうは、カシュヴァーンの表情の変化などまるで意に介かいした風ではない。長いメイド服の裾すそを踏ふみつけそうな勢いで近づいてくると、水仕事にひび割れた指を伸ばし、怪け我がの具合を看みようとしてくる。

「平気だ。……べたべたするな、マリアンヌ」

　平へい淡たんな声で撥はねつけられても、マリアンヌ・ライセンの態度は変わらない。髪も肌はだも手入れが悪く、まだ三十代のはずなのに妙みように老ふけて見える彼女だが、瞳ひとみだけは異様なほどにきらめいていた。

「見たところ、大きなお怪我はございませんけど……きっと神と聖女アーシェルが、貴き血を引くあなたを守護して下さったのですね。ああ、至いと高たかき国におわすみなさま、感謝いたします……！」

　シルディーン王国の国教〈翼の祈いのり〉では、聖女アーシェルは神に次ぐ信しん仰こうの対象である。

　数百年の昔、誰もが神を信じなくなっていたその時代。信仰を貫つらぬいたことを理由に迫はく害がいを受けたアーシェルに神は翼を与え、自分の暮らす至高き国へと招まねき寄せたという。

　当時のアーシェルを支し援えんした数少ない人々が、現在の王族や貴族の祖先。農民や召使いは、高貴な魂たましいを持つ彼らに従順に仕つかえることにより罪をすすがれ、死後至高き国へ飛べる翼を与えられると信じられていた。

　とはいえ、近年強くなってきた下げ克こく上じようの風潮のため、他の地域では国教の影響力は落ちる一方だという。特に王宮のあるエルナンド地方から離れた、新しん興こう貴族が治おさめる地域ほどその傾けい向こうが強いとか。

　しかし、同じ辺境でも、保守的なアズベルグでは国教の呪じゆ縛ばくは強い。特にマリアンヌの信仰の強さは、カシュヴァーンの眼には異常なものとして映っていた。

「──その神と聖女アーシェルが寿ことほぐ公こう爵しやく閣かつ下かに殴られていたんだぞ、今の俺は」

　嫌けん悪お感かんをにじませて低く吐き捨てても、マリアンヌはまたずれた反応をした。

「ええ……、お気の毒な旦だん那な様」

　己おのれが聖女アーシェルを迫害した者たちの子孫である、という意識が非常に強い彼女は、絶対に貴族であるレジオールの悪口を言わない。その息子であるカシュヴァーンにも、常に低姿勢で接する。

「本当に申し訳ありません、カーシュぼっちゃん。やはりわたくしがお側そばを離れたのが間ま違ちがいでした。これからは」

「また俺の代わりに、殴られてくれるというのか？」

　皮肉のつもりだった。

「ええ、もちろん!!」

　けれどマリアンヌは、まるで餌えさを与えられた犬のように嬉うれしそうにうなずくばかり。献身の喜びに満ちた表情に、噓うそはない。

　はらはらしているトレイスの眼は気になる。だが、体の痛みを凌りよう駕がするほどに湧わき上がる不快感を制御できなかった。

「もういい、マリアンヌ。お前は水汲みに戻れ」

「いえ、水はもう、先ほど」

「いいから汲みに行け！　俺の命令が聞けないのか!!」

　かっとなって主の息子という権力を振りかざしても、マリアンヌはあくまで従順だ。大きく首を振って、

「いいえ、滅めつ相そうもございません!!　ではカーシュぼっちゃん、どうぞご自愛なさって下さいね」

　最後までカシュヴァーンへの気き遣づかいを見せると、深く一礼し、去っていった。

「……水を汲みに行って、そのまま井戸にでも落ちればいいんだ」

　ややあって、苦い顔で吐き捨てれば、トレイスが青くなる。

「カシュヴァーン様、そのようなことをおっしゃるものではありません!!　よりにもよってあの方に、水に落ちろなど……!!」

〈翼の祈り〉の教えによれば、死後の翼を得られない者は、水みな底そこの国という怪物たちの世界に堕おちるという。そのため信者たちは、水にまつわる死をひどく恐おそれているのだ。

「……お前とあの女は、神様繫つながりで仲がいいものな」

　トレイスもマリアンヌ同様、一般的なアズベルグの民と比べても信仰心が篤あつい。両親を失い、日々の生活に困るようなことがなければ、聖職者になるための勉強をしたかったと聞いたことがあった。

「だが俺は、領主の愛人の座から滑すべり落ちたからといって、領主の息子にべたべたしてくるような女は大だい嫌きらいだ」

「カシュヴァーン様……」

　嫌悪感丸出しで宣言すると、トレイスは困ったように眉まゆを寄せた。

「正直私も、マリアンヌさんのことはあまり好きではありません。しかし、神を軽かろんじる発言をすると、あなたが至高き国へ行けなくなってしまうかもしれません。もちろんあなたは公爵家の嫡ちやく子しですから、大丈夫だとは思いますが……」

　あくまであなたのためだと諭さとされては、カシュヴァーンもこう言うしかない。

「……分かった、さっきの言葉は取り消す」

「ええ、それがいいと思います！　さあ、姉さんにも手伝ってもらいましょう」

　にわかにほっとした顔になったトレイスは、姉を探して視線を巡めぐらせ始めた。

「いや、リリアの手当ては……、まあ、いい」

　ちょっと慌あわててしまったカシュヴァーンであるが、今さら拒きよ否ひもできない。マリアンヌにべたべたされるよりは精神的な負担はないのだし、と自分に言い聞かせながら、おとなしくトレイスと一緒に歩き出した。







　カシュヴァーンは、自分の母親の顔を知らない。

　知っているのはジーナ・ハルバーストという名前と、地ち方ほう伯はくアズベルグ家の娘むすめであったことと、美しいが薔ば薇らの花以外に興味のない変わり者だったということだけだ。

　シルディーン各地の地名に家名を刻む地方伯は、元々その地の領主の家いえ柄がらである。とはいえ七十年ほど前、下克上の風潮が国内を吹き荒れた際に、多くが没ぼつ落らくして農民層出身の新興貴族などに権力の座を奪うばわれた。

　だがアズベルグ家は、それよりもっと前に没落していた。ある意味貴族らしい、どこか浮世離れした領主が何代か続いた結果、いつの間にか力を増していたハルバースト家に追い落とされてしまったのだ。

　おそらくはレジオールも、当初はかつての領主家の娘をいたぶるような気持ちで彼女を妻としたに違いない。しかしアズベルグ家の血か、拉ら致ち同然に連れて来られてなお平然と薔薇の世話を続ける彼女に、いつしか心を奪われていた。

「……馬ば鹿かな男だ」

　自室にて、少々手荒な治ち療りようを受けた腕を確かめるように振りながら、寝しん台だいに寝転がったカシュヴァーンは父を嘲あざける。

　レジオールがいくら愛をささやいても、ジーナの態度はまるで変わらなかったという。夫が屋敷の裏にせっかく作った薔薇園にしても、「ここは日差しが弱すぎます」と文句の言い通しだったとか。

　報むくわれぬ愛に疲れたレジオールは、カシュヴァーンが生まれて程なくして妻を殺害し、肥ひ料りようとして薔薇園に埋うめた。そんなに好きなら、お前自身が薔薇になれと叫さけびながら。

　だが同時に、レジオールの精神も崩ほう壊かいした。以来彼は、あちこちから連れてきた女を殺しては薔薇園に埋める、を繰くり返している。

　カシュヴァーンが顔と名前を記き憶おくしているだけで、犠ぎ牲せい者しやの数は十人を超えているはずだ。

　しかし、そこまでしても、ジーナが愛した薔薇が咲く様子はない。

「当たり前だけどな……」

　今は亡なきジーナが言ったように、元々アズベルグの日照時間は短く、森に囲まれたこのハルバーストの屋敷は特にそうだ。水気ばかり多い瘦やせた土地は、そもそも植物を育てるのに向いていない。

「いくら薔薇は肥料食いだからといって、なんの知識もないまま死体ばかり埋めても、咲く訳がないだろうに」

　薔薇狂いのジーナでさえ咲かせることが困難な、庭師泣かせの品種なのである。

「屋敷を改築する金があるなら、優秀な庭師でも雇やとえばいいんだ。でなければせめて、残って働いてくれる使用人に給金を弾はずめばいいのに……」

　ジーナ亡き後レジオールは、屋敷の改築を重ね、翼持つ怪物だらけの不気味な建物に変えてしまった。国教にけんかを売るような異様な佇たたずまいに怯おびえ、出入りの商人さえ長居を避さける始末だ。

　他にもいろいろ妙なことをしているようだが、大工は仕事が終わればすぐ逃げてしまうため、改築内容はレジオール以外誰も知らない。いずれもどうせ本人以外には、無む駄だで無意味なことばかりだろうが。

　馬鹿な男だと、繰り返す言葉に腹が鳴る音が紛まぎれた。

「くそ……」

　最も早はや、父を軽けい蔑べつして空腹をごまかすのも限界だ。料理人の眼を盗んで台所からくすねてきたパンは、とっくに食べ尽つくしてしまった。

『顔を見ただけでいらいらする、あいつを食事の席に呼ぶな!!』

　すべては、夕食の席で突とつ如じよ癇かん癪しやくを爆発させたレジオールのせいだ。

　トレイスたちや、古くからいる使用人たちは今頃心配しているだろうが、誰かの手を借りたことが分かれば被害が拡大する。

　以前同じ状況で、トレイスがこっそり食事を分けてくれようとしたことがあった。だがそれに気づいたレジオールは激げつ昂こうし、トレイスに熱いシチューの入った皿を投げつけたのだ。

「……息子にはろくに食い物もくれないくせに。愛した女のガキが死んでも知らんぞ、クソ親おや父じ」

　他に気を紛らわせる方法もないために、またしても父の悪口を言いながら、カシュヴァーンは気け怠だるい視線を壁かべの姿見にやる。

　そこにはレジオールが十二歳の時の姿である、と説明すれば、あっさり納なつ得とくされるであろう少年が力なく寝そべっていた。

　黒髪に黒い瞳の、何が悪いのか。

　ジーナにはまるで似ていなくても、自分がレジオールの子であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのに。

「……本当に、ジーナのことしか愛していないんだな」

　まるで実感のない母の名を乾かわいた声でつぶやいて、眼を閉じた。

　とりあえず今日のところは体を休めて、明日になったら新しい家庭教師を探させなければ。

　顔を見れば殴るだけの父は、殴られ方以外のことなど教えてくれない。このままでは、次期領主としての教養を身につけられない。

　可能なら己の眼で相手の人じん品ぴんを確かめたいが、屋敷の外に出ることは固く戒いましめられている。数年前の発ほつ作さ的てきな家出の際、自分も気絶するまで殴られたが、門番は全員処しよ刑けいされてしまったことを考えると下手は打てない。

「ふん、俺が成人して、領主になるまでの辛しん抱ぼうだ。今に見ていろ、クソ親父……」

　カシュヴァーンには夢があった。シルディーンで成人として認められる十八歳になるまでに父を凌しのぐ能力を身につけ、彼に代わって領主となり、悪あしき因習の数々を覆くつがえすのだ。

　そのためならば、今はひたすら耐えよう。うるさく鳴る腹の音を閉め出すように、さらに強く眼を閉じた。







　マリアンヌに井戸に落ちろ、と呪のろいを吐いてから二ふた月つきほど経たった日のことだった。

　その日レジオールは、朝食の席自体に現れなかった。おかげで心おきなく空腹を満たしたカシュヴァーンは、食堂を出たところでくすんだ金髪を引っつめたメイドの少女を見つけた。

「リリア」

　洗せん濯たく物ものを干しに行っていたらしく、空からのかごを抱かかえているが、本人のメイド服は着古してぼろぼろだ。カシュヴァーンの声を聞いた途と端たん、抱えていたかごを落としそうな勢いで飛び上がる。

「きゃ!?　ああ、なんだ、よかった、カーシュ様」

　トレイスの二つ年上の姉であるリリアは、ほっと肩かたを落とした。顔の作りはよく似ている姉弟だが、姉はより明るく世話好きで、若じやつ干かん気が強い。

　普通、上流貴族の家のメイドは、可能な限り主の目につかないように働くものである。しかしレジオールの暴挙のせいで広さに見合った召使いがいないハルバースト家では、ひとりの召使いがいくつもの仕事を抱えているため、手が回らない。結果、こうして鉢合わせになることがよくある。

　それを理由にレジオールに折せつ檻かんされる召使いも多く、大怪我を負おって逃げた者の穴を埋めるために、練度の低い人間を雇わざるを得ない。当然、またレジオールの怒いかりを買う。どうしようもない悪あく循じゆん環かんだった。

　残っているのはレジオールがまだまともだった頃から仕えている料理人のダンや御ぎよ者しやのロセといった古参の使用人、マリアンヌのように異常に信仰心が篤い者。そして眼の前のリリアやトレイスのように、姉弟二人で生きていくための給金を必要としている者だけだ。

「リリア、トレイスはどうした？」

　カシュヴァーンの問いに、リリアは首をかしげた。

「トレイスですか？　さっき、裏に水を汲みに行っていましたけど」

　給仕の手伝いをしていたトレイスだが、やはり人手が足りないために、途中から水汲みに駆り出されたのだ。だが結局今の時間になっても、彼は帰って来ていない。

　水汲み。井戸。

　マリアンヌに対して吐いた呪いが、脳のう裏りを過よぎった。

「あいつ、まさか……」

　顔色を変えるカシュヴァーンを、リリアは誤解したらしい。

「もう、トレイスったら、仕事をさぼってるんじゃないでしょうね！　お任まかせ下さいカシュヴァーン様、私がとっちめてきます」

　早くに両親を亡くしたリリアは、トレイスの母親代わりを自称している。仕事にも真ま面じ目めな彼女が腕まくりするのを、カシュヴァーンは慌てて止めた。

「い、いや、大丈夫だ。トレイスはさぼるような奴やつじゃない!!」

「そうですよね、そこは私がしっかり躾しつけましたし。でも……、確かに遅いわ」

　リリアの表情も、次し第だいに不安に傾かたむいていく。

「そういえば今朝、旦那様を裏庭で見たような……」

　朝食の席に現れなかったレジオール。

　もしや彼は、朝からずっと裏庭にいたのか。

　二人の背筋が冷たくなった瞬しゆん間かんだった。

「カシュヴァーン様、姉さん!!」

　髪に枯かれた葉を絡からませたトレイスが、一目散に駆けてきた。

「トレイス、あんた、大丈夫!?」

　心配性でもある姉に早さつ速そく声をかけられたトレイスは、汚れた服の裾を払いながら首を振る。

「私は無事だよ、姉さん。でも、マリアンヌさんが……」

　重苦しい声を聞いた瞬間、なぜかカシュヴァーンにはすべて伝わった。

「マリアンヌが、死んだ……のか？」

「……ええ……」

　青い顔をしたトレイスは物もの憂うげにうなずく。リリアが息を飲む音がした。

「まさか……、本当に井戸に落ちたのか？」

「……いえ、カシュヴァーン様。あの方は……、おそらく昨日、裏の、廃園で……」

　震ふるえながらトレイスは経けい緯いを語る。水汲みに行った際に廃園から出てくるレジオールと鉢合わせしかけたこと、慌てて隠かくれたが彼の眼に自分は映うつっていなかったこと、不ふ審しんを感じてこっそり廃園に入ったこと。

　乱雑に盛られた土の下から、古びたメイド服の裾と、黒髪の一部がはみ出していたこと。もうひとりの黒髪メイドであるセイラに言いつけられて、水汲みに行っていたこと。動転しながら逃げ出してくる時に、髪や服のあちこちを枯れた薔薇の木に引っかけてしまったこと。

「申し訳ありません……後で隙すきを見て、せめてきちんと……埋めて差し上げたいと思います」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、トレイスはつぶやいた。

「ああ、なんてこと……！　マリアンヌさんの進む道に、翼の加護があらんことを……!!」

　横でリリアが、泣きながら〈翼の祈り〉の旅立ちの聖句を唱えている。だがカシュヴァーンは、呆ぼう然ぜんと突っ立っていることしかできなかった。

　じんと痺れた耳の奥で、姉弟の声がわんわんと鳴り響ひびく。そこにカーシュぼっちゃん、と懲こりずに呼びかけるマリアンヌの声が交まじる。

　胃に満ちているスープから、腐ふ臭しゆうが漂ただよい始めた錯さつ覚かくを覚えた。

　咲かない薔薇の廃園。

　そこで何度も繰り返されてきた悲劇に、憑つかれたような笑顔が重なる。

　めでたく領主となった暁あかつきには、真っ先にあの女を屋敷から追い出してやると誓ちかっていたのに。

「……この間、別の女を埋めたばかりじゃなかったか」

　自分で思っていた以上に、つぶやいた声はかすれていた。

「ええ、……ですので、旦那様は、また他の女性を探しに行かれたそうなのですが……うまく見つからなかったようで」

「……腹を立てて、元愛人に怒りをぶつけた訳か」

　ジーナ亡き後、新たな女性を連れて来ては埋めるという凶行を繰り返しているレジオール。いかに彼が領主とはいえ、人の口に戸は立てられず、最近この屋敷は「ハルバーストの薔薇屋敷」と呼ばれて恐れられているという。

　当然、そんな場所へ近づきたがる女性はいない。最初は妻に迎えるからと貴族の子女をだまし、持参金をせしめるような真ま似ねさえしていたレジオールだが、すぐに自分が多額の金を積まなければいけなくなった。

　しかし彼は薔薇園の世話にかまけ、領主の仕事を放り出して久しい。代官や村役人たちはこれ幸いと私腹を肥こやすことに夢中で、ハルバースト家の懐ふところに入る税収は落ちる一方。そのため最近のレジオールは、農民や召使いの女性たちにまで手を出すようになっていた。

　根っからの貴族であるレジオールにとって、貴族以外の女性は聖女を迫害した罪人たちの子孫。ジーナの愛した花畑に埋めるなど、という態度はあからさまではあったが、背に腹はかえられないということらしかった。埋められる女性たちにしてみれば、たまったものではないが。

「最後まで、馬鹿な女だったな。愛人の座を追われた段階で、さっさと逃げていれば助かったかもしれないのに」

「……カシュヴァーン様……」

「カーシュ様、その言い方は、ちょっと……」

　何か言いたそうなトレイスとリリアにみなまで言わせず、肩を竦すくめて続ける。

「どうせあの女、逆らうこともせず、のこのこ廃園に行ったんだろう？　どんな目に遭あわされるか、分かっていただろうに」

　カシュヴァーンの代わりに殴られると、笑顔で言いきった時と同じだ。身勝手に自分を捨てた男の求めに、異様な笑顔で応じる様は簡単に想像できた。

「おまけにあの女が親父の言いなりなのは、愛のためですらないものな。すべては信仰のため。貴族相手に身を削けずれば、至高き国へ連れて行ってもらえると信じているからだ」

「カシュヴァーン様、そのようなお話は……」

　まるで自分が糾きゆう弾だんされているような表情で、トレイスが咎とがめる声が聞こえた。カシュヴァーンははっとして言葉を切る。

「……悪かったな」

　信心深いトレイスやリリアの前で、口にすべき話ではなかった。

　しかし、内心二人がそう求めているのは分かっているのに、どうしても以前のように「取り消す」と言えない。

　気詰まりな沈ちん黙もくをしばらく続けた後、カシュヴァーンは姉弟のほうを見ずに命じた。

「すまないが、ひとりにしてくれ」

「……いえ、……私こそ、申し訳ありませんでした。失礼いたします。行こう、姉さん」

「……そうね。失礼しました、カシュヴァーン様」

　ぺこりと頭を下げて、トレイスたちが去っていく。

　自分ともマリアンヌとも違うその髪の色が、やけに眼についた。

「……くそっ!!」

　二人の気配が完全に遠ざかってから、カシュヴァーンは思いきり手近の壁を蹴けった。最近急激に手足が伸びているせいか、不定期に痛む膝ひざに疼とう痛つうが走ったが、そうせずにはいられなかった。

　どうしてこんなに腹が立つのか、自分でもよく分からない。

　理由も分からないまま、暴力の衝しよう動どうに支配されている己が父にそっくりで、ますます怒りを増幅させる。

「馬鹿女が、死んでまで俺をいら立たせる……!!」

　どうせならレジオールに殺される前に、本当に井戸にでも落ちればよかったのに。

　トレイスとリリアを悲しませることしか考えられない自分が、嫌だった。







　痛みも苦しみも、時は無情に癒いやしてくれる。

　マリアンヌの死から三年経ち、十五歳になったカシュヴァーンは、彼女のことをあまり思い出さなくなっていた。

　ひとつには、レジオールと顔を合わせる機会が減ったからだ。いよいよ女を買う金も底をついてきたらしく、新たな肥料を得られぬことを詫わびてでもいるのか、最近の彼は廃園に入り浸びたりである。

　その分出てきた時の暴れぶりはひどいものだが、本日はその兆ちよう候こうもない。和なごやかな気持ちで食事を終えたカシュヴァーンは、トレイスと連れ立って屋敷の一階にある広間を歩いていた。

「……すっかり背が伸びられましたね」

　頭半分高い位置にある幼馴染みの顔を見上げ、トレイスはちょっぴり悔くやしそうだ。

「鍛きたえているし、成長期だからな」

　二年前までは見上げていた幼馴染みを見み下おろし、カシュヴァーンは当然のように笑う。アズベルグの民は総じて大柄であることを思えば、背が伸びるのは自明の理だと言うように。

　一般教養と平行して、武芸の訓練も熱心に行っていた成果が出たようだ。相変わらずどちらの教師もころころと顔ぶれが変わっているが、地味な訓練は着実に身についてきている。

「いや、私だってまだまだ伸びますよ、きっと!!」

　平均よりも背が低いことを気にしているらしく、珍めずらしくむきになるトイレイスだったが、すぐに彼はしみじみした口調になった。

「でも、嬉しいですよ、大きくなって下さって。幼い頃にお食事が足りなかったのではないかと、ずっと心配していたのですが……最近など、旦那様が癇癪を起こしている時は、ご自分で料理をなさっているじゃないですか。公爵家の長子ともあろう御方がお気の毒に、私にお申しつけ下さってもよろしいのに……」

「お前はたまに、乳う母ばのような発言をするよな……」

　リリアにあれこれと世話を焼かれているトレイスが、同じように自分の世話を焼くのがちょっとおかしい。彼らの中では、カシュヴァーンは下の弟のような存在なのかもしれない。

　そしてお前の料理は、姉と同程度に微び妙みようだ。あと、絵師がいなくなったことを悲しんでいたが、たぶんどれだけ優秀な師をつけても意味がないと思う。そろそろ言うべきかと、迷いを感じた瞬間だった。

　背後に気配が生じた。訓練で得た動きでみぞおちへの一いち撃げきを避けたのが、かえってよくなかった。

「うぐっ……!?」

　温かな料理でふくらんでいた腹に重い一撃が入る。

　苦痛を堪こらえながら振り返ると、幽ゆう鬼きのような顔をした父が立っているのが分かった。

　長く心を病やんでいたせいか、最近レジオールはげっそりと老け込んでいる。アズベルグの民の平均より高い身長も、腰が曲がってきたせいであまり目立たなくなっていた。

　しかし、理性による制御が全くない暴力は、時に昔以上の威い力りよくを誇ほこる。

「く、そ……」

　油断していた自分に舌打ちしながら、腹を押さえて防御姿勢を取った。子供の頃からの習性で、とにかく急所を庇おうとする。

　だが父は、もう息子を見ていない。その腕は凍こおりついているトレイスの襟えり首くびを摑つかんで持ち上げていた。

「どうしてお前が、ジーナと同じ色の髪をしているんだ!!」

　右手でトレイスの体を床から引き上げながら、左手で彼の金髪を摑んで引っ張っている。容赦のない力に、髪がちぎれるぶちぶちという音がした。

　引き抜かれた金髪が、束たばになって床に落ちる。その根元が赤く染そまっているのを見てカシュヴァーンは息を飲んだが、トレイスは無理やり髪を引き抜かれた苦痛すら感じられない様子だった。

「おやめ、下さ、い……、どうか……、お許し、を……」

　つま先で必死に床を探さぐっているその顔が、見る間に赤黒くなっていく。

　このままではトレイスが、数少ない味方が殺されてしまう。

　こみ上げる吐き気を抑おさえ、立ち上がろうとした時だった。

「やめて!!」

　三年前と同じ、着古したメイド服に身を包んだリリアが駆け寄ってきた。

　全身から血の気が引く。やめろと言いたかったが、吐き気に邪じや魔まされて言葉が出ない。

「りょ、領主様、あたしたちみたいな者を、領主様のお屋敷で働かせて下さって、本当に感謝しています」

　気き丈じような性格の彼女である。握にぎった拳こぶしは震えているが、その眼はまっすぐにレジオールを見み据すえていた。

「ですけど、怪我をさせられたり、殺されたんじゃ意味がありません!!　トレイスを放して下さい、あたしのたったひとりの家族、弟なんです……!!」

　途端に、ぱっとレジオールが手を放した。解放されたトレイスが、床に転がって激しく咳せき込み始める。

「あ……、ありがとうございます……」

　まさかこんなに簡単に解放されるとは思っていなかったらしく、リリアがどもりながら礼を述べた。

　しかし、レジオールは彼女の言葉など聞いていないようだった。その眼はひたすらに、リリアの顔を、正確には髪を、見つめている。

「ひ……、非礼はお詫びします」

　標的が自分に移ったと思ったのだろう。リリアの拳の震えが大きくなる。

「でも、あ、あたしのことも殴るっていうなら、あたしたちは、もう」

「ジーナ!!」

「ひっ!?」

　出し抜けに伸びたレジオールの手が、リリアを強く抱だき締める。

　隙を見て父を止めようとしていたカシュヴァーンも、これには呆あつ気けに取られてしまった。

「ジーナ」

　うっとりと甘い、レジオールの声。その手に何度も撫なでられるうち、ひっつめた髪が解ほどけてしまったリリアは怯えきった顔で首を振った。

「あ、あたしリリアです、ジーナ様じゃ」

「ジーナ……」

　彼女の声は、己の妄もう想そうに没ぼつ入にゆうしたレジオールには届いていないようだった。繰り返し何度も何度も、愛いとおしさがあふれる手つきで髪を撫でられるうちに、リリアの表情は怯えから困こん惑わくに変わっていく。

「あ、あたしの髪……金髪は金髪ですけど、まるでわらみたいにくすんでるし、手入れだってろくにしていないし……きっと奥様とは、大違いで……」

　リリアたち姉弟も、ジーナの顔は知らない。だが素晴らしい金髪を持ち、薔薇にちなんだ赤いドレスしか着ない絶世の美女だったことだけは知っている。

　しどろもどろにつぶやくリリアを、レジオールはなおも抱き締め、愛情をこめて髪を撫で続ける。いつの間にかその両眼は、後こう悔かいの涙に濡ぬれていた。

「ジーナ、ジーナ、愛しているんだ、ひどいことをして悪かった、ジーナ……」

　やつれた面おもてをリリアの髪に埋うずめるようにして、レジオールはすすり泣いた。初めて見る父の姿にカシュヴァーンは声を出せず、トレイスも頭部の傷を押さえながら放心している。

　と、リリアが小声で二人に言った。

「……トレイス、カシュヴァーン様、今のうちに逃げて下さい」

「姉さん！　そんな」

　できるはずがない、とトレイスは気け色しきばむが、リリアは泣いているレジオールを横目にうなずいてみせる。

「今旦那様を刺し激げきすると、また暴れ出すかもしれないから……頃合いを見み計はからってあたしも逃げる、大丈夫」

「でも、姉さん……」

「いいからあんたもカシュヴァーン様も、休んでいて！　大丈夫……あたしをジーナ様だと思ってる間は……、きっと殴られたりしないから」

　ぎこちなく伸のびたリリアの手が、レジオールの背に触ふれる。弟相手で慣れているのか、労いたわるような手つきで背を撫でられて、レジオールの口元にほんのりとした笑みが浮かんだ。

「だけど姉さん、ジーナ様だって、最後には……、っつ」

　なおも言い募つのるトレイスの顔が苦痛に歪んだ。頭部の傷はすぐに手当てが必要だと思ったカシュヴァーンは、そろそろと彼に近づき、その腕を取る。

「分かった。俺たちもすぐに戻るから、リリア、十二分に気をつけろよ」

　とりあえず、トレイスだけでも引き離さなければならない。そう感じたカシュヴァーンは、強引に彼を引っ張って歩き出した。

「いいから、お前は自分の心配をしていろ。頭の怪我を甘く見るな、馬鹿。かなり出血しているし、首も痕あとになっているぞ」

　赤く染まった金髪から眼を逸そらしながら言えば、トレイスは心配をかけまいと思ったのだろう。

「は、はげないといいですね、ははは」

「……分かったから、もうしゃべるな、馬鹿」

　下手な冗じよう談だんにちょっと泣きそうになりながら、カシュヴァーンはぶっきらぼうに命じた。







　レジオールの涙を見てから五日経った。最近彼は、あまり廃園に行っていない様子である。

　ではどこで何をしているかといえば、屋敷のあちこちをリリアと二人で歩き回っている。その表情は、カシュヴァーンが知る中で一番穏おだやかだった。

「トレイス、リリアは？」

　昼食後裏庭でひとり、剣の稽けい古こをしていたカシュヴァーンに飲み物を持ってきてくれたトレイスに尋ねると、彼は気き鬱うつな表情で答えた。

「姉さんはまた、旦那様と……」

「……またか」

　水差しの水をひと口飲んで、カシュヴァーンはため息をついた。

「親父が暴れる様子は、相変わらずないな」

「はい、それは私も気をつけておりますが……姉さんが無理をしたり、怪我を我が慢まんしているような様子はないです」

「……そのようだ。頰ほおを染めて……、笑っている」

　カシュヴァーンにとっても、リリアは頼りになる姉のような存在である。明るく世話好きで、さっぱりした性格の彼女があんな風に笑うのを初めて見た。

「女心は、よく分からんな。あんな男のことを……、どうして庇うんだ」

　喜びに満ちたマリアンヌの笑顔が一瞬まぶたの裏に浮かび、消えた。

「……今までの女性たちの中にも何人か、明らかに旦那様を慕したっている方がいらっしゃいました。どうやら女性には、傷ついた男性に心惹ひかれてしまう心理があるようなのです」

「馬鹿な男を増長させるだけなのにな」

　沈黙が落ちた。トレイスをあまり黙だまり込ませたくなくて、カシュヴァーンはわざと明るい声を出す。

「まあ、お前の姉離れの機会ぐらいにはなったか」

「か、からかわないで下さいカシュヴァーン様、仕方がないでしょう、姉さんはずっと私の母親代わりだったんです！」

　姉離れできていない自覚はあったようだ。赤くなるトレイスに、カシュヴァーンは「知っている、お前の料理の腕は姉譲ゆずりだものな……」と小声でつぶやいた。

「だが、まあ、もしかしたら、愛の奇き跡せきとやらが起こるかもしれないじゃないか。そうしたら俺とお前は、本当に『家族』だな」

　軽い冗談のつもりだったが、トレイスは衝しよう撃げきを受けたような顔をした。

「まさか……カシュヴァーン様は、姉さんが本気で、旦那様の後妻になると……!?」

「い、いや、違う、さすがにそれはないだろう、冗談だ！」

　失敗した。別の話題を探そうと視線をさまよわせたカシュヴァーンは、強こわ張ばった顔をしたひとりの少女を見つけ、絶句する。

「あたしがどうかしましたか」

「……リリア」

　カシュヴァーンは、反射的にレジオールを警けい戒かいして身構えてしまった。その反応に気づき、屋敷から出てきたばかりのリリアは穏やかに微笑ほほえむ。

「旦那様なら、大丈夫です。つい先ほど、少しお休みになるとおっしゃって、部屋に戻られました」

　家内の誰もが把は握あくしていなかった主の行動を、リリアは当たり前のように口にした。服装はいつもどおりの粗末なメイド服だが、くすんだ金髪は結ゆわれることなく肩に落ちている。

「……カシュヴァーン様申し訳ありません、仕事がありますので、これで」

　不意にトレイスが踵きびすを返す。姉のほうを見もせず、遠ざかっていく硬かたい背中を見送って、リリアは微び苦く笑しようを浮かべた。

「あたし、すっかりトレイスに嫌われちゃったみたいですね」

　それは彼の態度で一目瞭然だが、さすがに同意できない。少し迷ってからカシュヴァーンは、別の質問をした。

「お前、親父のことが好きなのか？」

　これはこれで、勇気のいる問いだった。リリアも虚きよを衝つかれたような表情になったが、ごまかせないと思ったのか、肩に落ちた金髪をいじりながらゆっくりとしゃべり始める。

「自分でも、正直、よく分からないんです」

　リリア自身も、己の心の動きがよく分からないのだろう。視線が定まらず、声にも迷いがある。

「だけど、あんな風にすがられて、泣かれたら……ずっと怖こわいとばかり思っていたせいか、なんだかかわいそうになってきちゃって……」

　恐きよう怖ふが同情に、そして。

　実にありがちな話だ。

　しかめ面つらになっているカシュヴァーンに気づいてか、リリアが慌てて予防線を張る。

「もちろん、あたしなんかただのメイドですもの！　それにしょせんは、ジーナ様の代わりですし……奥様になりたいとか、そんな大それた夢を見てる訳じゃないんです。安心して下さいね、カシュヴァーン様!!」

　よくある乙女おとめ向けの物語のような、甘い結末を願っている訳ではない。まずはそう宣言してから、決意した表情になってぺこりと頭を下げる。

「だから……カシュヴァーン様からすれば、ひどい父親だとお思いでしょうけど……もうちょっとだけ、旦那様に夢を見させてあげて下さい。もしかしたら……何もかもが、うまくいくようになるかもしれませんから」

　聖女アーシェルのごとき使命感の奥に垣かい間ま見みえる、淡あわい想い。マリアンヌの表情には見つけられなかったもの。

　だからカシュヴァーンは何も言えず、去っていく背を見送るしかできなかった。

「……いや、お前もやはり夢を見ている、リリア」

　彼女の姿が屋敷の中に消えてから、乾いた声でひとりごちるので精せい一いつ杯ぱいだった。







　使用人用の狭せまい部屋でひとり虚きよ脱だつ状態のトレイスに、かける言葉が見つからない。

　それでも、このままでは重い沈黙に押し潰つぶされそうだ。カシュヴァーンは思いきってその名を呼んだ。

「……トレイス」

　だが、後が続かない。

「……すまない。なんと、言って……、いいのか」

　うつむくカシュヴァーンを見上げて、トレイスが少しだけ笑う。思ったよりもしっかりとした笑顔が、胸に染しみた。

「……大丈夫です、カシュヴァーン様。正直……、こうなる気はしていたんです。だから、私は大丈夫です」

　昨日まではメイドとして誰よりも早起きしていたリリアの姿が、今朝からどこにも見当たらない。

　悪い予感が二つあった。どちらも当たらなければいいと思いながら、カシュヴァーンは意を決して父の部屋を訪ねた。

　寝台に人影はなかった。寄り添そって眠る二人に遭そう遇ぐうするという、悪い予感は外はずれた。

　しかし、もうひとつの悪い予感は当たった。

　レジオールが不在であることを見計らって覗のぞき込んだ廃園の隅すみに、土が新しく盛り上がっている部分があった。乱雑に盛られた土の隙間から、くすんだ金髪と古びたメイド服の端はしが見えた。

　三年前、マリアンヌの死体を見つけた時のトレイスと全く同じ状態だ。あれから何ひとつ状況が改善されていないことを思い知らされて、後悔が肩に重く伸しかかってくる。

「カシュヴァーン様、どうかそんな顔をしないで下さい」

　乳母のように、兄のように、トレイスが慰なぐさめてくれる。平素と変わらない声こわ音ねがひどく胸を締めつけた。

　最愛の姉を殺害し、咲かない薔薇の肥料とした男の息子。日に日に気味が悪いほどに父に似てくる自分を前に、どうしてこんな態度を取れるのだろう。

「──俺も、こうなることはきっと分かっていたんだ。でも、止められなかった」

　レジオールもリリアも夢を見ていた。

　しかし、二人が見ていた夢は全く別のものだった。分かっていたはずだったのに。

「では私たち、二人とも悪いんですね」

　優しい笑みを浮かべたまま、トレイスがつぶやく。うっかりつり込まれてしまいそうなほど自然な言葉に、背筋が寒くなった。

　トレイスは大丈夫なんかじゃない。

　許容しきれない傷が、痛みが、感情を麻ま痺ひさせているに過ぎない。

「違う！　馬鹿を言うなトレイス、悪いのは親父だ!!　俺もお前も、リリアも悪くない!!」

　この期ごに及およんで、どうしてレジオールを糾弾しないのか。

　彼が貴族だからか。領主だからか。聖女を迫害しなかったからか。

　農民たちは祖先の罪を、一体いつまで償つぐなわなければならないのか。

「そうですね……」

　怒りに任せて叫んでも、トレイスは曖あい昧まいにうなずくだけだ。それどころかそっと手を組み、祈りの姿勢を取った。

「一緒に祈って下さいますか、カシュヴァーン様。姉さんの魂が、至高き国に行けるように」

　めまいがした。

　公爵家の嫡ちやく男なんとして、至高き国とやらに行くことを保障されている自分がこんなに腹が立っているのに、なぜ姉を殺されたトレイスは祈りを選ぶのだ。

　死してやっと罪から解放されるというのなら、生とは一体なんなのだ。

「カシュヴァーン様？」

「……ああ、いや、そうだな」

　空々しい気持ちを押し隠し、形だけは完かん璧ぺきに祈りの姿勢を取る。

「祈ろう。リリアと、お前のために。リリアの進む道に、翼の加護があらんことを……」

　祈りとはほど遠い境地にありながらも、言い慣れた聖句はすらすらと唇くちびるから出てきた。トレイスが同じように祈る声を聞きながら、ひっそりと奥歯を嚙かみ締める。

　思い返せば、たった半月の蜜みつ月げつだった。

　凶行は昨日の夜中だったのだろう。リリアを殺したレジオールはあっという間に元の状態に戻り、今も屋敷のどこかをうろついているはずだ。

　リリアが殺された時、神様や聖女様とやらは至高き国で何をしていたのだろう。

　マリアンヌが殺された時もそうだった。いいや、今まで何人もの女性たちが肥料にされた時もそうだった。

　奇跡など起きなかった。天てん罰ばつなど下らないではないか。

　だから人間の手で奇跡を起こし、天罰を下すしかないのだ。







　真夜中の闇やみに沈しずんだ廃園の前に、カシュヴァーンはひとりで立っていた。

　天てん井じよう部分は少しでも陽光を取り込むための硝子ガラス張りだが、四方の壁は屋敷と同じ石作りである。内部の様子はうかがえないが、ふらふらと邸内をさまよっていたレジオールを尾行し、彼が中に入ったことは見届けた。

　屋敷中の灯あかりはすでに消えている。特に、トレイスが眠ったかどうかはしっかり確認した。

　舞台は調ととのった。

「……よし」

　ぐっと強く、拳を握り、自分を奮い立たせる。

　散々考えて、剣の用意はせず、ナイフを一本だけ帯革に仕込んだ。あくまで対話が目的なのだから、最低限の身を守るものさえあればいい。

「……返答によっては、どうなるか分からんがな」

　衰おとろえたとはいえ、父の腕わん力りよくは馬鹿にできない。最悪の場合、こちらが薔薇の肥料にされるおそれもある。

　深しん閑かんとした闇の中に、自分の心臓の音が響き渡っているようだ。廃園へと続く、黒い扉とびらを開く音はそれ以上に大きく聞こえた。

「カシュヴァーン？」

　それほど広さもない廃園である。中にいた父は、すぐに息子の侵しん入にゆうに気づいた。

「何をしている。誰がここに立ち入ることを許した」

　枯れた薔薇の木が、柵さくに沿そって整然と並ぶ異様な光景。レジオールは最さい奥おうにあるジーナの墓の前に立ち、いぶかしげにこちらを睨んでいる。

　カシュヴァーンが持ち込んだ手て燭しよくが映うつり込んだのか、その眼は闇にうずくまる獣けもののように光って見えた。一瞬ぎくりとしたが、すぐに思い直す。

　どうせ父にも、自分の眼が不気味に輝かがやいているように見えているはずだ。

「誰も許してなどいませんよ、父上」

　ありがたいことに、レジオールは比較的まともに会話ができる状態のようだ。精神状態がいい日を狙ねらってはいたのだが、読みが当たってほっとした。

「おい、なんのつもりだ。やめろ、薔薇園を荒らすな！　ジーナが怒る!!」

　手燭を入口に置き去りにし、柵を乗り越え、枯れ木を蹴り払うようにして近づいていくと、案あんの定じようレジオールが眼を剝むく。

「俺だって、ここで騒さわぎを起こすのは本意ではありません。なぜならここは、リリアやその他哀あわれな女性たちの墓場ですからね」

　そして母ジーナの、愚おろかなマリアンヌの墓でもある。

「まず、教えていただきたい。どうして、リリアを殺したのですか」

「リリア？」

　いぶかしげにレジオールが眉をひそめる。

　まさか、覚えていないのだろうか。かっと頭に血が上のぼるのを感じたが、レジオールは忘れた訳ではなかったようだ。

「あの小娘か」

　あの日泣きながら彼女にすがっていたのと同じ唇が、蔑さげすみをこめて吐き捨てる。

「農民ふぜいが、何を勘かん違ちがいしたのか、私に向かってジーナの真似事などしてみせたからだ。ちょっと甘い顔を見せればすぐつけ上がる。これだから下げ賤せんな女はだめだ」

「……勘違い、だと？」

　いっそ、忘れたと言ってくれたほうがまだましだった。

　どうやらレジオールの記憶はジーナのことも含ふくめて、いろいろと都つ合ごうよく改ざんされているらしい。

「リリアはあなたのために……、少しでもあなたを慰めようと、そのために!!」

　ジーナを求めて泣くレジオールのために、リリアは彼の亡ぼう妻さいの真似をしたのだろう。

　しかし、リリアは彼女の顔さえ知らないのだ。おまけに二人は、まるで性格が違う。レジオールの癇かんに障さわったことは、想像に難かたくなかった。

　でもそれは、誰のための努力だと思っているのだろう。

　見当違いの気遣いばかりだったマリアンヌが自分を呼ぶ、甘ったるい声が廃園の闇の向こうから聞こえた気がした。

「おい、そんなことはいいから、今蹴った薔薇の木に謝れ。ジーナが怒っている、謝れ!!」

　また錯さく乱らんし始めたレジオールは、今度こそリリアのことなど忘れてしまったかのようだ。頭ごなしに命令された瞬間、カシュヴァーンは心が冷たく澄すむのを感じた。

　今夜は、話し合いをしたいと思っていた。

　まだ、話し合いぐらいはできるのではないかと思っていた。

　でも、もういい。

　対話は終わりだ。

「偉い大だいなる公爵閣下」

　改まった口調で父を呼んだカシュヴァーンは、なおも何事か叫んでいるレジオールを強く睨みつけた。

　相手は怪物だと認識はしたが、怪物退治をする英雄を気取る気などない。

　けれど、神も聖女も人間も、この怪物を放置していたのだ。

　怪物に勝つためには、自分も怪物になるしかない。それができるのは、怪物の血を引くこの自分だけだ。

「どうせあなたの魂は、この世でどんな非道な行いをしたとしても、死後は至高き国へと向かうのでしょう？」

　冷ひややかに語りかけた瞬間、初めて気づいた。……いつの間にか、レジオールより自分の目線のほうが上にある。

　姿を見れば逃げる、遭遇すればひたすら身を縮めるということを繰り返していたから、分からなかったのだ。正面きって向き合った父は、ひどくやつれ、衰えていて──ただのみじめな老人に過ぎなかった。

　体を流れる血の速度が上がったような錯覚に、全身がわなないた。

　英雄を気取る気などない。頭ではそう思っていても、若い肉体は復ふく讐しゆうの興奮を感じ始めている。

「ならせめて、空っぽの肉体には罪を償っていただこう。──貴様も薔薇になれ、レジオール・ハルバースト!!」

　ジーナ殺害時の父の言葉を借りて叫ぶなり、カシュヴァーンは父に殴りかかった。

　一発目は、呆気なく入った。二発目も。三発。四発。もう一発。

　抵てい抗こうがない訳ではない。だが、それはひどく弱々しかった。防御のために上がった手を押しのけ、上から殴る、殴る。

「……はは」

　地面に倒れたレジオールの上に馬乗りになり、ひたすら殴り続けながら、カシュヴァーンは酔よったようにつぶやいた。

「なんだ、親父殿。あんた、こんなに弱くなっていたのか」

　誰も逆らえない怪物。「ハルバーストの薔薇屋敷」に君くん臨りんする暴君。

　幼い日からずっとそう刷り込まれていたけれど、時は流れ、人は変化する。ただ耐えるばかりだった少年は、もういない。

「ずっと怯えていた俺が、馬鹿みたいだ。ははは。ははははは!!」

　隠し持ってきたナイフなんか必要なかった。

　この拳に積年の恨うらみを込めて、殴り殺せる。このまま!!

　復讐の快楽に支配されたカシュヴァーンの耳に、怨えん嗟さの声が届いた。

「ここまで育ててやった恩も忘れて、恩知らずめが……」

　すっかり顔を腫はらしたレジオールが、切れた唇を動かしている。

「やはり下賤の血からは、下賤な人間しか生まれないのか」

「下賤の血？」

　一瞬眼を見張ったカシュヴァーンは、より一層父への蔑みを強くした。

「……追い詰められれば、最愛の妻も下賤の血呼ばわりか。確かにアズベルグ家は没落して久しいが、シルディーン建国に連なる旧家じゃないか。ハルバースト家などよりよほど」

「愚かな……やはり気づいていなかったのか」

　鼻を鳴らすカシュヴァーンを、レジオールはさらに嘲る。

「……何が言いたい」

　父の意い図とが分からず、眉根を寄せて問えば、レジオールも同じような表情になった。

「貴様を見るたびに、あの女のことを思い出す」

　最初は意味が分からなかった。

　カシュヴァーンを見て思い出すのは、母であるジーナだろう。その死に耐えきれないほど愛した女を思い出せるというのに、なぜそんなに憎々しげな眼をするのか。

　いぶかる息子にではなく、レジオールは天井に向かって吠ほえた。硝子越しに見える夜空のもっと向こう、至高き国へ届けとばかりに。

「どうしてジーナではなく、神狂いのあんな女の腹に私の種が芽吹いたのか……！　神も聖女も、我われを見捨てたもうた!!」

　神を糾弾する父の絶ぜつ叫きよう。

　それに交じって、幼い日の自分の知った風な声が聞こえてきた。

　──あの女が親父の言いなりなのは、愛のためですらないものな。

　──すべては信仰のため。貴族相手に身を削れば、至高き国へ連れて行ってもらえると信じているからだ。

　拒否することもできないまま、絶望のように深く納得するしかない。

　──あの女が俺の言いなりなのは、愛のためですらなかったんだ。

　──すべては信仰のため。貴族相手に身を削れば、至高き国へ連れて行ってもらえると信じていたからだ。

「マリアンヌが、……俺の、母……？」

　レジオールがジーナに似ていない息子を愛さなかった理由まで、やっと分かった。

　力の抜けたカシュヴァーンの下から、レジオールがよろよろと這はい出る。痛めつけられ、憎ぞう悪おに歪んだその顔は、正しく怪物のものだった。

　そうでなければならなかった。

「お前の母親のような、卑いやしい血肉を混ぜたのが失敗だった。ジーナや他の名家の令れい嬢じように悪いことをした」

　人間ならば、父親ならば、こんなことを言うはずがない。絶対に。

「ジーナ、ジーナ……!!　せめてお前の愛した薔薇を咲かせてやりたかったのに、何もかもうまくいかない……!!　不ふ甲が斐いない私を赦ゆるしてくれ、ジーナ……!!」

　カシュヴァーンが蹴り倒した薔薇の木にすがって嘆なげくその眼には、最早息子など映っていない。

　しばらく放心していたカシュヴァーンも、無言で父の後ろに立った。

「マリアンヌやリリアには、赦しを乞こいもしないのか」

　廃園の中に並ぶ墓石の数と、殺された女性たちの数は明らかに合っていない。

　理由は明白で、レジオールは貴族の女性の墓しか作っていないからだ。こういう男なのだ。分かっているはずだった。分かっているはずだったのに。

　場違いな羞しゆう恥ちに見舞われ、きつく奥歯を嚙み締めた。

　こんな男に、人の心を忘れた怪物に、それでも何かを期待していた自分の甘さが口に苦い。

　──やはり、どうしてもここで殺さなければならない。

　愚かな夢を見ていた、幼い自分ごと。

「高貴な血肉を混ぜれば薔薇が咲くのかどうか、俺が試してやる。だから安心して死ね、クソ親父!!」

　狙いすまして、頭を強く殴った。もう一度、さらにもう一度。

　硬い頭ず蓋がい骨こつに手の骨が当たり、痛くても殴った。殴り続けて、いいかげん息も切れた頃、レジオールは完全に動かなくなった。

　終わったと、思った瞬間だった。

「お前は私にそっくりだから、そっくりな人生を送るだろう」

　突然振り返ったレジオールは、遠い手燭の火にぎらぎらと輝く眼を剝いて吠えた。

　獣のように光る瞳に映る、自分の姿。きっとその眼には同じように、父の姿が映り込んでいるのだろう。

　合わせ鏡のように無限増ぞう殖しよくした全てのレジオールが、引きつった顔で叫んだ。

「愛した者に愛されず、孤こ独どくでみじめな末路を辿たどることになるだろう……!!」

　それが最さい期ごだった。

　それきりレジオールは、二度と動かなかった。

　カシュヴァーンも動けない。

　手足が鉛なまりでできたように重く、握った拳の痛みが大きくなっていくのを感じる。自分の呼吸音がうるさい。

　死の静せい寂じやくに満ちたこの場所にこれ以上いたくないのに、情けないほど足が震えている。視線を父の死体から外せない。

「……ぐっ……」

　突然、我慢できないほどの吐き気を感じた。うまく動かない手で口元を押さえ、自分のほうが何十発も殴られたかのような覚おぼ束つかない足取りで、這うように廃園の入口に向かう。

　そこに置き去りにしていた手燭の灯りを見ると、途方もない安あん堵どを覚えた。その輝きを抱きかかえ、転がるように外に出る。

　冷たい夜風が心地ここちよかった。しかし、吐き気は収まらない。

「吐くな」

　気味の悪い塊かたまりを喉のどの奥に押し戻そうと足あ搔がいていると、視界がぼやけてきた。

　嫌いやだ。そう思うのに、止まらない。

「泣くな、カシュヴァーン。吐くなっ……!!」

　後悔などしていない。

　悪いことなんかしていない。

　悪いのは全部父だ。母だ。自分じゃない。

「俺は間違っていない」

　マリアンヌもリリアもトレイスもみんな、ひどい目に遭わされながらも怪物を放置していたじゃないか。

　次の犠牲が出る前に、自らが怪物となることを顧かえりみず、天罰を下してやったのだ。

「俺は間違っていない、俺は間違っていない……!!」

　正しさを証明するように繰り返しても、呪いの言葉を吐き散らし、息子の手により殴り殺された怪物の姿が頭から消えない。

　その姿はまるで、遠い未来を映す鏡のようにも感じられた。







　レジオールの死から三年の月日は、あっという間に流れた。

「どうか、どうかお許し下さい、ライセン公爵閣下!!」

　アズベルグ各地に散らばる小さな農村にて、カシュヴァーンは尻しり餅もちをついた村役人を冷ややかに眺ながめ下ろす。

　成人を迎え、望みどおりにアズベルグの領主となったカシュヴァーンは、最さい盛せい期きの父と同等以上の体格にまで成長していた。短い黒髪から長ちよう靴かまで、マントの裏地以外は漆しつ黒こくで統とう一いつした全身から冷ややかな威い圧あつ感かんがあふれている。

「俺はカシュヴァーン・ライセン〈強〉公爵だと、何度も通達しただろう」

　母から受け継ついだ名字と、シルディーン王家から認可を受けた称号を併あわせて復唱してやれば、村役人の男は急いで言い直した。

「きょ、強公爵閣下。恐れながら、税率については前領主様の印章がほら、ここに！　きちんと署名も……、ひいっ!?」

　村役人が懐から取り出した書面を取り上げ、内容を一いち瞥べつして鼻で笑う。

「それらしい印章ではあるな。だが、本物と比べれば一目瞭然。俺が今まで見てきた偽にせ物ものの中では、第五位というところか」

　皮肉っぽく評価を告げると、手にしていた書面を手近の用水路に落とした。あっ、と声を上げた村役人だが、決して焦あせって用水路に足を踏み入れたりはしない。

　子供が落ちても大丈夫なように、どの村の用水路もせいぜい膝ひざ丈たけの深さしかない。

　それは分かっているだろうに、そんなに水死が怖いのか。さらに強い軽蔑を感じながら、踵を返した。

「徴ちよう税ぜい台帳を洗い直してからまた来る。屋敷を手放すことを覚かく悟ごしておけ」

「そんな、わ、我が家はシルディーン建国時の様式を残した、歴史的に見ても価値ある建物でして……!!」

　古い価値観が色いろ濃こい発言が耳障りだ。振り返ったカシュヴァーンは村役人の襟首を摑み、ひと息に用水路に放り込んでやろうとした。

「カシュヴァーン様！」

　緊きん張ちようしたトレイスの呼び声が響く。舌打ちしたカシュヴァーンは、男を放り出して歩き始めた。

　斜ななめ後ろに、トレイスが小走りでついてくるのが分かる。横目でうかがった表情は、明らかに物言いたげだった。

「言いたいことは分かるが、もう決めたことだ、トレイス」

「……はい」

　今や「アズベルグの暴君」と呼ばれているカシュヴァーンがこう断言した以上、誰にも命令を覆すことはできない。従者を務つとめる彼が、一番よく分かっていることである。

　だが、時に驚くほどに頑がん固こな一面を持つトレイスが決して納得していないことも、カシュヴァーンは理解していた。

「トレイス。お前自身もお前の大切な人間も、これほどまでに〈翼の祈り〉の教えに痛めつけられてきたのに、お前はまだ神様を信じているのか？」

　村外れまで来たカシュヴァーンは、他の部下たちをあごをしゃくって人払いするなりそう切り出した。びくりと身じろいだトレイスだが、果か敢かんに反論してくる。

「わ……私たちにひどい仕打ちをしたのは、あくまで〈翼の祈り〉を信じている人間です。神や聖女その人ではありません」

「ではお前は、神や聖女は俺の馬鹿な母親を、至高き国へ迎え入れてくれるというのか」

　父が死に、屋敷の外へ自由に出られる身分になって初めて、カシュヴァーンは知った。領主の一人息子がメイドの血を引くことは、領地内では公然の秘密だったことを。

　だからレジオールは、かたくなにカシュヴァーンを家の外に出さなかったのだ。本来公爵家で働くような身分ではないトレイスたちを雇い入れたのも、父母の死により共同体との繫がりが薄うすくなり、領主家にまつわる話を知らなかったからだった。

「それは……神ならぬ身には、分かりません。ただ、そうであることを願っております」

「なかなかの詭き弁べんだ。お前、教団に名字を捧ささげているらしいな？　まさか本当に、聖職者になる気じゃないだろうな」

　トレイスは一時期本気で教団入りを考えていたらしく、聖職者の第一歩として名字を捨てている。

「そんなことは許さない。お前はずっと、俺の側にいるんだ」

「……私も……それを願っております」

　胸苦しさを堪えるような表情でつぶやいた後、トレイスは切せつ羽ぱ詰つまった眼をしてカシュヴァーンを見上げた。今や二人の身長差は頭半分ほど開いており、年々強こわ面もてが目立ち始めたカシュヴァーンのほうがかなり年上に見える。

「ですが……ですがカシュヴァーン様、最近のあなたのなさりようは、あまりにも……!!　確かに言葉で言って聞かせても、聞き入れない者はいるでしょう。しかし、最初から対話を試みないのは……!!」

「ああそうだ。俺は言葉も論理も通じない、どうしようもない化け物を倒して、リリアの仇かたきを取ってやったんだ」

　リリアの名を口にするのも何年ぶりだろう。トレイスの顔色が変わったが、意図的に無視して続ける。

「俺は神など信じていない。そんな存在が本当にいるのなら、親父にも、親父を殺した俺にも、とっくに天罰が下っているはずだ」

　けれどマリアンヌは、きっと最期の瞬間まで神を信じていた。

　だからカシュヴァーンは父を殺した後、昔自分の家庭教師をしていた〈翼の祈り〉の聖職者を訪ねたのだ。哀れなマリアンヌのために、至高き国へ飛べるだけの翼を与えてほしいと。

　するとその聖職者は、にべもなくこう言ってのけた。

　──お言葉ですが、カーシュぼっちゃん。領主様の情けを受けたと勘違いしていたあのような薄汚い女を、本気で救おうとお思いで？

　──ハルバースト家の財産では、とても賄まかないきれませんよ。アレでもあなたの母親だ、どうにかしてやりたいお気持ちも分かりますが、少し頭を冷やせばいかがですか。

　神様なんかいやしない。

　あんな男に聖職者を名乗らせて、放置しているような存在を神とは呼べない。

「し、しかも……最近頻ひん繁ぱんに、ラグラドールの方々とお付き合いされているとか」

「ああ、バルロイな。お前は奴らが苦手のようだから、顔を合わせないようにしてやっているが」

　これでも気を遣っているんだぞ、と少し笑っても、トレイスの表情は晴れない。

　シルディーンの北に位置し、アズベルグとは領地を接する小国ラグラドール。アズベルグよりさらに厳きびしい荒野ばかりのその土地では、ほとんどの作物がまともに育たない。よって国民の九割が、他国で戦う傭兵業に従事して生計を立てている。

　シルディーン人に雇われることも多い彼らは、玄げん関かん口ぐちとなるアズベルグにもしょっちゅう訪れる。状況次第でたやすく強盗団と化す傭兵たちは、主に農民たちに甚じん大だいな損害を与えていた。

「誤解するなよ。俺は聖女が気に入らないから、奴らの女神に乗り換えようという訳じゃない。見て見ぬふりで被害を拡大させるより、話が分かるやつと交こう渉しようを行い、妥だ協きよう点てんを探したほうがいいと判断しただけだ」

　レジオールの領主時代、傭兵たちはアズベルグ内で好き放題に振る舞っていた。貴族たちは自衛にばかり熱心で、農民層への対策を全く行わなかったからだ。

　業ごうを煮やしたカシュヴァーンは、自みずからラグラドール人に接近。最初は鼻にも引っかけられなかったが、最近は有力な傭兵団長であるバルロイ・レクサンドールと友好関係を築きずきつつある。

「大地の女神」信仰のせいか、女好きだが女を尊重するバルロイのおかげで、傭兵たちは以前と比べればぐっとおとなしくなった。戦士としても名高い彼は、高い授業料を要求はしてきたが、今度剣の稽古もつけてくれるという。

　いいことずくめだとカシュヴァーンは思っているが、トレイスの訴うつたえはやまない。

「しかし、アズベルグの民にとって、傭兵たちへの不安は根強いものです。あなたがラグラドール人にこの地を売り渡す気ではないかと、心配する人々がいます。どうか、きちんとした説明を……!!」

「メイドの血を引く卑しい成り上がり領主。そんな俺の説明を、誰が求めていると思う？」

　なおも続きそうなトレイスの訴えを、カシュヴァーンは一刀両断した。その眼は、父を殺したあの日のように暗く光っている。

「言いたい奴には勝手に言わせておけ。結果が出てから話してやればいい。アズベルグの連中は保守的だから、一度決まったことには唯い々い諾だく々だくと従うさ。そういう奴らだ」

　自分が領主となると宣言した時も、母方の姓を名乗った時も、〈強〉公爵なるふざけた地位を国王に認めさせた時もそうだった。あれこれ陰で文句を言うが、結局慣れて、流されてしまう。

　レジオールに女たちを次々と差し出して、一時の平和を得ていた時から何も変わっていない。

「あなたが治める民に対し、そういう言い方は……!!」

「では、親父が俺よりましな統とう治ちをしていたとでも？」

　ひとりめげないトレイスを、怪物のまなざしで黙らせる。

　一瞬怯ひるみを見せたものの、気き丈じように見返してくるその眼は昔と全く変わっていない。幼馴染みのように、兄弟のように育った、カシュヴァーンのたったひとりの理解者。

「トレイス。信じられるのは、もうお前だけだ。──俺の期待を裏切るな、分かったな」

　瞳を合わせ、きつくその肩を摑み、友人としての想いもこめて言い含める。

「……努力します」

　トレイスはうつむきがちに、それだけ応こたえた。







　俺の期待を裏切るな。

　そう口にしてから、半年も過ぎただろうか。

　身を切るように冷たい夜風に乗って、アズベルグ各地に生えた「肥料要らず」の甘い匂においが漂っている。赤あか紫むらさきの葉に猛毒を蓄たくわえたこの植物は、獣けもの避よけとしてもよく使われているものだ。

　小さな農村の隅にあるトレイスの実家も、「肥料要らず」の垣根に取り囲まれている。その戸口に、カシュヴァーンはひとりで立っていた。

　二度、ゆっくりと扉を叩たたく。風の音以外に返事はない。

「今夜が最後だ、トレイス」

　夜風よりなお冷たく、カシュヴァーンはつぶやいた。

「今までのことはすべて許してやる。心を入れ替え、改めて俺の忠実な部下となることを誓った上で、屋敷に帰って来い」

　返事はない。わずかな間を置いて、カシュヴァーンは淡たん々たんと続けた。

「繰り返す。今夜が最後だ、トレイス。『アズベルグの暴君』と呼ばれる俺が、いくらお前相手といえ、これ以上の譲じよう歩ほはできない」

　きっかけは数ヵ月前のことだった。秋の豊作を願う祭りの最中、珍しく浮かれ騒ぐ人々の眼もはばからず、カシュヴァーンはひとりの貴族を斬きり捨てた。

　無論、カシュヴァーンにも言い分はある。あらゆる手を使って徴税を逃のがれようとしていたその貴族は、再三の呼び出しをのらりくらりとかわし続けていた。

　やっと見つけたと思ったら、祭りの席で酔っ払い、くりぬいたかぼちゃをかぶって踊おどっていたのだ。「まあまあ、めでたい席なのですから」とほざいた瞬間、カシュヴァーンはためらいなく剣を抜いていた。

　メイドの血を引く成り上がり、「ハルバーストの薔薇屋敷」に住まう怪物の子。前領主時代に甘い汁をすすっていた連中を中心に、いまだに陰口を叩かれているのは知っている。

　舐なめられたら終わりだ。絶対の力を、強さを示すことが必要なのだ。トレイスも理解してくれていると思っていた、それなのに。

『あなたはお父上と同じ眼をしている!!』

　再び賑にぎわい始めた祭りを後に、屋敷に戻ろうとした時、トレイスはそう叫んで姿を消したのだ。

「返事もなしか。つまりはそれが、俺の譲歩に対するお前の返事という訳だな」

　小さく息を吐いたカシュヴァーンは、扉の向こうを見み透すかすように瞳を細めた。

　当初、トレイスの怒りは一過性のものだと思っていた。頭を冷やせばすぐに戻るとたかをくくっていたのと、彼から父と同じだと言われたことがあまりにも腹立たしくて、捜さがしにも行かなかった。

　だが、次の日の昼になってもトレイスは戻らない。さすがに心配になったカシュヴァーンは、あくまで領地内の見回りのついでだと自分に言い聞かせ、様子を見に行った。

　呆気なく、その姿は見つかった。ハルバースト家に仕え始めて以来、年に一度戻るか戻らないかの実家で、トレイスはひとり暮らしを始めていた。

　ほっとしつつも、カシュヴァーンは幼馴染みを怒鳴りつけた。何をやっている、さっさと帰ってこい。

　しかし、トレイスは頑がんとして命令を拒否した。

　かっとなったカシュヴァーンが手を上げても、その意志に変化はなかった。そして気がつけば、もう数ヵ月。

「よく分かった」

　右手で腰の剣を抜き、左手で扉を開く。

「今夜は、お前の死体を引きずって帰るとしよう。最愛の姉と一緒に埋めてやる」

　そう宣言して室内に踏み入ったカシュヴァーンは、眉根を寄せて立ち止まった。

「……いない？」







　家にいないとなれば、トレイスの居場所として考えられるのはひとつ。小さな村の中で一番大きな建物、〈翼の祈り〉の聖堂だ。

　子供の頃に父母を亡くしたトレイスたち姉弟にとって、そこに住む聖職者たちが与えてくれる施ほどこしはひどくありがたいものだったとか。その素そ朴ぼくな原体験が、トレイスの信仰心の源みなもとなのだろう。

　石作りの聖堂の上部、翼を広げた聖女アーシェルの像の前にひれ伏し、トレイスは一心不乱に祈っていた。

「神よ、聖女アーシェルよ、どうかカシュヴァーン様をお救い下さい」

　絞しぼり出すような呼びかけに、剣を携たずさえたまま聖堂に入ろうとしていたカシュヴァーンは思わず立ち止まる。

「分かっています、今のあの方は神も聖女も信じてはいない。祈りなど腹の足しにもならないとお思いでしょう」

　真夜中の肌寒い聖堂内には、本職の聖職者でさえすでにいない。あるいはトレイスが人払いを依頼したのかもしれないが、ひとり祈るその姿は侵おかしがたい強さを感じさせた。

「ですがカシュヴァーン様は、望んで暴君と化したのではない。本来はご自分より弱い者を捨て置けず、理り不ふ尽じんな行いを許せないまっすぐな方なのです。しかしもう、私の言葉も届かない。あの方を正しき方向へと導けるような人間は、この世にはいない……!!」

　無力を嘆く声には、涙が交じっている。この間立ち上がれなくなるまで殴った時にも、彼はただ堪えているだけだったのに。

「畏おそれ多くも一度は聖職を目指した身として、お願いいたします。カシュヴァーン様をお救い下さい。私が二人分祈りますから、たとえこの身が水底に沈んだとしても、あの方だけはお助け下さい……!!」

　祈り続けるトレイスからふいと眼を逸らし、カシュヴァーンは一歩下がった。

「余計なことを」

　どれほど祈ったところで、神も聖女も人の祈りなど聞き届けはしないだろう。

　人の祈りを、願いを、理解できるのは人間だけだ。

「お前みたいな神狂いのことは、もう知らん」

　剣を鞘さやに戻し、拳を握って、神と聖女と友達に背を向けた。
















「……もう、知らん」

　上を向いて祈るのではなく、隣となりで笑っていてくれればよかったのに。







　トレイスまで屋敷からいなくなって、さらに数年の月日が流れたある日。

「いろいろ考えたが、やはりアリシア・フェイトリン嬢じようを妻に迎えると決めた。準備を始めろ」

　文ふ机づくえの上に散らばった花嫁候補の肖しよう像ぞう画が。そのなかのひとつ、眼鏡めがねをかけた地味な少女の姿を指し示すカシュヴァーンに、最近雇い入れたばかりの部下は思わず聞き返す。

「よ、よろしいのですか」

「何がだ？」

　素そっ気けなく問われ、部下の青年はぎくしゃくと答えた。

「その……いろいろと、悪い噂うわさがある女性ですし……」

　遠回しな言葉に、黒い瞳が鋭するどさを増す。

　トレイスであれば、こういう時にはずばりと切り出してきただろう。普段の押しの弱さはどこへやら、食ってかかってくる様はたやすく想像できた。

『馬鹿なことをおっしゃいますな。なんの罪もない女性にそのような……、お父上と同じ真似をなさるおつもりですか!?』

　だが、彼はもういない。父も、母も、誰もいない。罰されることも、赦されることもない。

「──馬鹿か貴様は。悪い噂があるお嬢様だからこそ、俺ごときでも買い叩けるほどに値が下がったんだろうが」

　ひとりぼっちの暴君は冷笑し、冷さめた眼で肖像画の少女を見下ろした。

「死神姫だろうが水底の国の姫だろうがどうでもいい。俺は下らない噂など信じていない」

「し、しかし、腐くさっても地方伯の娘を娶めとるとなると、いろいろ問題が……また貴族たちも騒ぎ出すでしょうし……」

　これ以上面倒ごとを起こしたくない。そんな態度丸出しの部下に、カシュヴァーンは冷笑で応じた。

「心配はいらんさ。このお嬢様からは、家柄と名めい誉よだけをいただければいいんだ。だから結婚の事実さえ作ってしまえば、後はどうでもいい」

　散々使い回しているのだろう。表面にひび割れが走り始めている「死神姫」の肖像画を、剣だこの目立つ指がゆっくりと撫でる。

　良き花はな婿むこ探しの場である舞踏会に出ることすら叶かなわず、せめてと差し出す肖像画にも満足な金をかけてもらえないあたりからも、逼ひつ迫ぱくした財政状況がうかがえる。かつての栄えい誉よも栄えい華がも失い、最早血筋以外売るもののない哀れなお姫様。

　同情など感じない。弱者は強者に踏みしだかれるのが運命だ。無知で無力な子供だった、かつての自分のように。

「手を焼くようであれば、最悪すぐに殺してしまえばいい。その後は『花嫁は風土が体に合わず、ずっと臥ふせっている』とでも永遠に言っておけばすむ」

　未来の花嫁の喉元あたりに手を置いて、カシュヴァーンは冷たく笑った。過去この屋敷に君臨した怪物そのものの表情を見て、部下は飛び上がって敬礼する。

「わ、分かりました、ただちに準備を始めますので!!」

　たぶん、ここから逃げ出したかっただけなのだろう。大たい義ぎ名めい分ぶんを叫びながら、部下はあっという間に去って行ってしまった。

「部下を見れば、上司の質が分かると言うが……」

　おそらくさっきの部下も遠からず、ここから逃げ出すだろう。最近入った使用人の中で骨がありそうなのは、この自分に色目を使うというたくましさを持つメイドのノーラぐらいだ。

　誰も彼もが離れていく。

　それはもうただの事実で、傷つくような可か愛わいげは失って久しい。

　ほんの少しだけ、古い傷がうずくような感覚もあったが、それだけだ。自じ虐ぎやく的てきな疼痛を楽しむように口の端に笑みを浮かべ、未来の花嫁に向かって甘くささやいた。

「案外短い付き合いになるかもしれんが、よろしく頼むぞ、我が妻よ」

　死神姫、アリシア・フェイトリン。眼が三つあり山より大きい、あるいは青白き月のごとき美び貌ぼうを誇るなど、馬鹿げた噂はたくさん聞いている。

　眉まゆ唾つばものの伝聞を笑い飛ばせば、残るのはただのか弱いお姫様。さっきの部下にうそぶいたように、彼女との付き合いも短期間で終わる可能性は高い。

　ついに先代のように女漁あさりを始めたのかと、怒れる貴族たちや領民たちに、自分が滅ほろぼされるのが先かもしれないが。

　それとも神と聖女を奉ほうずる例の連中が、介かい入にゆうの糸口を見つけて押し寄せてくるほうが先だろうか。

　己の野望を遂とげるため、いたいけな少女を金で買った罰。神罰だ、天罰だと、彼らは嬉しそうに叫ぶだろう。

　──あるいは本当に、天がこの身を裁くようなことがあるだろうか？

「望むところだ」

　薄い笑みを口元に浮かべ、灰色の雲に覆おおわれた窓の外を見やる。空の一番上の国、あそこから神様はいつも見守って下さっているんですよと、本当の母は幸せそうに何度も語ってくれた。

　なら彼女が死んだ時、神は昼寝でもしていたのか。

「本当に神や聖女がいるのなら、天罰ぐらいくれてもいいだろう……？」

　貴様らを信じ抜いた母を救わず、父という名の怪物を放置していたその手で、無む慈じ悲ひに罰を下せばいい。

　失うものなど、もう何もないのだから。







　そろそろ花嫁が到とう着ちやくする刻限だ。出迎えのため、数少ない使用人のすべてが一階の広間に集まりつつある。

　階上からそれを眺めていたカシュヴァーンに、見事な赤毛をなびかせた美女が話しかけてきた。勝手にカシュヴァーンの愛人を名乗っているメイドのノーラだ。

「ほほほほほ、ついにこの日が来ましたわね、カシュヴァーン様っ!!」

　やたらと気合いの入った彼女に、カシュヴァーンは苦笑を覚えながら釘くぎを刺さした。

「ああ、そうだな。しかし、ずいぶん意気込んでいるようだが、ノーラ？」

「ええ、ええ、分かっております。今さら死神姫との結婚を、お止めしたりはしませんわよ」

　カシュヴァーンがいきなりあの死神姫と結婚する、と使用人たちに宣言した時から、ノーラは毎日のように馬鹿な真似はやめるようにと訴えてきた。

　無論、カシュヴァーンを心配している訳ではない。自分が正妻の座につけないからだが、いけ図ずう々ずうしい態度を取るメイドを見ていると、カシュヴァーンの心は不思議に安らぐ。

「ですが、私は正せい妻さいの座を諦あきらめた訳ではありませんからッ!!　ふんっ、何が死神姫よ、せいぜいが没落を認められない高こう慢まんちきなお嬢様というところでしょう!!　ちょっと冷たくしてやれば、きっと泣きながら逃げていきますわ!!　結婚した後ならどう扱っても構いませんわよね、カシュヴァーン様!?」

「……ま、ほどほどにな」

　捨て台詞ぜりふを浴びせ、一階に下りていく彼女を見送って、カシュヴァーンは屋敷の外に眼をやった。灯あかり取りの小さな窓から覗く空は相変わらず灰色の雲に満たされており、とても婚こん儀ぎに相応ふさわしい天気ではないが、「アズベルグの暴君」と死神姫の門出には相応しいだろう。

「しかし、一体どんなご令嬢なんだろうな。肖像画を見た限りでは、どう見ても普通の少女だったが……しょせん絵は絵だ。実物を拝おがまんことには、なんとも言えないな」

　どうせなら、青白き月の如ごとき美少女であってほしいものだ。勝手なことを考えながら、カシュヴァーンは身み支じ度たくを調えに自室に向かった。

　人生最大の宝物を手に入れてしまう喜びと恐怖を、この時の彼はまだ知らなかった。
















　シルディーン王国中央部、始祖王エルナンドの名を冠かんするエルナンド地方。

　そのさらに中央に位置するシルディーン王宮の広々とした露ろ台だいにて、新女王エルティーナ・フィラル・ド・シルディーンの即位の儀ぎはつつがなく終了した。柔やわらかな春の日差しに輝かがやく彼女の金きん髪ぱつに宝冠を授さずけたのは、国教〈翼つばさの祈いのり〉の象しよう徴ちようである元聖女アーシェルであり、〈翼の祈り〉の代表者となった少女、クロエだ。

「新女王陛へい下か万ばん歳ざい！」

「エルティーナ様万歳!!」

「新生シルディーンに栄光あれ!!」

　歓かん呼この声に合わせ、珍めずらしい紫むらさきの瞳ひとみと同じ色のドレスに身を包んだエルティーナが絹きぬの手袋に包まれた手を振った。途と端たんに、詰つめかけた城下町の人々からさらなる歓声が上がる。

　他国にまで影響を及ぼした内乱は終幕を迎むかえたものの、騒そう乱らんの気配は完全に静まった訳ではない。だからこそ民衆は熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを示すことによって、新しい時代が来たと己おのれに言い聞かせているようだった。







「エルティーナ様、とってもとってもお金のかかった、すてきなお衣い装しようですわね……」

　他の参列者と一緒に露台の入口に立ち、女王の華はなやかな姿を見つめてうっとりしている亜あ麻ま色いろの髪かみの少女はアリシア・ライセン。一見眼鏡めがね以外特とく徴ちようのない地味な容姿だが、その実体は「アズベルグの暴君」と再婚したばかりの「死神姫」だ。

　美しい衣装に眼を奪うばわれるのは年頃の乙女らしいが、主に金銭に偏かたよった感想は相変わらずである。その夫も、似たような感想を漏もらした。

「クソ国王に国庫を空からにされた状態では、衣装といい式典の準備といい、痛い出費だろうがな。だが、戴たい冠かん式しきで見み栄えを張らない訳にもいくまい。ご苦労なことだ」

　盛服でも黒ずくめに変わりのない長身の青年は、アリシアの夫であるカシュヴァーン・ライセン。元々老ふけ顔で強こわ面もてなのだが、「クソ国王」につけられた傷を隠かくすための眼がん帯たいのせいで、一層近寄りがたい空気を醸かもし出している。

「そうですわね、女王陛下のお召めし物は、国家の状況を示すものですもの。宣伝費と考えれば、むしろ安上がりと言えるかもしれないですわ」

　香こう木ぼくで作られた上品な扇おうぎで顔を隠しながら微笑ほほえむ銀ぎん髪ぱつの少年は、アリシアとカシュヴァーンの「息子むすこ」であるルアークだ。

　ただし薄うす化げ粧しようを施ほどこし、清せい楚そな青いドレスを詰め物で整えたその姿は、楚そ々そとした貴族の令れい嬢じようにしか見えない。「死神」とあだ名される元暗殺者がそのままの姿と名前で公おおやけの場に出ると、何かと面倒が起こるからだ。

『女王陛下はルアークのままでいいって言ってくれたみたいだけど、滑すべり出しにけちつけちゃ申し訳ないからね。そういう訳で、アズベルグ地方に住まう貧びん乏ぼう貴族のルシアナ・ニードリー、復活ですの』

　器用に高い声を作り、彼はそう言ってのけたのだ。見事な女装姿にアリシアは「すてきよルアーク、前よりきれい！　その技わざは稼かせげるわ!!」と瞳を輝かせ、カシュヴァーンは「……お前変な趣しゆ味みに走ったりしていないよな？」と心配していた。

「さて、堅かた苦くるしい式はお終しまい。しばらく休きゆう憩けいしてから、後はすてきな夜をみんなで楽しみましょう」

　ひととおりの挨あい拶さつを終えたエルティーナは疲れた様子も見せずに、露台に集つどう人々に微笑みかけた。

　現在シルディーン王宮には「クソ国王」ゼオルディスを実際に打ち倒したライセン家一行を含ふくめ、今後の国政に関わる人々が国内外から集まっている。今夜は彼らをもてなすための、豪ごう華かな舞ぶ踏とう会かいが開かれるのだ。







「お疲れ様ですカシュヴァーン様、アリシア様、ええと……、ルシアナ様。舞踏会まで少し時間がありますので、今お茶の用意をしますね」

　与えられた客室に移動すると、穏おだやかな顔立ちの金髪の青年が出迎えてくれた。カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じのトレイスだ。

「ああ、そうだな。茶ならお前が淹いれても……いや、なんでもない」

　彼に上着を預けながら、カシュヴァーンは気の毒そうに眉まゆをしかめる。

「しかし、舞踏会か……ここでまたもや散財とは、王室運営も楽ではないな」

　目立った産業もない辺境アズベルグの領主であり、税収確保に汲きゆう々きゆうとしている身としては他人事ではないのだろう。金の話が大好きなアリシアも、贅ぜいを凝こらした室内を値ね踏ぶみするのをやめて眉根を寄せる。

「元々王家は財政難ですものね。しかもゼオ様の国王時代に、特に農民層や新しん興こう貴族層は相当税率を上げたはずですもの。これ以上、急に税を増やすこともできないでしょうし……むしろ下げないと」

　前王ゼオルディスの愛称を無意識につぶやくと、カシュヴァーンがぴくりと眉を上げた。妻が腰掛けた長なが椅い子すに音を立てて腰を下ろし、低い声を出す。

「……アリシア？　俺の前であいつの話をするなと、言ったはずだが」

　追放されて戻って来てからというもの、カシュヴァーンは一時期の慎しん重ちようさが薄れ、癇かん癪しやく持ちと言われる部分が復活してきていた。ただしアリシアに対しては、嫉しつ妬とを即接せつ触しよくの口実に使うという形で現れる。

「言いつけを守らない悪い妻には、お仕置きが必要のようだな」

　それは悪い顔でのつぶやきに、トレイスが「カシュヴァーン様、王宮に来てまで何をなさるおつもりですか!?」と慌あわて始めた。しかし生あい憎にく、肝かん心じんの愛妻は金の計算に夢中だ。

「ああ、でも、前国王時代に横暴な振る舞いをした方からならがっぽり取れそう……！　このたび領主に昇格した方は、エルティーナ様のためにがんばって稼いで下さるだろうし……それにあんなに美しい女王陛下なら、お姿を入れた品物など作れば、きっと飛ぶように売れるわ……！　新生〈翼の祈り〉にも協力してもらって……!!」

　ときめきが止まらない妻にさらに体を寄せながら、カシュヴァーンは「俺は品物よりお前本体が」などとささやこうとした。

　だがその瞬しゆん間かん、向かいに座ったルアークが扇の陰かげからいつもの口調で話を戻す。

「まあでも、ここできっちり一致団結しておかないと、ねぇ？」

「……そうだな。水面下では、女王にいい顔をしない連中もいるようだし」

　トレイスにものすごい眼で睨にらまれたこともあり、カシュヴァーンは妻へのお仕置きをいったん断念した。

「あら……エルティーナ様が王位に就つくことについて、よく思っていない方がいらっしゃるんですの？」

　エルティーナの名前にアリシアが反応すると、ルアークは紅べにを引かれた唇に苦笑を浮かべる。

「なにせシルディーンの歴史には女王が少ないからね。頭が固い人たちと、この機に乗じてあわよくば自分が……なんて夢見てた人たちが半々ってとこかな。あ、俺は無む慈じ悲ひな女王様に踏みつけられるのが大好きだから、むしろ大歓迎だけどね？」

　にっこり微笑むルアークに、アリシアも無む邪じや気きな信頼を示した。

「まあ、そうなの。でもルアークがいてくれるのなら、いざという時も大丈夫ね!!」

「あははは、暗殺者に何させるつもりなのアリシア？　ま、アリシアとエルティーナ様のお願いなら、腕うでを振るわないこともないけどぉ」

　際きわどい会話を、トレイスがやんわりと制止した。

「ルアーク、それにアリシア様もカシュヴァーン様も、危険な話題はお控ひかえ下さい。おっしゃるとおり、女王陛下の足あし下もとはまだ不安定なご様子。どこに人目があるか分かりませんし」

「そうね、ごめんなさい、トレイス」

　常に悪気はないアリシアは素直に謝った。

「あら、わたくしも配はい慮りよが足りませんでしたわ、トレイス様。……ふふ、でも普段は控えめなあなたに、そんな風にたしなめられると……ちょっとどきっとしちゃう」

　たちまち少女の声に切り替えたルアークが流し眼を送ると、トレイスはあたふたと顔を逸そらす。初う心ぶな反応に微笑んだルアークは、ちらりとアリシアたちを見てから立ち上がった。

「では、トレイス様にお二人の暴走を止める役目を期待して、わたくしは少々情報収集などして参りましょう」

　窮きゆう屈くつなドレス姿でどんな魔法を使ったものやら、彼はたちまち姿を消した。

　働き者の「息子」を見送り、カシュヴァーンもばつが悪そうにため息をつく。

「……いかんな。どうも俺たちは、華やかな席でもつい無ぶ粋すいというか、即物的な話をしてしまう。トレイスの言うとおり、せっかくのめでたい席で暗い話題はやめよう。この顔で暗殺云々と話していると、俺が女王陛下に叛はん意いがあると思われかねない」

　カシュヴァーンは、誤解を受けやすい自分の容姿を自覚している。他意あっての戯ざれ言ごとではなかったのだが、アリシアはちょっとしょんぼりしてしまった。

「アリシア？　どうし……、ああ」

　妻の反応の意味に気づき、カシュヴァーンは苦笑いした。

「別にこの傷のことを自じ嘲ちようしたんじゃないぞ？　大体俺が二十二で三十三に見られるような、老け顔の強面なのは元々だろう」

　額ひたいから左眼を通り頰ほおにまで達した傷は、現在黒革の眼帯に覆おおわれている。傷口はすでにふさがり、とうの昔に痛みなどないことは分かっているけれど、意識するといろいろ思い出してしまうのだ。

　カシュヴァーンの表情まで曇くもったことに気づいたアリシアは、慌てて夫を褒ほめた。

「あの、でも、大丈夫です。だってカシュヴァーン様は、いつだってかっこいいですから!!そのすてきな眼帯のおかげで、ますます山さん賊ぞくの首しゆ魁かいのようにおなりですし!!」

「……まあ、お前の趣味は知っている」

　ろくでもない例えに苦笑いしながら、カシュヴァーンは不意にぐっとアリシアの肩かたを抱だき寄せた。

「しかし、お前に何度『かっこいい』と言われても嬉うれしいな。……もっと言ってくれ」

「……あっ」

　いきなり耳元に甘い声を吹き込まれたアリシアは、「おなかが痛い」感覚を堪こらえながら小さな声で繰くり返す。薄い胸の奥をうずかせるこの感覚を与えてくれるのは、やっぱり彼だけだ。

「か、かっこいい、です……」

「もっと」

「す、すすすす、すてき、です……とっても、とってもすてきで……」

「すてきで？」

「す……す、すす、好き……」

「俺は愛してる」

　耳たぶに柔らかいものが触ふれた。そこに唇くちびるを落とされたことに気づき、真っ赤になって震ふるえているアリシアを、カシュヴァーンはさらに追い詰めようとしたが……

「カシュヴァーン様、私は危険な話題をおやめ下さいと申し上げたのであって、破は廉れん恥ちな行こう為いを推すい奨しようした訳ではないんですよ……？」

　熱い茶が載のった銀ぎん盆ぼん片手のトレイスが地を這はうような声を出したので、とりあえず動きを止める。

「……そうだな」

　追放以前なら、ここで諦あきらめて終わりだっただろう。しかし成長を遂とげたカシュヴァーンは、まず彼が手にした盆を受け取り、卓たくの隅すみに置いた。

　そして立ち上がり、優しくトレイスの肩を叩たたき、問答無用で部屋の外に向けて押しやる。

「あ、あの、カシュヴァーン様？」

「トレイス、招しよう待たい客きやく側がわの召めし使つかいであるお前に招待客の世話をさせるあたり、女王陛下は本当に資金不足に悩なやんでいらっしゃるようだ」

「は、はい、ですから私が、ル……シアナも言っておりましたとおり、女王陛下にご迷めい惑わくをおかけしないよう、あなたを見張る必要がですね」

　必死に足を踏ん張るトレイスだが、力でカシュヴァーンに敵かなうはずがない。その上カシュヴァーンは、言葉でも彼を揺ゆさぶった。

「トレイス、陛下の窮きゆう状じようはお前も察しているだろう。俺を新女王に力を貸すこともできない、狭きよう量りような主人にするつもりか？　さあ、舞踏会の準備を手伝ってこい」

「いや、たとえ度量が広くても破廉恥なのは……ああ、いえ、いいです、では、行って参ります!!」

　口でも負けたトレイスは、やけくそのように叫さけんで出て行ってしまった。

「あ、トレイス……！」

　長椅子の上で呼吸を整えていたアリシアを尻しり目めに、無情に扉とびらが閉まる。

　二人きりになったことを確信したカシュヴァーンは、満足そうな表情で妻を振り返った。

「さて、アリシア。やっと二人きりになれたな」

　黒革の眼帯だけでなく、その表情は正しくお姫様をさらってきた山賊の首魁だ。

　ただし「死神姫」の眼には、真っ白な光を発するほどにかっこよくしか見えない。

「……あ……」

　高まる「おなかが痛い」に、はしたない期待に、薄い胸はつぶれてしまいそうだ。思わずあえぐように息を吐はけば、カシュヴァーンはわざとゆっくりした足取りで近づいてくる。

「これで邪じや魔ま者ものはいなくなったな。時間制限があるのもかえって燃えるじゃないか」

「あ、あの、お茶、冷さめますわ、茶葉、高いのに……、あっ!?」

　話を逸らそうとしたアリシアの上に、カシュヴァーンが伸のしかかってきた。どっしりとした長椅子が、二人分の重みを受けてぎしりと軋きしんだ。

「さあ、囚とらわれのお姫様……まずは何をして遊ぼうか」

「……あ……」

　くいとあごを取られ、近すぎる距きよ離りにおののいてしまう。本当に山賊に捕つかまったお姫様のように、なすすべもなく引き寄せられた瞬間、

「──ははははは、本ほん性しようを現しましたね、この野郎!!」

　扉の外で聞き耳を立てていたらしい。声高らかに戻ってきたトレイスの顔を見て、カシュヴァーンは捕まった山賊の首魁のようにがっくりと頭こうべを垂れた。お前も成長してくれて嬉しいよ、とつぶやきながら。







　休憩時間を説教で潰つぶされてしまったライセン夫妻は、まだつんとした表情のトレイスに先導されて舞踏会会場までやって来た。王宮二階、これまでも何度か訪れたことのある「光の翼の間」だ。

　開場して間もないはずだが、広々とした室内はすでに人でいっぱいだった。活気に満ちた空気に酒と料理と飾かざられた花と香水の匂においが入り交まじり、むせ返りそうだ。

「では、私は給仕の手伝いをして参りますので。いいですか、くれぐれも！　ここは王宮であることをお忘れなくッ!!」

　最後にじろっとカシュヴァーンをひと睨みしたトレイスは、他家の執事や従じゆう僕ぼくたちの集団に交じっていった。

「お前こそ、ここが王宮だということも、俺が自分の主あるじだということも忘れてやしないか……」

　大声に顔をしかめるカシュヴァーンの横で、アリシアはきょろきょろするのに忙しい。

「ああ、やっぱり皆様、すてきなお衣装……」

　以前のように「怪かい奇き」が主題の仮か装そう舞踏会などではないので、集まった紳しん士し淑しゆく女じよたちはみな通常の正装である。悪あく霊りようペーペルザーの仮装に比べればアリシアの眼は惹ひかないが、金のかかった衣装の数々にはため息が漏れてしまう。

「すてきな衣装が、欲しいか？」

　本日二度目の衣装に対する発言を聞き留とめ、カシュヴァーンが言ってくれた。しかしアリシアはあっさり首を振る。

「いえ、自分で着たい訳ではありませんの。もしいただけるのでしたら、すてきな衣装一着のお金で、安くて丈夫なドレスを何着かいただけたほうが嬉しいです」

「そう言うと思った。しかしたまには、存分に着飾ったお前も見てみたいな」

「あら、そうですか？」

　意外な言葉に驚いたアリシアは、自みずからのドレスを見み下おろした。

　淡あわい杏あんず色いろと白でまとめた可か愛わいらしいドレスは、安物ではないが最上級品という訳ではない。宝石の類たぐいにもほとんど関心がないので、カシュヴァーンの愛の証あかしである結婚指輪以外は真しん珠じゆの首飾りと耳飾りをつけているだけだ。

「まあ、そうだったんですね。じゃあ、ノーラに相談してみようかしら……」

　自分の容姿などさほど気にしたこともないアリシアだが、カシュヴァーンには「可愛い」と思われていたい。どうしよう、会場のどこかにいるはずのノーラに見立ててもらおうかともじもじしていると、急にカシュヴァーンの声がすぐ耳元で聞こえてきた。

「そして、着飾ったお前と十分戯たわむれた後、何も着ていないお前と別の戯れをしたい」

「……ひゃっ!?」

　すっかり油断していたアリシアは、いつの間にかカシュヴァーンに距離を詰められていたことに気づいた。おまけにもじもじ考えている間に、扉の脇わきの柱の陰に連れ込まれてしまっている。

　長身で体格のいい夫に視界をさえぎられ、もうアリシアには彼の姿しか見えない。おまけにその姿自体、白く発光しているようでよく見えない。

　ただ、夫がとてつもなくかっこいいことだけが分かる。だから、うろたえてしまう。

「なあ、前に王宮に来た時にも、俺がお前に迫せまったことを覚えているか？」

「い、いいいええええ、わ、私、眼が、悪くて」

「眼が悪いことと記き憶おく力りよくは関係ないだろう。こら、逃にげるな」

　訳も分からず、脇をすり抜けようとするアリシアを、カシュヴァーンが軽く押さえ込む。

「あの時は、初めてでこれはないと思い、やめたが……なあお姫様」

　折しも会場の奥には、舞踏会用の新たなドレスに着替えたエルティーナが登場していた。彼女に周囲の注目が集まっていることを知っているカシュヴァーンは、より大だい胆たんに誘さそいかけてくる。

「思えば再婚して以来、これが初めての遠出だ。つまりは再婚旅行だ。……刺し激げき的てきな夜を、期待してもいいんだよな？」

　左手を取られ、指輪がはまった薬指の先を軽くくわえられた。舌先がぬるりと肌はだをかすめる感かん触しよくに、わなないてしまう。

「あの、だめ……です、エ、エルティーナ様に、ご挨拶……」

「どうせ今頃、あの方には死ぬほど客が群がっているさ。少し時間を置いてから顔を出したほうが親切というものだ」

「きゃっ、ト、トレイス……!!」

　一気に「おなかが壊こわ」れてしまい、助けを求めるアリシアだが、カシュヴァーンはそれも計算ずみだ。

「ふふん、トレイスは今頃、最初の飲み物を配るのに忙いそがしいだろう。ほら、そんな顔をするな、ますます……うぉ!?」

　調子に乗って妻をいじめていたカシュヴァーンは、脇腹を襲おそった痛みに眼を見開く。

「もう、強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、ひどいですわ。わたくしを差し置いて、あまり奥様といちゃいちゃしないで下さいます？　嫉妬してしまいます」

　優美に微笑むルアークは、カシュヴァーンの脇腹に食い込ませた肘ひじをさっと戻した。そう強い力ではなかったが、的確に骨と骨の間を狙ねらった一いち撃げきは相当痛い。

「情報収集をするからと、姿を消したのはお前だろうが！　ル……、シアナ」

　忌いま々いましそうにつぶやくカシュヴァーンの腕の中、アリシアは赤らんだ頰を両手で隠しながらほっと息を吐いた。

「ま、まあルシアナ、また腕を上げた？　全く見えなかったわ」

「はは、アリシア、また眼が悪くなってる？　俺はこっちだからねー」

　小声でそう返したルアークは、アリシアの手を取って軽く引いた。

　一見自分の居場所を示そうというだけの行為だったが、カシュヴァーンは険けわしい眼をしてアリシアの手を引き戻す。

「おい、アリシアに近づきすぎだルシアナ、ちょっと離れろ」

「ああら閣下こそ、トレイスさんの胃にも悪いですし、公共の場であまり奥様とべたべたするのはお控えになったら？　わたくしと奥様は女同士ですから、なんの問題もありませんけど、って、おわっと!!」

　白しら々じらしい台詞せりふを、カシュヴァーンは力強い腕のひと薙なぎで封ふうじた。無論ルアークは身軽に避よけたが、アリシアは再び夫の腕に抱き込まれてしまう。

　まずは愛妻の身み柄がらを確保した上で、カシュヴァーンは平然と「愛息」に語りかけた。

「トレイスはとにかく、ほぼ関係者しかいない状況で、今さら元暗殺者だからといちいち遠えん慮りよする必要もあるまい。女王陛下もそうおっしゃっていたし、第一お前は俺たちの『息子』なんだぞ？　気き兼がねすることもないだろう」

「……ちぇー本当、腹立つ感じにかっこよくなって帰ってきたよねえ、あんた」

　追放から戻ってきて以来、カシュヴァーンはルアークに対しても愛情を示すことを惜おしまない。愛されることに慣れていない「息子」は、すねたように頰をふくらませた。

　だがすぐに、その眼は「死神」のものへと変化する。

「──でもさ、ちょっとばかり油断しすぎじゃない？　カシュヴァーン様」

　出会ったばかりの頃の呼び方でカシュヴァーンを呼ぶ表情には、薄化粧のせいか妙みような色気さえ漂ただよっていた。

「前にも言ったけど、俺があんたの『息子』兼恋こい敵がたきであること、忘れてないよね？　帰ってきたばっかの時は、あんたの腰が引けてたもんだから尻を叩いてあげたけどさ」

　軽けい薄はくそうに見えて誰よりも大人びた思考回路を持つルアークは、アリシアへの想いを抱かかえながらも、彼女の恋を見守り続けていた。父のように、兄のように。

　しかしカシュヴァーンの追放から始まった一連の騒そう動どうを乗り越え、腹を決めた様子である。自分たちが「家族」であることに間違いはないが、恋敵の立場も譲ゆずらないと。

　ルアークの本気を見て取ったか、対するカシュヴァーンの表情も「暴君」のものへと瞬時に切り替わった。

「無論忘れた訳じゃない。お前が最近、積極的に俺とアリシアのいちゃいちゃを邪魔していることにも気づいている。そして俺も、口先だけかっこよくなって帰ってきたつもりはない」

　山賊然としたカシュヴァーンと令嬢然としたルアークは、薄い笑みを口元に浮かべたまま見つめ合う。一見色っぽい構図だが、両者の眼は全く笑っていない。

「あの、カシュヴァーン様、ルシアナ……？　どうなさったの？」

　ルアークの気持ちにあまり気づいていないアリシアは、「父おや子こ」が最近急に仲良くなったり険悪になったりするのが不思議で仕方がない。

「いけませんわ、ここで騒さわぎなんか起こしたら、舞踏会のやり直しが必要になるかも……!!」

　そんなことになったら、どれだけの金がまた必要になるのか。考えるだけで恐おそろしくなり、青くなるアリシアの頭にカシュヴァーンがそっと触れた。

「だからこそ、こんなところで拳こぶしを交まじえようとは思わんがな」

「ま、そりゃそうだよね。エルティーナ様に対して失礼だし、あんたを失ったらアリシアも俺もかわいそうだし」

　いきなり険悪な雰ふん囲い気きを霧む散さんさせた二人の間で、きょとんとしているアリシアの耳に軽快なダンスの曲が聞こえてくる。

　気づけば楽団の演えん奏そうが始まっていた。ライセン一家が隅で騒いでいる間に、舞踏会は本格的に開始したようだ。

「でも、そうだな……そういや、選挙で王様を決めるような制度があるってさっき誰だれかが話してたな」

　何か思いついたルアークが、悪戯いたずらっぽくカシュヴァーンに話しかける。

「ねえねえおにいちゃん、じゃあさ、アリシアの王子様も選挙で決めない？」

「なんだと？」

　眼を丸くするカシュヴァーンに、ルアークは説明を始めた。

「どうせあんたはダンスもそう得意じゃないし、このまま挨拶回りに行くでしょ？　久しぶりに顔を合わせる人たちも結構いるしさ。ね、アリシアも、会いたい人がたくさんいるよね？」

「ええ、もちろん！　あとお食事もいただきたいわ!!」

　カシュヴァーンと違ちがい、両家の子女としてきちんとした教育を受けているアリシアはダンスは不得手ではないが、特別な思い入れもない。加えてラグラドールやクルセージュといった、文化の違う国からの招待客も多い本日の舞踏会では、シルディーンで流は行やっているダンスが分からない人間も多い。

　そのため本来なら最後に出される夜食が、最初からあちこちのテーブルの上に用意されているのだ。アリシアとしては皆が踊おどっているこの隙すきに、豪華な食事をたっぷり詰め込みたい。

「あ、うん、アリシアはいっぱい食べてていいからね。その間に俺とカシュヴァーンおにいちゃん、どっちがアリシアに相応ふさわしいか、ひとり一票で投票してもらうってのはどう？」

「……お前、何を今さら、馬ば鹿かなことを」

　呆あきれた顔をしたカシュヴァーンを、ルアークはすかさず挑ちよう発はつした。

「それとも勝ち目のない勝負は受けない？　いーよぉ、俺はそういうの、ちっとも卑ひ怯きようじゃないと思う!!」

　にっこりと、無邪気を装よそおい微笑むルアークをしばらく見つめ、カシュヴァーンは低い声を出した。

「──いいだろう。受けて立とうじゃないか」

「父子」の視線が絡からみ合い、ばちばちと見えない火花を散らす。そんな二人の真ん中で、アリシアは選挙につきものの賄わい賂ろに思いを馳はせつつ、高い料理を効率よく食べられる道筋を真剣に考えていた。

　と、そこへ、息せききってトレイスがやって来た。

「カシュヴァーン様、何やら破廉恥な気配を感じたので……あっ!?」

　日に日に察しがよくなる執事の肩を、カシュヴァーンが親密さをこめて抱く。

「なあ、トレイス、我が親友よ」

「は、はい？」

　説教しようと駆かけつけたのに、熱烈歓迎されたトレイスは眼を白黒させた。全く状況が分かっていない彼に、カシュヴァーンは短く質問した。

「俺だよな？」

「は？　あ、あの、放していただけないですか、カシュヴァーン様……？」

「いいから答えろ。俺だよな？」

「は、あ……え、は、はい」

　謎なぞの迫はく力りよくに押され、こくこくうなずくトレイスから、カシュヴァーンは満足そうに笑って手を離す。

「さて、まずは俺が一票だ。こいつは幸さい先さきがいいな、ルアーク」

「うん、挨拶に行く相手の話してたのに堂々と身内の票をむしる、あんたのそういうところは嫌きらいじゃないよ!!」

　ルアークも朗ほがらかに笑い、アリシアはトレイスに「一番高くておいしい料理はどこかしら？」と質問を始めて彼をますます混乱させた。







　たっぷり香こう辛しん料りようのかかった牛肉を幸福そうに頰張るアリシアに給仕をしながら、トレイスは困こん惑わくした顔をしていた。

「はあ、そうですか、そういう趣しゆ向こうで……」

　状況を説明されても、いまいち腑ふに落ちない様子だ。王族も貴族も直系男子の相続が一般的なシルディーンでは、選挙という概がい念ねん自体が馴な染じまないのだろう。

　しかし、無む下げに突き放すでもなく、優しい兄のような微笑みを浮かべる。そういう表情は、昔と全く変わらない。

「水みず臭くさいではないですか、カシュヴァーン様。先にそうおっしゃれば、私はもちろんあなたに清き一票を投じましたのに」

「トレイス……」

　さっきまで「破廉恥！」と吠ほえていたのが噓うそのような態度にカシュヴァーンが驚いていると、トレイスは照れくさそうにした。

「当たり前ではないですか。私はこれでも、あなたの一番の理解者を自認しております。あなたが奥様と出会い、どれだけ変わられたか……」

　過去を振り返る眼をしたトレイスは、幼馴染みの現在と未来を照らしてくれた少女をまぶしそうに見やる。

「アリシア様には本当に、どれだけ感謝してもし足りないと思っております。そうですよね、アリシア様……あ、申し訳ありません、足りないんですね？」

　せっせと牛肉を取り分けるトレイスの表情が、翳かげりを帯おびていく。

「まあ正直、決していい方向にばかり変化したとは思っておりませんが……それと、先ほど私を体ていよく追い払おうとされたこと、ちゃんと覚えておりますからね……？」

「あらトレイス、いくら私でもこんなに一度には食べられないわ。でも、そうね……包んでいただけるかしら？」

　怨おん念ねんと一緒に皿に山盛りにされた料理を見て、アリシアは図ずう々ずうしい願いを口にし、カシュヴァーンは露ろ骨こつに眼を逸らした。

「まあ、さっきはほら、な、実際舞踏会の準備には人手が……ああ、ティル、ノーラ!!」

　人波の向こうに被ひ後こう見けん人にんと元メイドの姿を見つけたカシュヴァーンは、急いで二人に呼びかけた。

「あ、ライセン、アリシア様、それにル……シアナ、トレイスも！」

　茶色い髪の育ちの良さそうな若者が、ほっとした表情で駆け寄ってくる。カシュヴァーンの被後見人であり、名門レイデン家の若き当主であるティルナード・レイデン伯はく爵しやくだ。

「ちょっと奥様、せっかくのドレスを肉汁で汚さないで下さいね!?」

　彼の婚約者であり、アリシア付きのメイドだったノーラ・フィラル・ド・ガーゼットは、むしゃむしゃ料理を食べているアリシアに早さつ速そく注意を始めた。見事な赤毛をアップにした彼女は豊満な肉体を紺こん色いろのドレスに包んでおり、はた目には彼女のほうがよほど「奥様」らしい。

「あらノーラ様、お久しぶりですわ。ねえ、わたくしのお化粧が崩くずれていないか、見て下さらない？」

　ルアークもノーラにじゃれつきだす。女性陣じん？　が楽しそうにしているのを見やって、ティルナードはため息をついた。

「お前たち、どこにいたんだ？　さっきから捜さがしていたのに……まあ、会えてよかった。まずは忘れないうちに、これを渡しておこう」

　懐ふところを探さぐったティルナードが、美しい透すかしの入った封ふう筒とうを差し出してきた。それが何かすぐに分かったらしく、カシュヴァーンが瞳を細める。

「お前たちの式の準備も順調のようだな」

「ん、うん、まあな」

　結婚式の招待状をひらひらさせてからかうカシュヴァーンに、ティルナードは気き恥はずかしそうにうなずいた。

「ちょうどいい機会だから、ここでお会いできた方には招待状を渡しているんだ。忙しいとは思うけど、来てくれるよな？　前にも言ったと思うが、来月を予定しているんだけど」

「当たり前だ。俺はお前の後見人なんだぞ」

　親愛の情をこめて、カシュヴァーンはそっとその肩に触れた。親しげなしぐさがくすぐったいのか、「よせよ」と言いながらも嬉しそうなティルナードに、おもむろに尋たずねる。

「ところでティル、折り入って聞きたいことがあるんだが」

「え……あ」

　真剣な空気を誤解したらしく、ティルナードはうっすらと頰を染そめた。

「ラ、ライセン、本当によせよ、女性の前で……大丈夫だ、セイグラムの馬鹿が僕に吹き込んだ誤解はすでに解けている。見てろ、お前なんかより先に跡あと継つぎをもうけてやるから、いたっ!!」

「お前こそこんなところで何を言い出すんだ、馬鹿。違う、そうじゃなくてな」

　あらぬ誤解を靴くつ先さきを踏みつけることで強制的に解いたカシュヴァーンは、ルアークの化粧を細かく修正していたノーラも呼んで、手短に本日の趣向を説明した。

「全く、今さら何を言っているんだか……まあ、やっぱり、アリシア様にはライセンだろう」

　呆れ顔をしたティルナードであるが、カシュヴァーンに無理強じいされるまでもなく、あっさり後見人に一票を投じる。

「お、さすが分かっているじゃないか。後見人に素直に尻尾しつぽを振れるあたり、お前もだいぶ大人になったな」

　だが、調子に乗ったカシュヴァーンがからかうとすぐに毛を逆立てた。

「うぐぐ、なんだ、せっかく気を遣つかってやったのに……大人げない物言いは相変わらずだな、ライセン!!　アリシア様、こいつのことが嫌いやになったら、いつでもレイデンに逃げて来て下さっていいですからね!?」

　きゃんきゃん嚙かみつくティルナードの横で、ノーラも婚約者と同じ結論に達したようだ。

「そうですわね、最近ルアークは、妙に大人っぽくなってかっこよくなったような気もしますけど……やはり、カシュヴァーン様がよろしいんじゃないかしら」

　そこでノーラは改めて元主を見やり、しみじみとつぶやいた。心なしかその瞳は潤うるんでいる。

「不ふ謹きん慎しんかもしれませんけど、数々の苦難を乗り越えられたことによって、一層男ぶりに磨みがきがかかったというか……貫かん禄ろくが出てきたというか」

「老け顔にやっと実年齢が追いついてきたっていうか、いたたた、ああん、おやめ下さいませぇー」

　横から茶化したルアークが小突かれてわざとらしい声を上げるが、ティルナードはぶるぶる震え始めた。

「……ノーラ、待て、なんでそんなにうっとりした眼をしてるんだ!?」

「えっ、あ、あら、嫌だ、私ったら」

　つい真剣に語ってしまったことに気づいたノーラが、慌てて眼を伏ふせる。そんな彼女に、アリシアも反射的に叫んだ。

「ノーラ、カーシュ様は、だめ！」

　手にはしっかりと料理の載った皿を抱えてはいるが、真剣そのものの表情にカシュヴァーンの口元が緩ゆるむ。

「アリシア……」

　大きな手が、それは嬉しそうに妻の頭を撫なでた。

「馬鹿だな、分かっているだろう？　ノーラはティルのものだし、俺はお前だけのものだ……」

「まあ、カーシュ様ったら……じゃあ、私のものになったお肉も食べます……？」

「お前に食い物を分けてもらえるとは光栄だな。だが俺は、お前を食べた」

「カシュヴァーン様、その前に私の説教を食らっていただきましょうか……？」

　頰を染めるアリシアの横から、トレイスがそれは静かな声で言い添そえる。

「わ、分かってますわよ、カシュヴァーン様は奥様のものですもの！」

　かつてはカシュヴァーンの愛人を名乗っていたノーラだ。若じやつ干かんの未練を振りきるように断言し、ちらっとアリシアを見た。

「……奥様には、よりかっこよくなったカシュヴァーン様と、幸せになってほしいですもの」

　散々アリシアに意地悪をしてきたノーラだが、その声には真心があふれていた。

「だって、奥様も本当に数々の苦難を乗り越えられましたものね……カシュヴァーン様と違って、見た目には特に成長は見受けられませんけど……」

「まあ、ノーラ……」

　特に成長のない胸に手を当て、アリシアも感かん嘆たんの息を吐いた。奇き矯きような趣味のせいで友達の少ないアリシアにとって、ノーラは一番の親友だ。

「ねえルアーク、私はノーラに投票していいもぐもぐもぐ」

「うん、アリシア、アリシアはとりあえずご飯を食べててね!!」

　候補者乱立を避さけるため、ルアークはアリシアの口に鶏とり肉にくのソテーを押し込んでしまう。

「ふん、まあとにかく、これで俺は三票獲かく得とくという訳だな」

　好発進に不敵な笑みを浮かべるカシュヴァーンだが、ティルナードが突然反旗を翻ひるがえした。

「ま、待て、やっぱり僕はルアークに投票する!!」

「なに？」

　険しい眼をするカシュヴァーンに、拳を握にぎって力説する。

「妻帯者のくせに、よくもノーラをたぶらかして……!!　お前みたいな悪い男は、アリシア様に相応しくない!!　あ、だからって、ノーラに手を出そうとか考えるなよ!?」

「あ、あらまあ、ティルナード様……妬やいて下さるの？」

　弾はずんだ声でつぶやいたノーラは、先ほどカシュヴァーンを見た時よりもっとうっとりした眼になった。

「もう、心配なさらないで、私の可愛い方……そうですわね、確かにカシュヴァーン様は私の奥様をずいぶんお待たせしてくれましたし、やっぱりルアークに投票しようかしら」

「なんだと？」

　いきなり逆転され、眼を剝むくカシュヴァーンの横でルアークがぱちんと指を鳴らす。

「さっすがノーラ、見る眼があるね！　やっぱり俺にしとけばよかったのにぃ」

　どさくさに紛まぎれてそんなことを言いだしたルアークに、今度はティルナードが眼を剝いた。

「待てルアーク、『やっぱり』ってなんだ、そこを説明しろ!!　うう、だめだ、ルアークもだめだ、ノーラも投票するな!!　もう、馬鹿、ばーか!!」

　最後には子供のようにわめきだしたティルナードが、ノーラの腕を摑つかんで去って行こうとする。

「おい、ちょっと待て、ティル!!」

　せっかくの二票を逃のがしてはならないと、カシュヴァーンがティルナードの腕を摑んで止めた。

「こら、逃げるな。夫婦の先せん輩ぱいとして、いいことを教えてやるから」

「……いい。なんだか、ものすごく嫌な予感がする」

　露骨に不ふ審しんそうな眼を向けられても、余裕たっぷりに胸を張る。

「そんな顔をするな。これさえ身につければ、将来けんかになった際もすぐ仲直りできるという代しろ物ものだぞ？　まあ俺とアリシアは、夫婦げんかなどしたことはないし、これからもしないだろうが」

「お前、単にのろけたいだけじゃないだろうな？　でも……まあ、そんなに言うなら」

　警けい戒かいするティルナードだが、結婚間近という不安もあるのだろう。ノーラとはしょっちゅうぶつかっていたことを思い返すと、むしろ自分たちに必要な能力ではないかと考えたのかもしれない。

　言われるままにノーラから離れ、カシュヴァーンと連れだっていったん会場の隅に行く。

「あらカシュヴァーン様ったら、レイデン伯爵様と二人っきりで、何を伝授されるのかしら？」

　小首を傾かしげるアリシアの横で、置き去りにされたノーラもすねた表情になった。

「そうですわよ。夫婦のことなら私にも一緒に話して下さればいいのに、どうして二人だけで……、はっ!!」

　いきなり眼を剝いたノーラが、がしっとルアークの肩を摑む。

「カシュヴァーン様ったら、まさか私のティルナード様の愛らしさを再確認して、愛人になれと迫っている訳じゃないでしょうね!?」

「……あー、ノーラもだいーぶ眼が悪くなってるねぇ」

　乾かわいた笑みを漏もらすルアークの横で、トレイスが「ははは、いくらカシュヴァーン様でも、そこまで変態じゃないぞ。たぶん」と微笑むが、ノーラは真剣そのものだ。

「じゃあ、どうしてあんな風にこそこそ話してるのよ！　何を話しているのか聞いてちょうだい、あなたならこの距離でも聞き取れるでしょう!?」

「えーと、こんだけうるさいと、さすがの俺も声を聞くのは難しいかなぁ。でも、いーよぉ、俺は俺に気のない女王様が大好きだから!!」

　軽く笑ったルアークだが、カシュヴァーンの唇の動きを読み取った瞬間ぴたりと黙だまった。

「ルアーク、ちょ、ま、まさか、本当に……!?」

　愕がく然ぜんとするノーラの耳に、ティルナードの「不潔だ!!」という大声が重なった。

「不潔!!　不潔だっ!!　死ね馬鹿ーっ!!」

　カシュヴァーンの手を振り払い、駆けてきたティルナードがすがるようにノーラの手を取る。

「まあ、レイデン伯爵様、顔が真っ赤ですけどどうなさったの？」

　ゆでた豚ぶた肉にくみたいだわ、と卓の上のゆでた豚肉を見つめてつぶやくアリシアから、彼は全力で眼を逸らした。

「な、ななな、なんでもっ……あの、アリシア様、僕は、その、夜の暴君とか、いえ、あの、あ、お、お体にはお気をつけて」

「あの野郎」

　意味不明なティルナードの台詞だけで、トレイスは何かに勘かんづいたようだ。そこに、さも不思議そうな顔でカシュヴァーンがやって来た。

「おい、どうしたティル、男同士で何を恥ずかしがっている？　ほら来い、俺の技ぎ巧こうを使いこなすにはもうちょっと説明……トレイス、なんだ、眼が据すわってるぞ!?」

　訳も分からぬまま、今度はカシュヴァーンがトレイスに引っ張っていかれた。

「あらら？　ねえルシアナ、カシュヴァーン様は何をおっしゃっもぐもぐもぐもぐ」

「うん、アリシアはおいしいご飯を食べて、すべてを忘れようね!!　そしてティルぼっちゃんとノーラ、今のうちに逃げて!!」

　アリシアの口にゆでた豚肉を詰め込みながら、ルアークが未来のレイデン伯爵夫妻を誘ゆう導どうする。

「感謝するぞ、ルシアナ。さあノーラ、行こう!!」

　異様な緊きん迫ぱく感かんに満ちた表情でうなずくと、ティルナードがノーラを庇かばうようにしながら歩き出した。

「……私、本当にカシュヴァーン様の愛人にならずに正解でしたわ……」

「だからちゃんと人目は避けた！」というカシュヴァーンの言い訳を遠く聞きながら、ノーラは大きく息を吐いたのだった。







「やれやれ、いきなり無効票二票とか、先が思いやられるねえ」

　苦笑いするルアークの横で、ようやくお説教も終わったカシュヴァーンが肩を竦すくめている。

「……まあ、ティルとノーラが仲がいいのはいいことだけどな。そして結婚した後も、俺とアリシアのように仲なか睦むつまじい夫婦になってくれればいい……というか、その助けになればと思って忠告したのになぜだ……」

　いつの間にかきれいに皿を空にしたアリシアも、ぽこんとふくらんだ腹を押さえて相あい槌づちを打つ。

「そうですわね、再婚した後も私たちのように、幸せに暮らしてくれればいいですわね……」

「あはは、あんたたちはとにかく、ティルぼっちゃんたちまで再婚するんじゃ大変だね……、っと」

　朗らかに笑ったルアークの眼が動く。ライセン一家に近づいてくる人影を察したのだ。

「おや、これは強公爵閣下」

　やって来たのは、長い黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年だった。ティルナードの執事兼教育係であるセイグラム・アーレイだ。斜ななめ後ろにルアークの「兄」であるジェダも、従僕のようなお仕着せ姿で立っている。

「ところで先ほど、ティルナード様の悲鳴が聞こえたような気がしましたが、あの方はどこに行かれました？」

　眼鏡を押し上げたセイグラムに問われ、カシュヴァーンはさり気なく話題を逸らした。

「あ、ああ、結婚式の招待状をくれたな。ところで、お前がティルの側そばを離れているとは珍しいじゃないか」

「給仕が足りないとお聞きしましてね。ここでも恩を売っておけば、今後ますます女王陛下からお引き立ていただけるでしょうし」

　内乱の際、旗はた揚あげ役として十二分に働いたレイデン家であるが、セイグラムはさらなる貢こう献けんによる見返りを期待しているようだ。相変わらずの計算高さだが、すべては主ティルナードのためである。

「トレイス、お前はこんなところで油を売っていていいのか？　全体的に給仕が足りないのだから、アリシア様だけでなく、他家の方々にも気を配らねばならないぞ」

　トレイスの指南役まで勝手に担になっているセイグラムは、早速小言を始めた。どうやら、まだライセン家の執事と兼任することを諦めていないらしい。

「も、申し訳ありません、アリシア様は食べる速度が尋じん常じようではな……いやあの、それよりですね、アーレイ様！」

　強引に話題を変えたトレイスは、その勢いで例の「投票」の説明を始めた。

「今さらおかしなことを言い出されたものですね。ですが、まあ、それは強公爵閣下でしょう」

　余よ興きようの類いにはあまり興味のなさそうなセイグラムではあるが、一応話に乗ってくれた。

「当然だよな」

　満足そうにカシュヴァーンがうなずき、セイグラムは静かに眼鏡を押し上げる。

「それにルアークの手が空あいていれば、雌めす猫ねこを押しつけられるかもしれませんし」

「セイグラムさん、いいかげんそれは諦めていいんじゃない？　ティルぼっちゃんがノーラ大好きだからって、すねな……あっ、嫌ですわ、睨まないで下さいませぇ」

　扇の陰に隠れる真ま似ねをするルアークを、本日は使用人として来ているらしいジェダは真剣な眼で見つめて言った。

「ルアーク、俺は世界一かっこよくて可愛いお前に投票するからな!!」

「……ありがと、ジェダさん……俺、本格的にあんたの嫁探しを始めようかと思ってる……」

　ジェダには弱いルアークは、そっと瞳を伏せたのだった。







　レイデン家の使用人たちは再びどこかに給仕に行ってしまった。ついでにトレイスまで連れて行かれてしまった。

　たっぷり食事もとって一応の満足を得たアリシアは、残り物をもらえるかもしれないという期待に胸ふくらませつつ、きょろきょろとあたりを見やる。

「あ、まあ、ガーゼット侯こう爵しやく様ですわ！」

　自分より早くグラネウス・フィラル・ド・ガーゼットの姿に気づいた妻に、カシュヴァーンは苦笑を漏らした。

「お前は本当に、ああいう格かつ好こうの人間を探すのは早いな」

「うん、周囲に同化してるから、俺でさえ見逃しかけてたのに」

　ルアークも素直に負けを認めたところで、当の「悪あく食じき大たい公こう」グラネウスが近づいてきた。

　ただしその姿は、一見こんもりとした茂しげみだ。壁かべ際ぎわでひとり、広間で楽しむ人々を超ちよう然ぜんと眺ながめていた彼を観葉植物か何かだと思っていたらしく、近くの令嬢がぎょっとした顔をしている。

「久しぶりだな、アリシア、カシュヴァーン、それにルシアナも。息災のようで何よりだ」

　優ゆう雅がに微笑む顔だけ見れば、グラネウスは理想的に年齢を重ねた老紳士である。顔以外の部分がびっしりと緑の葉で覆われているので、台なしだったが。

「……今回は、『怪奇』仮装舞踏会ではないですよね？」

　カシュヴァーンが控えめに突っ込むと、グラネウスは泰たい然ぜんとうなずいた。

「仮装舞踏会ですらないな。だが私は私なりに、新女王への礼れい儀ぎを尽つくしているつもりだ。一度は表舞台から姿を消していた『悪食大公』ここにあり、エルの片腕として今後も眼を光らせていると、知らしめるためにな」

　かつて「次代の王」としてカシュヴァーンに担かつがれたグラネウスは、それを理由にゼオルディスに幽ゆう閉へいされ、公開処しよ刑けいされかけるまでに至った。

　一時はひどく憔しよう悴すいしていたが、いろいろあって吹っきれたのだろう。宰さい相しようとして政治活動を行うかたわら、執しつ筆ぴつ活動も再開し、精力的に人生を謳おう歌かしている。

「まあ……、そのお気持ちを、あえて茂みに隠れることで表現する……、深い、深すぎますわ……!!」

　瞳を潤ませて感動しているアリシアを尻目に、カシュヴァーンはさっさと話を変えた。

「そうですか。私のような感受性の乏とぼしい身には、ごく普通に着飾って下さった方が分かりやすいかとは存じますが……それよりですね、ガーゼット侯爵閣下」

　手短に「投票」について説明したカシュヴァーンに、グラネウスはふむ、と顎あご鬚ひげを撫でた。

「暗殺から女装まで、見事にこなす『死神』には非常に創作意欲が湧わくが……我が『娘むすめ』の幸福を考えれば、やはりお前だろう」

　茂みに包まれた手が上がり、優雅にカシュヴァーンを指し示した。彼に対しては敬意を忘れないカシュヴァーンは、「ありがとうございます」と頭を下げる。

「ちぇー、やっぱりかぁ。俺だったらどんなドレスだって着こなすし、少々の毒物ならご相しよう伴ばんにあずかるのになぁ」

　すねてみせるルアーク、「肥ひ料りよう要いらず以外にも、おいしい毒物はあるのかしら」と眼を輝かせるアリシアを優しい眼で見たグラネウスは、再びカシュヴァーンを見やる。

「ところでカシュヴァーンは、いつになったら私が贈おくった『暴君』の衣装を着てくれるのかな。その眼帯に、あの衣装はぴったりだと思うのだが」

「あ、いや、その……あの衣装はちょっと、機能性が低いので」

　着たが最後、黄金細ざい工くの生きた彫ちよう像ぞうと化す衣装をカシュヴァーンはずっと持て余している。グラネウスの悪趣味だけは理解できない彼が返答に詰まっていると、

「あら、おじさま……よね？　さっき眼の前を通ったはずだったのに、全く気づかなかったわ。それに、アリシアたちも」

　どうやら今まで、グラネウスのことを認識できていなかったようだ。ためらいがちに声をかけてきたのは、赤紫のドレスでひときわ美しく装ったエルティーナだった。すぐ側には同じく華やかな青い礼服を着た宰相ジスカルド・オーデル侯爵がいる。

「あ、エルティーナ様、オーデル侯爵様も、ご機き嫌げんようございます!!　お二人とも、一段とお金のかかった素晴らしい装いですわね!!」

　素直なアリシアの賞しよう賛さんに、複雑に結ゆい上げた金髪を豪ごう奢しやな宝石と生花で飾ったエルティーナはにっこり微笑んだ。

「ふふふ、あなたもお変わりなくて何よりよ、アリシア。ところで『悪食大公』とライセン家ご一行様が揃そろって、今度はなんの悪わる巧だくみかしら？」

「からかうのはおやめ下さい、本気に取られかねない」

　いささか際どい冗じよう談だんに、カシュヴァーンは渋しぶい顔になる。

「本日の招待客相手なら、とりあえずは大丈夫よ。とはいえ、呼ばざるを得なかった人間もちらほら……まあいいわ、この話はまた今度」

　エルティーナ自身の耳にも、女王に対する心ない言葉が入っているのだろう。優美な弧こを描えがく眉をひそめた彼女に、ルアークがすかさず別の話題を提供する。

「陛下、どうかそんな顔をなさらないで。美しく聡そう明めいな陛下の心を癒いやす、悪趣味な趣向を用意しておりますから」

　そんな前置き付きで伝えられた趣向に、エルティーナはきらっと瞳を輝かせた。

「王子様選挙！　全く、あなたたちはいつも楽しそうで羨うらやましいわ。ところで現在、得票数はどうなっているのかしら？」

「カシュヴァーンおにいちゃんが三票、わたくしが一票ですわ、陛下」

「あらそう。じゃ、私はルアークに投票しましょうっと」

　迷いなく決めたエルティーナに、カシュヴァーンがちょっと眼を見張り、ルアークがはしゃいだ声を上げる。

「やったー、同情でも嬉しいです、女王陛下！」

「あら、ただの同情ではなくてよ？　あなた最近、ただ飄ひよう々ひようとしてるだけじゃなくて、独特の愁うれいを帯びてきたっていうか、いい男に育ってきてるじゃないの。きっと周りのだめ男どもに、面倒をかけられたせいね」

　ここぞとばかりに微笑まれ、否定もできずルアークは眼を伏せた。

「……ま、だめなおにいちゃんの世話を焼くのが、ある意味俺の生き甲が斐いなもんで」

「なんだかいらっとする感じにかっこよくなったカーシュより、私はあなたに親近感を覚えるの。だからがんばって、ルアーク」

　くすくす笑ってはっぱをかけるエルティーナとルアークは、はた目には仲睦まじい姉妹のようだ。楽しそうな二人を面おも白しろくなさそうに見ていたジスカルドは、おもむろにカシュヴァーンに声をかけた。

「なぜ私には選挙云うん々ぬんの話を振らない、ライセン」

「……おっと、これは失礼。オーデル侯爵閣下ともあろう御お方かたが、俺たちの下らないお遊びにお付き合い下さるとは思いませんで」

　やや意外そうに眉を上げたカシュヴァーンは、慇いん懃ぎんに謝罪する。多少は溝みぞが埋うまったとはいえ、いまだこの二人の仲は良くない。

「ふん、どうせ私が貴様には投票しないと踏んだからだろう。敵前逃とう亡ぼうとは見苦しい」

　そうまで言われては無下にもできず、カシュヴァーンはいかにも仕方がなさそうに尋ねた。

「……では一応うかがいますが、どちらに投票して下さるので？」

「決まっている。貴様以外だ」

「てめえこの野郎」

　たちまち一いつ触しよく即そく発はつ状態になった夫たちに気づき、エルティーナが呆れた顔をした。
















「……ルアーク、早速で悪いけど、だめ男どもの面倒を見てくれるかしら？」

「了解でーす。はいはーい、おにいちゃんたち、どうどう!!　陛下の御ご前ぜんですわよ？」

　扇の陰から針状の得え物ものをちらつかせて脅おどすルアークに、カシュヴァーンたちも不服そうにしながらおとなしくなる。場所が場所である上に、この理由で騒ぎを起こすのはあまりにも恥ずかしい。

「それにしても、王子様を二人から選べるなんて贅ぜい沢たくなことね。私の王子様は、まだ決まらないっていうのに」

　ふう、とため息をつくエルティーナを、アリシアは不思議そうに見つめた。

「あら、でも、エルティーナ様の王子様は」

　彼女が今でも一いち途ずに愛するのは、元夫のジスカルド・オーデルのはずだ。毎度無邪気に無神経な発言を聞いて、エルティーナは曖あい昧まいに微笑む。

「……相変わらずね、アリシアは。でも、ジスはもう違うの。あなたもそれは知ってるでしょ？」

　暴君と化した弟に代わって即位するために、エルティーナはジスカルドとの結婚を無効とした。ひとりの女性として彼を愛する気持ちはあるけれど、元夫を宰相とする女王となった今、甘い夢は捨てたのだ。

　しかしアリシアは、なおも納なつ得とくのいかない顔をしている。

「そうでしょうか……？」

　エルティーナを、そしてジスカルドを交こう互ごに見やる妻に苦笑したカシュヴァーンは、近くの卓からビスケットをひとつかみ取った。何枚かまとめてアリシアの口に押し込んでやりながら、話を変える。

「陛下の王子様、ですか。噂うわさでは、クルセージュの王子との縁えん談だんがあるとのお話ですが」

「耳が早いわね、カーシュ。ええ、そうよ。本当は今日お会いする予定だったんだけど……どうも、あまりお体が強くないようでね。結局国王陛下だけいらしたわ」

　打倒ゼオルディスにひと役買ってくれたクルセージュ王は会場のどこかにいるはずだが、エルティーナの花はな婿むこ候補は一緒ではないようだ。

「直接お会いしたことはありませんが、病弱だとはお聞きしております。……しかし、そうですか、実際に顔を合わせるようなところまで話が進んでいるのですか……」

　当てが外はずれ、ちょっとがっかりしているエルティーナから、カシュヴァーンはジスカルドへと視線を移した。何か言いたげな天敵の瞳を故意に無視して、ジスカルドはあくまで宰相として女王に進言する。

「陛下、何度も差し出がましいことを申し上げますが……隣りん国ごくに来ることすらできないほど体が弱い方との結婚を、無理をして進めることはないように思います。あなたには……他に、相応しい方がいるでしょう」

「でも、今までずっと仮想敵国同士だった我が国とクルセージュの和平が成れば、新女王として最高の滑り出しができるわ。王子ではなくても、他の王族か、高位の貴族あたりで候補者を探してもらう予定なの」

　エルティーナとしては、この機会に一気にクルセージュとの関係を強化したいようだ。ジスカルドの微び妙みような表情にも気づいた様子はない。

「まあ、まだ即位したばかりだし、国内外の動向をもう少し見み極きわめてからでもいいけれど。とりあえず、もう少し挨拶回りに勤いそしむとしましょう。ジス、それにおじさまもいらして下さる？」

　宰相二人に声をかけ、エルティーナは再び人波の中に消えていった。







　こんもりした茂みのようなグラネウスの姿さえ、ダンスに食事に夢中な人々の中にたちまち埋もれてしまった。あっという間にビスケットを食べ終え、リーゴの実のジュースを飲んでいるアリシアの頭にカシュヴァーンはそっと手を置く。

「全く、お前は鈍にぶそうに見えて、妙なところで勘が鋭するどくて困る。……女王陛下とオーデル侯爵閣下の関係は、現在大変微妙な状態なんだ。あまり口出ししないように」

「だって……エルティーナ様は、オーデル侯爵様のことがずっとお好きだったんですもの。急に気持ちを変えるなんて、無理だと思うのですけど……私だって、そうでしたし」

　カシュヴァーン追放後の自分と重ね合わせて、アリシアはそう答えた。夫と離れ離れの間、何人かの男性から真しん摯しな想いを伝えられたが、カシュヴァーンへの想いが揺らぐことはなかったのだ。

「分かっている。個人的には、あの忌々しい完かん璧ぺき王子が戸と惑まどっている様を、もう少し見ていたいが……女王陛下には、できれば幸せになってほしいものだな」

　すべてにおいて対照的なジスカルドへはいまだ言いたいことも多いカシュヴァーンであるが、彼の不幸は彼を想うエルティーナの不幸に直結する。それを考えると、高みの見物もしにくい。

「でも、ジスカルドおにいちゃん、結構がんばってるじゃない？　女性の、それも元妻の補ほ佐さなんて、絶対無理だと思ってたのに。平均的になんでもできる人だから、変な自尊心さえ出さなければ、案外宰相に向いてるのかも」

　ルアークの見解に、カシュヴァーンも「そうなんだよな……」とため息をついた。いくら仲が悪くても、それは認めざるを得ないようだ。

「だが、陛下の結婚問題は国の動向に、ひいては俺たちの未来にも関わってくる。難しいところだな」

　元々ジスカルドは、国内最高位に近いオーデル家の当主。家柄は申し分ないが、一度は結婚無効を宣言されているし、この機にクルセージュと友好関係を築きずくのは悪い手ではないだけに厄やつ介かいだ。

「そうですわよね。この際オーデル侯爵様は、愛人でもいいのではないかしら……」

　アリシアが妥だ協きよう点てんを探れば、カシュヴァーンも真ま面じ目めな顔で考え込む。

「俺もティルではなく、むしろオーデル侯爵に技巧を伝授すべきかもしれんな……」

「あはは、そーだね、俺もあの人が『不潔だ！』とか半泣きになってるとこ、ちょっと見てみたいや」

　ジスカルドに聞かれたら相当怒られそうな話をしていたところに、もうひとり彼と仲の悪い男が現れた。

「なんだなんだお前ら、しけた顔して。せっかくのただ酒ただ飯めしだ、景気よく味わおうぜ!!」

　浅黒い顔に陽気な笑みを浮かべて言ったのは、カシュヴァーンの剣の師し匠しようであるラグラドール人の傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドールである。以前に王宮で会った時のように服装は爵位に見合ったものだが、強きよう烈れつな酒の匂においを漂わせていた。

　気づけば周囲は、酒好きのラグラドール人でいっぱいだ。バルロイの団以外の傭兵たちも呼ばれているらしく、見たことのない連中が大勢でわいわい騒いでいる。

「……ラグラドール人はそれでいいだろうけどな、バルロイ」

　さり気なくアリシアを庇うように立ちながらカシュヴァーンが言えば、バルロイはにっと笑った。

「分かってるって、こっちもまだ内部はごたついているし、シルディーン王家は元々大事なお得意様だ。おまけに美人の独身女王が治おさめているとなれば、多少はまけてやっても、いてっ!!」

　酒好き女好きのバルロイの軽口を肘打ちで諫いさめたのは、彼に恋する傭兵少女、レネだ。こちらも白に近い銀髪を付け毛で伸ばし、瞳の色に近いくすんだ赤のドレスを身にまとって、一見どこぞの令嬢風である。ただし動作はやけにきびきびしているし、胸は相変わらずない。

「女王陛下には、私もいろいろと学ばせていただきました。ですが他の女に色目を使うのはおやめ下さい、バルロイ様。あなたは私のものなのですから!!」

「分かった、分かった!!　分かったから、人前では離れろって言っただろうが!!」

　ぴったりバルロイにくっついているレネに、アリシアは嬉しそうに微笑む。

「うふふ、よかったわねレネ、レクサンドール子し爵しやく様ととっても仲良し！」

「ええ、本当に嬉しいです」

　表情に乏しいレネの頰はうっすらと上気している。一連の騒動を通じ、最も仲が進展したのがこの二人だ。

「ですがバルロイ様は、ちょっと眼を離すとすぐに胸の大きな女性に目移りされるので……やはり首輪を用意すべきかと」

「あら、いいわね。じゃあ私も、今度カシュヴァーン様に首輪を贈ろうかしら」

「えーアリシア、首輪だったら俺のほうが似合うよぉ」

　ルアークが喜々として話に交ざろうとしたが、身の危険を感じたカシュヴァーンは早々に話題を変えた。

「──バルロイ、レネ、ちょっと付き合ってもらいたい余興があるんだが!!」

「おう、なんだ、なんでも言ってみろ愛まな弟で子し!!」

　同じく身の危険を感じたのか、非常に愛想のいいバルロイに手短に内容を説明する。

「……すっかり忘れてたけど、そういやお前ら公爵夫妻だったな。さすがお貴族様は、下らない遊びがお得意だ」

　若干薄い反応を返すバルロイに、カシュヴァーンは微び苦く笑しようする。

「俺もよく忘れているけどな。そっちこそ金で買ったとはいえ子爵様なんだから、ちょっと付き合えよ」

「へいへい、ラグラドール人を公然と戴冠式に呼んで下さる美人独身女王と、悪ふざけの仲間に入れて下さる公爵家の皆様方には感謝いたしますよ。結果的に、クルセージュ王との顔も繫つなげたしな」

　ふざけてみせた後、バルロイは無ぶ精しよう髭ひげをきれいに剃そられたあごを撫でた。

「そういう訳で、ま、ちょっと腹立つが、やっぱりアリシアお嬢ちゃんにはお前だろう」

　もったいをつけながらも、カシュヴァーンに一票を投じる。

「おや、優しいじゃないか、さすが俺の恋愛師匠を自認するだけある」

「ふん、そっちも弟子ならなぜ巨乳メイドを袖そでに……まあいい、お前がどうかっていうより、嫁さんがどう思うかが大きいけどな」

　長い付き合いならではの軽口に、カシュヴァーンは意い図と的てきに真面目に答えた。

「分かってるさ。俺もお前の、絶対に女を無下に扱わないところには好感を持っている」

「はは、なんだ、最近調子に乗ってるらしいが、俺まで口く説どくつもりじゃ……、おわっ!?」

　楽しげに切り返したバルロイの腕を、レネがぎりりと締め上げた。瞳の色が、心なしか赤みを増したように見える。

「私はルアークに投票します」

　元暗殺者の瞳でまっすぐカシュヴァーンを見据え、レネは厳おごそかに宣言した。

「二は十た歳ちを過ぎている上に老け顔なので、油断しておりましたが……私のバルロイ様を誘ゆう惑わくしないで下さい、強公爵閣下」

「えーと、まだ例の少年趣味の話を根に持ってるの？　レネ」

　ルアークが横から突っ込んだが、レネは最も早はや聞いていない様子だった。無理やりバルロイを引っ張って去って行こうとするが、バルロイは逆にその手を摑み返す。

「おい、いいかげんにしろ、レネ。約束しただろう、人前でおかしな発言はするなと!!　そこはちゃんとわきまえろ!!」

　他の団員の眼を気にしているのだろう。いつもより少々語気荒く叱しかられて、レネがぴたっと黙った。

「……なんだよ」

　無言のままバルロイを見上げる赤い瞳に、雫しずくがゆっくりと盛り上がっていく。

「て、てめえ、こら」

　焦あせるバルロイに、目ざとい団員たちが絡み始めた。

「あー、団長、またレネを泣かしたー!!」

「だめですよ団長、泣かせるなら二人きりの時にしないと!!」

「あら、二人きりの時ならいいの？」

　あけすけなからかいの意味が分からず、不思議そうな表情をするアリシアの耳をカシュヴァーンが黙ってふさぐ。

「うるせえ、お上品な場所で下品な騒ぎ方をするんじゃねえ!!　くそ、無む駄だだレネ、俺はもうお前の涙にはだまされないからな!!」

　うろたえながらもバルロイは引かない。そんな彼を見上げるレネの眼から、はたはたと涙がこぼれ落ちた。

　にぎやかなラグラドール人たちは、いつしか無言になっていた。

　沈ちん黙もくによる非難が、厳いかついバルロイの顔にうっすらと脂あぶら汗あせを浮かべていく。

「──あーっ、もう、分かったレネ、ちょっと来い!!」

「了解ですバルロイ様、いくらでも二人きりで泣かせて下さい!!」

　一瞬で涙を引っ込めたレネは、根負けしたバルロイに手を引かれて去って行った。

「あはは、バルロイおじさん限定だけど、レネも着々と腕を上げてるね!!　えーと、それはそうとしてこれで四対四だね、おにいちゃん」

「……だな」

　投げやりにうなずいたカシュヴァーンを見上げ、首輪の色を考えていたアリシアは、ふと別のラグラドール人のことを思い出した。

「そういえば、シャンテ様もいらっしゃるのでしょうか？」

　シャンテ・キャストリー。先日までアズベルグに居座っていた傭兵団長だ。

「そうだな、この辺にラグラドール人が固まっているのなら、あの女もいるだろう。トレイスが世話になったようだし、あいつにも……」

　その時、「ぎゃあああああ！」というトレイスの悲鳴が聞こえた。

　ぎょっとしてそちらを向いた一同の眼に、首に結ばれたレースのリボンを必死で外しながら駆けていくトレイスの姿が映うつる。その背後を、長身の女性が長い黒髪をなびかせ、真っ赤と真っ黄色と真まっ青さおを組み合わせたドレスの裾すそを蹴け飛とばすような勢いで追いかけていく。

「あら、トレイスってば、今日もお世話になっておりますのね」

　のほほんと微笑むアリシアの手を、カシュヴァーンはそっと取った。何事か聞こうとしたその口に小さなケーキを押し込みつつ、肩を抱いてくるりと方向転換する。

「……シャンテはいいよな、ルアーク」

「賢けん明めいな判断ですわ、強公爵閣下!!」

　尊い犠ぎ牲せいに感謝の祈りを捧ささげた二人は、アリシアを連れて素早くその場を離れた。







　ラグラドール人が集まっている一画を後にしたアリシアたちは、対照的にひどく静かな人々が集う一画に来た。近くに用意されている料理にも、肉類はほとんどない。

「アリシア！」

　酒や脂し粉ふんの匂いもしない広間の隅からアリシアを呼んだのは、硬こう質しつな美び貌ぼうを持つ少女だ。

「クロエ様！」

　昼間の戴冠式で大役を務つとめた彼女は、ほんのりと唇を微笑ませて一同を眺めやる。聖職に身を捧げる彼女はいつも素そっ気けない白い長ちよう衣いに身を包み、宝ほう飾しよく品ひんは翼を象かたどった首飾りのみだが、それだけでも十分美しかった。

「ライセン強公爵も、それに……、ええと」

「ルシアナでございますわ、クロエ様。以前お会いしましたわよね？」

　前にもこの姿で会ったことを含ませたルアークに、クロエもすぐに心得顔になる。

「ああ、そうだったな。とにかく、久しぶりに会えて嬉しい」

「私もですわ。ところであの翼は、もう完全に外しておしまいになったのですね」

　元聖女アーシェルだったクロエは、アーシェルの座を半強制的に降ろされた後も、偽にせ物ものの翼を背負い続けていたのだ。アリシアの指摘に、クロエは落ち着いた態度でうなずく。

「ああ。もう私には必要がない物だからな。違い和わ感かんも……、不安も、なくなった」

　聖女の座に悩んでいた彼女だが、自分が知らずその座に依い存ぞんしていたことに気づかされ、一時はひどく暗い顔をしていた。だが自ら翼を捨てたことで、踏んぎりがついたようだ。

　この調子なら、もう少し踏み込んでもいいと判断したのだろう。カシュヴァーンがおもむろに尋ねる。

「あなた自身が〈翼の祈り〉第一階かい梯ていの聖職者になられたそうですね。聖女アーシェルの代役を作ることはやめたとお聞きしましたが、それは本当ですか？」

「本当だ。貴き殿でんもご存じのように、いろいろと問題の多い制度だったからな」

　不信心を公言しているカシュヴァーン相手のせいか、クロエはきちんと背筋を伸ばして答えた。

「だが、我われらは信しん仰こうを捨てたつもりはない。わざわざ偽物を地上に用意せずとも、聖女アーシェルは至いと高たかき国におわすのだ。それで十分だと、私は思っている」

「……俺もそう思います」

　カシュヴァーンも、初めから全く信仰心を持たなかった訳ではない。時を経へて歪ゆがんだ〈翼の祈り〉の教義と態度に、素そ朴ぼくな信仰を裏切られたせいなのだ。

　納得した様子で引き下がった彼に、クロエも笑顔になって手を差し出す。

「これから私たちは、シルディーンにも積極的に顔を出すつもりだ。北の玄げん関かん口ぐちであるアズベルグを通ることも多くなるだろう。願わくば、貴殿とは友好関係を築いていきたい」

「もちろ、っ!!」

　固く握あく手しゆを交かわした瞬間、カシュヴァーンの顔が引きつる。クロエも慌てて手を放した。

「おっと、す、すまない！　慣れたつもりだったが、うまく加減できなかった。痛かったか!?」

「いや、こちらこそ失礼。話には聞いていたのに、俺も油断していました」

　常に背負った重たい翼のせいで、クロエは知らぬ間に筋肉を発達させていた。そして翼に囚われることがなくなった現在、カシュヴァーンも驚くほどの怪力少女になってしまったのである。

「筋力の、調整をする器具が……、いりますかね……？」

　横合いからだらだらと間ま延のびした口調で語りかけてきたのは、背の高い黒髪の男だった。伸びかけた前髪がうっとうしいのか、三さん白ぱく眼がんをしきりにぱちぱちさせているが、指で払いもしない面倒くさがり屋だ。

「ご機嫌ようレオニア様。だいぶ髪が伸びましたね」

　アリシアの挨拶を聞き、ぐうたら発明家のレオニアはかつての相方に思いを馳せる。

「ああ……、今度リュクに会ったら……、切られるだろうな……」

　締め切りを守れないこと以外は非常に優秀な絵師のリュクは、やたらと美意識が高い。我が慢まんできない長さに達したら適当に切る、を繰り返していたレオニアの髪は、自分が整えると言って聞かないのだ。

「残念ですわ。リュクは『家族の肖しよう像ぞう』の描かき直しがまだ終わっていないので、お留る守す番ばんですの」

「……処刑されかけても、そこは……成長しなかったか……」

　あいつも変わらない、とつぶやいたレオニアとクロエに、カシュヴァーンはまとめて例の話を始めた。

「聖職者にこのような戯れを持ちかけるのはよろしくないかもしれませんが、めでたい席ということでお許し下さい」

　強制はしない、と前置きしてから始まった「選挙」話を聞いて、クロエはしっかりとうなずいた。

「貴殿はさすがに、アリシアが見込んだ方だな。やはり彼女には、あなただろう」

　クロエたちの立場を重んじたやり取りに好意を持ってくれたらしく、迷いなくカシュヴァーンに票を入れる。

「お姫様が、好きな方とくれば……強公爵のほうだろう……」

　レオニアも、同じくカシュヴァーンを選んだ。そしてひとりごとのように、こうつけくわえる。

「クロエ様には……王子は不要でしょうが……あなたの側には、俺がいますので……」

「ああ、もちろんだ。頼りにしている、レオニア」

　純じゆん粋すいな信頼をこめて、クロエも彼に微笑みかける。

「これで六対四かぁ。全くカシュヴァーンおにいちゃんったら、神様嫌いのくせに聖職者までたらすなんてぇ」

　また離されてしまったルアークは、大おお袈げ裟さにすねてみせた。

「言ってろ馬鹿」

　軽く小突く真似をしてみせたカシュヴァーンは、思わせぶりにアリシアを見た。

「しかし、アリシアが真なる聖女とやらにならずにすんで、本当によかった。元々結構力はあるのに、偽の翼でさらに筋力を増ぞう幅ふくされると、俺もなかなか手を出しにくい」

「むぐっ!?」

　ここでそんな話をされると思っていなかったアリシアは、泥どろイモのソテーを喉のどに詰めかけてしまう。

「あーでも、ちょっとどう転ぶか分からない人たちが来たよ？　ナディールさん、ギゼ!!」

　甘くなりかけた空気を制するように、ルアークが近づいてきた人影に声をかけた。

「おや、これは皆様、お揃いで」

　緩く波打つ緋ひ色いろの長髪を払いのけ、ナディールは仰ぎよう々ぎようしく胸に手を当て一礼する。いかにも女性受けしそうな色男だが、これでも〈翼の祈り〉第二階梯の聖職者だ。

「ご機嫌ようナディール様、ギゼ。ギゼ、もう体は大丈夫なの？」

　ただきれいなだけの男にまるで関心のないアリシアは、もうひとりの黒髪の少年にも平等に挨拶した。見た目はいかにもラグラドール人らしい、浅黒い肌の持ち主だが、実際はシルディーン人とラグラドール人との間に生まれた「灰色」だ。

「……おかげさまでな。あんたは相変わらず、能天気そうで羨ましいよ」

　憎にくまれ口を叩くギゼだが、その表情に以前までの強烈な敵てき愾がい心しんはない。アリシアに突っかかっても意味がないと悟さとったのと、彼にとっての神だった「先生」を巡めぐる騒動のせいだろう。

「全くですよ。あなたはいつも、周りをかき乱しておいてひとりだけ無神経ににこにこしている」

　ナディールが忌々しそうに鼻を鳴らすと、カシュヴァーンの瞳が鋭さを増した。

「結果的にその無神経さに救われたくせに、今さらごちゃごちゃ言うな」

「……ふん、だからこそ腹が立つのですよ。さすが真なる聖女様ですね」

　なおも忌々しそうな表情のナディールであるが、それ以上無駄に絡むことはしなかった。「灰色」である出自をばらされた彼もまた、一連の出来事を乗り越えて成長したのだろう。だからこそカシュヴァーンも、拳を抑おさえて尊大に命じるに留とどめた。

「ナディール、お前はいずれぶっ飛ばそうと思っていたが、このガキに免じてちゃらにしてやる。その代わり、余興に付き合ってもらおう」

　そうして告げられた「選挙」の話を黙って聞き終えたナディールは、まずこう聞き返してきた。

「ちなみに現在の票数は、どうなっています？」

「カシュヴァーンおにいちゃんが六票、俺が四票」

「なるほど。そうですね……」

　ルアークの答えを聞いたナディールは、数々の女性信者を虜とりこにしてきた微笑みをアリシアに向けた。

「では、『死神姫』にはあれこれ恨うらみもありますし、あなたが望むのではないほうで」

　ルアークが「わーいやったー同情よりひどい得票だー！」とふざけてはしゃぎ、一いつ拍ぱくの間を置いてカシュヴァーンはため息をつく。

「……お前もなんというか……、ぶれない男だな」

「牢ろうから出していただいた恩は、兵を率ひきいて帰ってきたことで帳消しになったと考えております。生あい憎にくと遊びに割さけるほどの余力は、まだ新生〈翼の祈り〉にはありませんしね」

　白々しい述じゆつ懐かいに、カシュヴァーンもそのようだな、と相槌を打った。

「だが、アズベルグにも、『灰色』であるために差別に苦しんでいる人間がいる。俺自身、かねてからラグラドール人との付き合いがあるのは周知のとおりだ。教義も組織の構成もだいぶ好ましいものになってきたことだし、何かあれば言ってきてくれ。できるだけ協力したい」

「……忌々しい男だ。やはりあなたに投票しないで正解です」

　ふん、と顔を背そむけるナディールを見て、ルアークが冷ひやかす。

「もーカシュヴァーンおにいちゃんてば、ついにナディールさんまで陥かん落らくさせるなんて怖こわいね！　ま、でも、やっぱり俺に分ぶの悪い勝負だったかな」

　最後にちらりとギゼを見たルアークだったが、彼の反応は意外なものだった。

「……俺は、単純にルアークのほうが、いいと思うけど」

　てっきりカシュヴァーンに投票すると思っていたらしく、ルアークは眼を丸くする。

「あららら、どしたのギゼ、どういう風の吹き回し？」

「先生」を尊敬し、彼の一番であるルアークを憎み続けていたギゼだ。自分でもらしくないと思っているのか、すねたように眼を逸らして答える。

「別に……ただ、俺はもうこんな体だし、絶対に一番にはなれないしさ。だったらお前には、いつだって一番でいてもらいたいし」

「──そっか。ありがと、ギゼ」

　くすぐったそうに笑ったルアークは、ナディールに向かって頭を下げた。

「ナディールさん、ギゼのこと頼みます。俺もカシュヴァーンおにいちゃん同様、できるだけ協力はしますから」

「……言われるまでもない」

　顔を背けたまま答えるナディールを微笑ましく見つめながら、アリシアはふと思った。可能であれば「先生」にも、エリクス様にも投票してほしかった、と。







　そろそろ夜も更ふけてきたので、聖職者一同は早々に休むらしい。「光の翼の間」を出て行くクロエたちを見送った後、ルアークはとある人物を見つけてにやりと笑った。

「さー、これでまさかの六対六だよ！　おーっとここで、またしても票の読めない人が来ましたぁ!!」

　淡い金髪を揺らしてゆっくりと近づいてくるのは、カシュヴァーンよりなお背の高い美青年。アズベルグの地ち方ほう伯はくであり、現在は副領主のような立場にあるディネロ・アズベルグだ。側に執事見習いのアレクトールと、うつむいたコゼットを連れている。

「ディネロ様、アレクトール、ご機嫌よう。まあ、コゼット様、本日はあの覗のぞき穴のない仮面ではないのね」

　少々残念そうなアリシアをちらりと見てから、ディネロが挨拶を始めた。

「三日ぶりだ、ライセン、アリシア」

　動かない表情も、淡たん々たんとした言葉にも変化はないが、カシュヴァーンはわずかな緊きん張ちようを見せた。

「……そうだな」

　無神経ではと気にしたのだ。しかし、ここで彼らにだけ例の話をしないのは、かえって失礼と思い直す。

「あー……実はな、ディネロ」

　迷いを振りきり、やや事務的な口調で「選挙」内容を告げれば、ディネロの返答は早かった。

「決まって、いる。ライセン、だ」

　ほんの少しだけ口元に笑みを浮かべ、いつものように淡々と言った。

「ライセンに、しか、譲れない」

「ディネロ様……」

　鈍いアリシアでさえ分かるぐらい、押し殺していた想いをはっきりと伝えてくれたディネロ。どう答えればいいのか分からず、ただその名を呼べば、大きな手が伸びてきた。

「……大丈夫だ、アリシア。もう、何も、しない」

　無意識に首を竦めたアリシアの髪を、親愛の情だけをこめて優しく撫でてくれる。その撫で方はカシュヴァーンから学習した、髪の流れを乱さないものだったけれど。

「よく食べて、よく寝て、よく笑って、いて、くれ」

「……はい、ディネロ様も!!」

　刹せつ那な、あの夜のことをつい思い出してしまったけれど、それももう過去のこと。輝くばかりの笑顔で、アリシアは元気よく返事をした。

　その横でアレクトールが、思いきり顔をくしゃくしゃにして号ごう泣きゆうし始める。

「ディネロ様……!!　うう、なんて潔いさぎよい、男らしい、かっこいいです……!!」
















　主命の彼は、あたりの眼もはばからず絶ぜつ叫きようした。

「俺に……、俺にディネロ様以外に投票なんて、できるはずないじゃないですかぁっ……!!」

「……ああ、そうだな、悪かった……」

　元々彼からの得票を期待していなかったカシュヴァーンは、おとなしく引き下がった。

「コゼットは、どうだ」

　ディネロに呼びかけられ、ひたすらうつむいていたコゼットが身じろぐ。

「わ、私の、意見、なんて……」

「コゼット」

　だが、ディネロが促うながすように名を呼ぶと、おずおずと口を開いた。震える手をぎゅっと握り締め、

「あの、私、なら……ライセン強公爵のお顔をまだちゃんと見られないので……ルアーク様のほうが……」

　何かあれば即気絶、特に強面のカシュヴァーンの顔を見ただけで気絶していた彼女にしては、勇気のいる答えだった。どうやらディネロは、コゼットの精神力を鍛きたえている最中らしい。

「……本当に悪かった」

「いや、カシュヴァーンおにいちゃん元気出して、別に謝らなくてもいいと思うから……」

「そうですわよカシュヴァーン様、仮装もせずに怖いなんて最高ですわ!!」

　落ち込むカシュヴァーンを、妻と「息子」が一いつ生しよう懸けん命めい慰なぐさめてくれる。

　と、そこに、数人の貴族たちが通りかかった。仕立ての良い華か美びな服装からは高位の貴族であることがうかがえたが、集まったアリシアたちをちらちらと、あまり性た質ちのよくない眼で見ている。

「……ふん」

　この手の視線には慣れっこのカシュヴァーンが、小柄な妻を彼らの視線から隠す位置に立った。「アズベルグの暴君」か「死神姫」か、どちらかの悪口を言われるに違いないと考えたからだ。

　しかし、彼らの標的は違った。

「アズベルグ家の当主は、結局お咎とがめなしだとか」

　ひとりがこれみよがしにささやけば、別のひとりが遠くエルティーナのほうを眺めやり、さもありなんとうなずく。

「辺境アズベルグとはいえ、神聖なるシルディーンの大地を傭兵どもに売り渡しかけた男に大した処置もしないとは、女王陛下の判断もいいかげんなものだ。先が思いやられますなあ」

　ルアークが小さく「南東の方の、内乱にあまり関わらずにすんだ地方伯だね」とささやいた。どうやら彼らは、エルティーナがこぼした「呼ばざるを得なかった人間」のようだ。

「な、な……!!」

　無言のディネロに代わり、まず反応したのはアレクトールだった。常に猪ちよ突とつ猛もう進しんの彼は、身分差も忘れてつかつかと貴族たちに詰め寄っていく。

「お待ち下さい！　俺のディネロ様に、失礼なことを言わないで下さい!!　この方はライセン強公爵よりもかっこよくて優しく賢かしこくて背が高く足の長い、素晴らしい方です!!　ラグラドール人に領地の一部を明け渡したのだって、先の国王陛下に脅されたからでもがもが」

　血相を変えて訴うつたえるアレクトールの口を、後ろからディネロ本人がふさぐ。

「ええ、ディネロ様はいい方です。それに私の家と同じぐらい没ぼつ落らくしているのですから、処分を下したところで大したお金にはなりませんわ！　むしろ人気のある方に恩情をかけ、今後の支配をやりやすくするための投資だと考えれば、エルティーナ様は賢明なもがもがもが」

　アリシアの力説は、カシュヴァーンとルアークの両方にふさがれた。

「ふ、ふん、なんですか、事実を言われたぐらいで」

　対する貴族たちは少々鼻はな白じろみながらも、謝ろうとはしない。

　ディネロもかすかに表情を翳らせただけで、謝罪を要求はしない。カシュヴァーンとルアークも彼らを睨みつけはするが、言いがかりとも言いきれない内容のため、それ以上の動きはみせない。

　そのまま物別れになる寸前だった。

「ディ……」

　ぶるぶると震える声が、コゼットの口から漏れた。

　なぜか天てん井じようを向いたアリシア以外、場の全員の注目がコゼットに集まる。次の瞬間、濃こい茶色の頭がふらっとよろけた。いつものように、緊張で気絶したようだ。

　そのまま転倒するかと思いきや、彼女はかっと眼を見開いた。「でええええいっ!!」と気合いのひと声を吐くと同時に、自分の頰を思いきり自分で打つ。

「……あー、えーと、コゼットさん、大丈夫？」

　助けに入る前に奇行に走られたため、ルアークは空中に手を泳がせながらおそるおそる聞いた。

　しかし衝しよう撃げきで我に返ったコゼットは、ルアークの言葉など耳に入っている様子ではなかった。頰を赤く腫はらした彼女は、聞こえよがしにディネロの悪口を言った貴族たちしか眼に入っていない。

「ディネロ様、いい人、です。よく知らない、のに、悪口、言わない、で」

　無理やり気絶から覚めたばかりのせいか、特有の間合いが入った口調はまるでディネロのようだった。

　アリシアさえも眼を丸くして言葉を失っていると、ディネロがアレクトールから離れた。ディネロ様、と慌てる執事見習いの頭を軽く撫でると、自分の悪口を言った貴族たちに折り目正しく一礼する。

「あなた方の、言うことは、事実だ」

　短くも深みのある声には、不思議な説得力がある。

「罪は、今後の、働きで、返す。見守って、いただきたい」

「……も、もちろんだ、では」

　正直関わり合いになりたくない、という気持ちも強かったのだろうが、とにかく貴族たちは去って行った。

「……あ……」

　勢いを失ったコゼットがよろける。ディネロは素早く彼女に近づいて、しっかりとその体を抱き留めた。

「ひゃ、ひゃあっ!?」

　顔どころか全身真っ赤になったコゼットを覗き込み、優しく微笑む。長い指が腫れた頰を包むようにそっと触れた。

「ありがとう、コゼット。俺のために、がんばって、くれて」

　言葉も表情も淡々としている彼にしては珍しく、はっきりと分かるほどの笑みを向けられ──コゼットは、がくりと頭こうべを垂れた。

「コゼット？」

　完全に気を失った彼女を支えたまま、ディネロは無表情に戻ってカシュヴァーンを見つめる。

「ライセン、安心、しろ。俺も、相当、怖がられて、いる」

「いや、お前は怖がられているというよりは……まあなんだ、がんばれ、コゼット」

　さっきディネロが撫でていたアリシアの髪を撫でながら、カシュヴァーンは苦笑いを漏らした。







　舞踏会は今なお続いているが、親しい相手にはひととおり話ができた。クルセージュ王デュランダールにも挨拶はできたが、息子の体調を慮おもんぱかって帰り支じ度たくをしている彼に「余興」で時間を取らせることはできず、挨拶だけで終了した。

「わー、結局、見事に同数!!」

　ひと足先に割り当てられた部屋まで戻ってきたライセン一行は、長椅子の上で「選挙」結果を振り返っては騒いでいる。

　カシュヴァーンに投票したのはトレイス、セイグラム、グラネウス、バルロイ、クロエ、レオニア、ディネロ。ルアークに投票したのはジェダ、エルティーナ、ジスカルド、レネ、ナディール、ギゼ、コゼット。ティルナードとノーラが無効票という、完全なる同票だ。

「内心俺がぼろ負けするかと思ったけど、俺の魅み力りよくっていうかカシュヴァーンおにいちゃんの人望のなさにより、まさかの展開だね！　で、どうする？　おにいちゃん」

「──そうだな」

　トレイスはまだシャンテにたっぷり世話をしてもらっている最中らしく、姿が見えない。それを確かめて、カシュヴァーンはゆっくりと立ち上がった。

「結局最後は、拳で決めるか」

「それも俺たちらしいねえ」

　向かいのルアークもドレスの裾をからげようとしたが、すぐに座り直した。

「でもだめだめ、今日は流血はなし！　てな訳で、趣向を変えて……『どっちがアリシアのことを好きか対決』ってのはどう？」

「え？」

　後で使用人たちに振る舞うからと、残り物をもらえなかったことを悲しく思い返していたアリシアの横に瞬時に移動したルアークが、そっとその手を取る。

「アリシア、最初の旦だん那なを殺しちゃったりして本当にごめんね？　でも、あれが俺たちを結びつけたきっかけだったよね。秘密の小部屋に、いきなりアリシアが入ってきた時の衝撃は忘れないよ」

　抜け駆けされたカシュヴァーンは、負けじと反対側に寄り添ってアリシアの肩を抱いた。

「アリシア、俺こそお前を買い叩いたりしてすまない。そして最初は、地味な小娘としか思っていなくて、本当に悪かった」

　小柄な体をぐいぐい自分のほうに引き寄せつつ、妻の耳元に甘くささやく。

「だが、すべては俺の眼が曇っていたからだ。本当のお前は、まぶしくて眼を開けていられないほどに可愛いというのに……やはり俺は、美に対する感性が低いんだな」

「……うん、眼が曇ってる云々については、また別の解かい釈しやくもあると思うんだけど……」

　若干勢いを削そがれたルアークであるが、甘えるようにアリシアに身を寄せて、めったに口にしない名をぽつりとつぶやく。

「──サイードおにいちゃんのこと、吹っきれたのはアリシアのおかげだよ」

「ルアーク……」

「息子」の胸に刻まれた傷の名に反応し、アリシアは優しく彼の手を握り返した。

「そんなことないわ。でも、ルアークが他のお兄様たちの面倒まで見られるようになったのは、私もとっても嬉しいの」

「いや、それを言うなら俺だって、親父おやじとお袋のことにけりをつけられたのはアリシアと出会えたからだ!!」

　流れが変わったのを悟ったカシュヴァーンまで、そんなことを言い出した。しおらしくしていたルアークが、くすくす笑い出す。

「え、なに？　これってもしかして、『どっちがかわいそうか』対決になってきた？」

　赤い舌先を覗かせてから、ルアークは気合いを入れる。

「よーし、だったら俺も負けないから！　アリシア、俺ね、がんばればがんばるほど大好きなおにいちゃんに認めてもらえなくて、挙あげ句く殺されかけちゃって、なんだかもう全部どうでもいいような気がしてたんだ。だけどアリシアに『息子』って呼んでもらえて、誕生日まで作ってもらえて、本当に嬉しかったんだ!!」

「何を、俺だってろくでなしの怪かい物ぶつ親父に対たい抗こうするために、自ら怪物の道を選んだんだ。人としての幸せなど望めないと思っていたのに、言い値で買い叩いたお姫様が、俺を怪物王子にしてくれた!!　アリシア、お前に出会わなければ、俺はひとりぼっちの暴君として今も生きていた……、いや、それこそこのルアークあたりに殺されていたに違いないんだ!!」

　それぞれの主張に、アリシアはおっとりと微笑み返す。

「まあ、お二人とも、確かに大変な目に遭あってこられたのですよね」

　労いたわるように、彼女は夫と「息子」の頭を小さな手で撫でた。

「ですけど、終わってしまったことを振り返っても仕方がありませんわ。私も貧乏貴族の家に生まれ、見み栄えっ張ぱりフェイトリンと蔑さげすまれて生きてきましたけど……おかげで家事はひととおりできますし、いない召使いにはお給金を払う必要もありませんし、すてきな旦那様に買っていただけて、暗殺者にも殺されずにすみました!!」

　結婚当時のことを思い出し、アリシアは弾んだ声を上げる。思い返すと結構大変ではあったが、過ぎたことは忘れるのが彼女の主義だ。
















「結婚した後もいろいろ大変ではありましたけど、雨漏りしないおうちで、たっぷり食材のある台所を自由に使えて、隙間風の吹かないお部屋で眠れるんですのよ？　なんて幸せ!!　おまけに戴冠式に招まねいていただき、ただでご馳ち走そうをたくさん食べられたんですもの。残り物をいただけないのはちょっと残念ですけど、いずれ機会があれば……あら、どうなさったの？」

　左右から伸びてきた手に頭を撫で返されたアリシアは、不思議そうに小首を傾げる。

「いや、いいんだ……」

「自分の不幸に気づくこともできないアリシアが、今さらかわいそうになってきてさ……」

　なんだかよく分からないアリシアだが、これまた無効試合となってしまったことは理解できた。少し考え込んだ後、代だい替たい策さくを思いつく。

「では、カシュヴァーン様とルアーク、どちらがよりお互いのことを想っているかで勝負すればどうでしょう？」

「なに？」

　思わぬ提案に驚くカシュヴァーンに、アリシアはにこにこしながら説明した。

「拳で勝負は危ないですし、選挙でも決着はつきませんでした。でしたらお互いへの想いが勝っているほうが、より優すぐれているということでいかがでしょう？」

「俺たちは、お前に選ばれるべく勝負をしているんだが……まあいい」

　段々話が変わってきている、とは思えど、肝心のお姫様の提案だ。無下にもできず、カシュヴァーンはいったんアリシアから手を離し、まっすぐルアークを見た。

「あー、ルアーク。今さら言うまでもないような気もするが、お前は俺の自じ慢まんの『息子』だ。……今は『娘』寄りだが」

「え、ああ、うん。カシュヴァーンおにいちゃんも、俺のすてきな『おにいちゃん』で、『お父さん』だよ。もっとも、俺がおにいちゃんって呼ぶ人は、大体ちょっとアレなんだけど」

　褒められ慣れていないルアークは、若干眼を泳がせながらも対抗する。

　カシュヴァーンも『息子』への愛情表明には慣れたはずなのだが、改まって口にするのはきまりが悪い様子だ。やり取りは一いち巡じゆんで終了してしまった。

「あら、どうなさったの？　もうお終いですか？」

　悪気のない催さい促そくに負けて、カシュヴァーンが再び声を絞しぼり出す。

「お前はその、一見へらへらしているが、洞どう察さつ力りよくに優れ、本当に相手が嫌がるところには絶対に踏み込んでこない。暗殺から女装まで、器用になんでもできる能力の高さは本当に素晴らしい」

「えーと、えーと、カシュヴァーンおにいちゃんこそ、偉えらそうに見えて結構優しいし、懐に入れた相手は全力で守るよね？　仕事の愚ぐ痴ちも多いけど、それは人ひと任まかせにできない性格の表れだし」

「その、なんだ、兄貴だの師匠だののことでいろいろあったが、帰って来てくれて本当に嬉しく思っている。出会いこそ暗殺者と標的だったが、俺はこれからも、お前と『家族』でいたいと……」

「あ、あはは、そうだね、暗殺者を『家族』にしてくれるあんたは、やっぱり器うつわが大きいんだと思うよ！　カ、カーシュおにいちゃん、だあい好き!!」

　そこで両者、限界を迎えた。

「……アリシア、もう勘かん弁べんしてくれ、きつい……」

「ごめんアリシア、本当にごめん……」

「え？　あら、もうお終いなのですか？　もっと聞きたかったのに」

　楽しく聞き入っていたアリシアは、左右から泣きを入れられ不思議そうにした。

「──まあでも、俺、本当はちゃんと分かってるんだよ。アリシアの王子様が誰かってことぐらい」

　ひょいとアリシアから離れたルアークは、彼女の向かいの席に移動した。並んで座ったままのライセン夫妻を見やり、

「だからもういいよ、俺がカシュヴァーンおにいちゃんに票入れてあげるから、あんたの勝ちってことで」

「……じゃあ俺はお前に」

「そうすると、アリシアが決定票をあんたに入れるでしょ？　分かってるくせに」

　大人びた顔で微笑んだルアークの姿が消える。

　次の瞬間彼は夫妻の真ん前に立ち、驚く彼らの間に無理やり割り込んで座ってしまった。

「いいんだよ、俺はアリシアのこともカシュヴァーンおにいちゃんのことも大好きだからさ。ふふ、やっぱり永遠に『家族で恋敵』が最高だね！」

　親愛の口づけをそれぞれの頰に贈ると、カシュヴァーンが何か言い出す前にアリシアの腹のあたりに眼をやる。

「俺だけのお姫様は、二人の娘あたりに期待しちゃおうかな？」

　直接的な表現に、ライセン夫妻は揃って赤面した。

「あら、でも、男の子だったらどうするの？」

「大丈夫、ほら俺、女装もいけるから!!」

　詰め物でふくらんだ胸を張る「息子」の頭を、カシュヴァーンは無言で小突いた。








終













　あとがき






　過去から本編のちょっと未来まで、時系列がややこしいことになってるけどついて来てね！小お野の上がみ明めい夜やです。シリーズ十七作目にて短編集としては二作目、『死神姫の再婚　─四つの愛の幕まく間あい劇げき─』を読んでいただきましてありがとうございました!!








「お手軽新婚旅行」



「FB Online」で連載させていただいた番外編を、一部加か筆ひつ修正したものです。時系列的には二巻と三巻の間。

　おおまかな人間関係はできているのですが、夫婦はまだぎこちないのが逆に新しん鮮せんですね。カシュヴァーンがディネロを超意識しているのが、今思うといろいろ複雑ではあります。

　アリシアも家に思い入れがあるのですが、カシュヴァーンの家への思い入れは愛あい憎ぞう入り交まじっている分根深そうですね。基本的に彼の他人への執しゆう着ちやくは、愛憎入り交じってる感じですが……この時点では嫁へもそうだな……。





「恋も剣技もお代次第」



「FB Online」で（略）その二。今度は三巻と四巻の間。妻への気持ちが深まっている分、より身動きが取れなくなっているカシュヴァーンをお楽しみいただければ幸いです。

　剣を握にぎるアリシアは、かなりレアですね。夫婦の剣技対決は、今読み返すと結構恥はずかしい!!　周りは「もう結婚しちゃえよお前ら」って思ってそうです。最初から夫婦だけど。

　前回の短編集にて「バルロイとトレイスの対決がブーム」と書いておりましたが、実はこの話のことでした。でもこれ対決してないよ、一方的にバルロイがやられてるよ……そしてトレイスはセイグラムにやられてるよ……。





「成長痛」



　前回カシュヴァーンと父の話は悲ひ惨さんだからおつまみぐらいにした、と記き載さいしておりましたが、今回はがっつり皿に盛もりました。トレイスの姉・リリアを出せたのが個人的に嬉うれしいです。

　しかしトレイスは、確実にシスコンですね。そしてカシュヴァーンは屈くつ折せつしたマザコンでファザコンなんだな、と改めて思いました。





「今さら王子様選挙」



「成長痛」の次に読むと、すごい落差が……（笑）。某ぼうアイドル集団を思わせるタイトルなのは否ひ定ていしません!!　内容的には、選せん帝てい侯こうあたりをイメージしておりますが。

　あれこれ乗り越えて、たちの悪い「暴君」へと成長したカシュヴァーンが楽しそうで腹が立（略）幸せそうですね!!　最強の暗殺者となったルアークが立ちふさがってはおりますが、今のカシュヴァーンなら本気でルアークを愛人に迎むかえられそうな気もしています……!!

　他の人たちも微び妙みように人間関係が変化していますが、ジスカルドが今後どうなっていくのか気になっております。最近やけに彼のことが愛いとしいのは、ボケキャラだと気づいたからです。




　続いて宣せん伝でんです。前巻からお知らせしておりました「死神姫」の舞台についてですが、キャストが決定いたしました!!




　アリシア　　　　：姫ひめ崎さき愛あ未み（ＬｉｎＱ）

　カシュヴァーン　：太おお田た基もと裕ひろ

　ティルナード　　：関せき義よし哉や（新しん選せん組ぐみリアン）

　ユーラン　　　　：阿あ部べ直なお生き

　ルアーク　　　　：吉よし田だ大たい輝き

　トレイス　　　　：福ふく山やま聖せい二じ

　ノーラ　　　　　：滝たき川がわ綾あや

　オリジナルキャスト：高たか木ぎ万まん平ぺい（特別出演）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）




　二〇一三年三月十三日～十七日に全労済ホール／スペース・ゼロにて公演です。演出はすてきなコメディを多数手がけていらっしゃる、穴あな吹ぶき一いち朗ろう様ですよ！

　ちなみに本編次巻は、二〇一三年六月十五日発売予定です。最近ますます忙しそうな担当・山内様、岸きし田だメル様とがんばりますので、こちらもよろしくお願いいたします。




　……はい、そしてここからは、以前「ビーズログ文庫アンソロジー　オトキュン！」に載のせていただいた学園パロです。えっ短編四つじゃないのサブタイ詐さ欺ぎ？　とか気にせず、お楽しみいただければ幸いです。





二〇一三年一月　　小野上明夜
























　小中高大と一いつ貫かんした教育を行う巨大施し設せつ、聖シルディーン学園。そのすべてが今、見事な秋晴れとお祭りムードに包まれている。学園を挙あげた一大イベント、文化祭の当日なのだ。

　生徒やその父兄だけでなく、入場チケットは一般販売もされている。そのため明らかに学園に無関係そうな人間もちらほらと姿が見えるが、関係者なのに浮いている者もいた。

「アリシア先生、そんなに急ぐと転びますよ」

　武ぶ骨こつな顔に締まりのない笑みを浮かべているスーツの男は、カシュヴァーン・ライセン。この学園の卒業生であり、来年から母校の数学教師として赴ふ任にんすることが決まっている。

「だってカシュヴァーンくん、たこ焼きとわたあめと……あっ、水みず風ふう船せんすくい!!」

　カシュヴァーンが買い与えたクッキー入りの袋を片手に、中庭に立ち並ぶ模も擬ぎ店てんの前ではしゃいでいる眼鏡めがねの女性はアリシア・フェイトリン。カシュヴァーンの恩師であり、彼に教師の道を選ばせた想い人でもある。

　ただしはた目には、その筋すじの男と無む邪じや気きな女生徒だ。カシュヴァーンがネクタイと一緒に首から提さげている来校許可証がなかったら、とっくに警備員が来ていたかもしれない。

「よ、よしアリシア先生、俺が取って差し上げます!!」

　はりきる銀ぎん髪ぱつの男子生徒はジェダだ。自分とよく似た見た目の男子生徒を振り返って、

「なあルアーク、一度にひとつ残らずすくってしまうのはだめだよな？　一回目は失敗、二回目でひとつか二つすくって、三回目で奇き跡せきを起こすぐらいで怪あやしまれないと思うか？」

「……ジェダさんやめてあげて、店を出してる子が困っちゃうから……」

　毎度空気の読めない兄貴分に、彼よりやや年下に見える銀髪の少年が苦笑いを浮かべる。実はこの中で一番年上ではないかと噂うわさされるルアークだ。

　やがてアリシアとジェダが水風船すくいの前できゃっきゃし始めると、ルアークは頭の後ろで手を組みながらカシュヴァーンに話しかけた。

「今さらだけどごめんね、おにいちゃん。せっかくのデートのチャンスだったのに」

「いや……アリシア先生は、とても楽しそうだからな」

　若じやつ干かんの負け惜おしみもなくはないが、輝かがやくばかりのアリシアの笑顔を見ていると、四人で来てよかったと素直に思う。

　むしろ人目があってよかった。妖よう精せいであり天使であり女神であり聖女であり小こ悪あく魔まの微笑ほほえみをひとりで見ていたら、理性が蒸発して本気で警備員を呼ばれたかもしれない。

「しかし、やはり俺は制服を着てくるべきだったか……」

「そうだねぇ。予想どおりあんた、浮いちゃってるし」

「それに俺が制服を着ていれば、アリシア先生にセーラー服を着ていただくことも……」

「……諦あきらめてなかったんだね、それ。あんた熟じゆく女じよ好きなのかロリコンなのか、そろそろはっきりさせたら？」

　呆あきれるルアークに、カシュヴァーンはむっとして嚙かみついた。

「違ちがう！　俺はただ、アリシア先生が大好きなだけだ!!」

「はいはい。ところであんたの愛する先生が、たこ焼き屋の前で真剣な顔してるんだけど」

　ルアークが指す方向に、三つの水風船を手にしたアリシアがいる。ジェダの姿は見えないが、昔懐なつかしい射的屋付近から「もう勘かん弁べんして下さい」と半泣きの声が聞こえていた。

「……やれやれ、ジェダさん、程ほど々ほどにしてよね……」

　兄貴分のことが心配になってきたのか、ルアークは苦笑いしながらふっと姿を消した。いつものことなので気にもせず、カシュヴァーンはアリシアの側に近づいた。

「粉ものは、原価を考えると手を出しにくいわね……」

　つぶやく横顔は、真剣そのものだ。この学園の教師なら結構高給取りのはずなのだが、ぼろぼろの生家の保持に追われている彼女は、限りなく普段の生活を切り詰つめている。

　なのに、手の付けられない問題児だった自分に、いつも優しく微笑んでくれたのだ。生徒だった時も、もうすぐ同どう僚りようになろうとしている今も。

　口元に穏おだやかな笑みを浮かべたカシュヴァーンは、おもむろに財さい布ふを取り出した。

「すいません、八個入りをひとつ」

　受け取ったほかほかのたこ焼きを、羨うらやましそうに見ているアリシアに渡してやる。

「どうぞ、アリシア先生」

「えっ……、まあ、いいの!?」

　すでに受け取った状態で「いいの」も何もあったものではないが、きらきら笑顔に釘くぎ付づけのカシュヴァーンは気づかない。

「も、もちろんです。全部食べて下さい、全部。そしてあなたは俺に、いやその」

　天に召めされていく理性を引き戻しながら取り繕つくろえば、アリシアは弾はずんだ声で礼を述のべた。

「ありがとう、カシュヴァーンくん！　これで明日までもたせるわ!!」

「……いや、せっかくですから、温かいうちに食べきって下さい」

　少々冷静になったカシュヴァーンが突っ込んでいる横に、父親らしき男に連れられたひとりの少女がやって来て、小さな指でアリシアが抱かかえたたこ焼きを指し示す。

「私もあれ、下さい！」

　喜ぶアリシアを羨んでのおねだりのようだ。娘のために父親が財布を取り出す。

　微笑ましい光景だが、両親と不仲のカシュヴァーンにはぴんと来ない。それよりアリシア先生を、と眼を戻すが、アリシアの視線はたこ焼きを買ってもらう少女に注そそがれていた。

「先生？　あの、もしかして、足りませんか？」

　成金の生家とは縁えんを切って久しいが、派手に金を使うような趣しゆ味みはないのでそれなりに貯金もある。たこ焼きぐらいならいくらでも買ってやれるのだが、いつもなら飛びついてくるはずのアリシアはカシュヴァーンの声が耳に入っていないようだった。

　少女の父親が、つまようじで器用に切り分けたたこ焼きを娘の口に入れてやっている。アリシアの視線は、そこから外はずれない。

「アリシア先生？」

　さすがに心配になってきたカシュヴァーンが重ねて呼ぶと、アリシアは我われに返った。

「あ、ごめんなさい！　……昔お父様に、あんな風に食べさせてもらったな、と思って」

　ぎこちない笑みにいつもの輝きはなく、理性が揺ゆさぶられるようなこともない。

　だからカシュヴァーンは落ち着いたしぐさでアリシアの手からたこ焼きを取り上げ、ひとつを半分に切って、彼女の口元に差し出すことができた。

「カシュヴァーンくん……？」

「……俺は先生のお父様ではありませんが、食べさせてあげるぐらいのことはできますよ。……ほら、あーんして下さい、あーん」

　遅まきながら照れくさくなってきたカシュヴァーンは、生徒時代のようにぶっきらぼうな口調でつぶやいた。強こわ面もての男が少女の口に何かを押し込もうとしている、と周囲がざわつき始めたが、アリシアは笑顔になって大きく口を開ける。

「ん……んっ、ありがとう、すごくおいしい」

「よかった」

　いつもどおりの笑顔に戻った彼女を見て、カシュヴァーンもほっとする。

「じゃあ、今度は私の番ね」

　しかし、ごく自然に手の中のたこ焼きを取り上げられた瞬間、眼が点になった。

「あら、カシュヴァーンくん、たこ焼きは嫌きらい？」

「いや、嫌いでは、あの、でも、お、俺はそんなつもりでは」

　突然の僥ぎよう倖こうに動どう揺ようしまくるカシュヴァーンを尻しり目めに、アリシアはさっき彼が切り分けたたこ焼きにぷすんとつまようじを刺さした。

「はい、あーん」

　天使で小悪魔な微笑みが迫せまってくる。同時にカシュヴァーンの中の天使と悪魔も戦いを始めた。




『馬ば鹿か、こんな公衆の面前で何を恥はずかしい真ま似ねをやっているんだ！』

『馬鹿は貴様だ、同じたこ焼きを同じつまようじで半分こ!!　間接キスだぞ!!』

『だからそれがいかんと言っているんだ！　いたいけなアリシア先生が、意味も分からずやって下さっているのをいいことに……!!』

『ならば俺が一から教えればいいこと!!　ルアークやジェダにまで「あーん」される前に、二人で残らず食べ尽つくしてしまうんだ!!』




　天使と悪魔の戦いは、いつまでも続きそうだ。埒らちが明かない、と頭を抱かかえた瞬間カシュヴァーンは気づいた。

「そうだ、そもそも俺は無神論者だった……!!」

　天使も悪魔もあるものか。人間カシュヴァーンのしたいようにすればいいだけだ。

　意を決し、結婚式をどこで挙げるか考えながら口を開けた瞬間だった。

「おーなんだなんだ、なに青春してやがるんだこの野や郎ろう!!」

　いきなりばんっと背を叩たたかれて、せっかくのたこ焼きを吹き出してしまいそうになる。

「ごほっ……、なっ、お前、バルロイ!?」

　かろうじて口の中の物を飲み込みながら振り向けば、そこには不ふ肖しようの師であるバルロイ・レクサンドールがラフなスーツ姿で立っていた。浅黒い肌はだにいかつい顔をした彼は、カシュヴァーンに輪をかけてカタギには見えない。

「お前……よくここに入れたな」

「お互い様だろ。例のオーデル先生にゃ死ぬほど睨にらまれたが、俺は保護者枠わくでな」

　ノーネクタイの胸むな元もとに来校許可証をぶら下げたバルロイが言うと、その隣となりで少年用の制服を着た小柄な人影が白い頭を振る。

「いえ、婚こん約やく者しや枠もが」

　即座にバルロイに口を覆おおわれてしまったが、高く澄すんだ声を聞くまでもなく、彼女が少女であることは知っている。昔からバルロイを追いかけ回しては結婚を迫せまっているレネだ。

「まあレネ、この方があなたがお付き合いしている方なの？」

　アリシアは、レネとのみ面識がある様子だ。はい、とあっさりうなずいたレネの口元をバルロイがまた渋しぶい顔でふさぎながら、

「堂々と噓うそついてるんじゃねえよ。ははあ、しかし……あんたが例の、『番長殺し』」

「おいなんだそれは」

　思わずカシュヴァーンが聞き返すと、バルロイはにやにやしながら教えてくれた。

「なーに、強面番長で通ったカシュヴァーンを、あんたがすっかり変えちまったって評判だからな。やっぱ女教師ってのはいいねぇ、男子生徒を動かすには最強のもがもが」

「黙だまれ、アリシア先生に余計なことを言うな!!」

　肩かたを怒いからせたカシュヴァーンは、バルロイの腕うでを摑つかんで女性たちから距きよ離りを取った。

「なんだよ、今さら照れるな。付き合ってんだろ？　それにしてもお前、ロリコンなのか熟女好きなのかはっきりしろよ」

「違う！　俺はただアリシア先生が好きなんだ!!」

　さっきもやったやり取りを繰くり返してから、カシュヴァーンは声を潜ひそめた。

「……それと、その……俺とアリシア先生は、付き合うなんていう段階じゃないんだ。いいか、絶対に余計なことを言うなよ」

「え、そうなのか？　いや、でもお前は付き合いたいから文化祭なんぞにご一緒してるんだろ？　ご丁てい寧ねいに来校許可証までぶら下げて」

「それはお前も同じだろうが。いいかげん保護者枠に逃にげていないで、レネの気持ちに応こたえてやればどうだ？」

「……うるせえな、お前には関係のない話だ。そっちこそ、生徒枠に逃げていないでとっとと告白でもしろよ。あっちも満まん更ざらでもなさそうじゃねえか」

　親指でアリシアを指すバルロイに、カシュヴァーンは真ま面じ目めな顔で首を振る。

「お前はアリシア先生のことをよく知らないから、そんなことを言えるんだ。なにせあの人は妖精かつ天使かつ女神かつ聖女かつ小悪魔……俺だけではなく、たこ焼きをくれる相手になら誰だれにでも満面の笑みを向けるだろう。だがああいう人だからこそ、俺のような問題児にも優しくしてくれたんだという自覚はある……!!」

　自分で言っていてちょっと悲しくなってきたが、しかし、と拳こぶしを握にぎり締める。

「しかし、しかしだなバルロイ、俺は諦めた訳じゃない。お前が言うとおり生徒枠は抜け出した。来年には同僚枠をゲット、ここから順調に駒こまを進めていけば、俺の計算では五年以内に手料理ぐらいは食わせていただける……!!」

「……いっそロリコンか熟女好きになれよ、気色悪い」

　バルロイは完全に引いているが、カシュヴァーンの熱弁は続いている。

　男性陣じんの不毛な会話を尻しり目めに、女性陣はたこ焼きを分け合いながらこんな話をしていた。

「アリシア先生は、ライセン様とお付き合いなさっているのですか」

「お付き合い？」

　最後に残ったたこ焼きをもぐもぐやりながら、アリシアは考え込む。

「そうね、お付き合いしてもらっているわ、文化祭に」

　遠く聞こえる「なあ、ノーラって今フリーじゃねえの？」などというやり取りに瞳ひとみを細めながら、レネは再度尋たずねた。

「それだけですか？」

「それだけよ」

　つまようじに残ったソースを小さな舌で舐なめて、アリシアは無邪気に微笑む。

「今のところはね」

　容いれ物の底に溜たまったソースを未練がましく見つめる彼女に、レネは尊敬をこめて深々と頭を下げる。

「男は追わせるもの。参考にさせていただきます」

　向こうのほうでカシュヴァーンが、「俺はたとえアリシア先生が巨乳になっても愛せる！」と叫さけんでいた。
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気づけばシリーズ開始から五年経っていたことに、今さらのように驚いております。あれこれ書きたいこともあるのですが、とりあえずカシュヴァーンと一緒に叫んでおきますね。

「アリシアは世界一可愛い俺の嫁!!」
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シリーズ全てを並べてみると、カシュヴァーンの顔が若返ったり老け込んだり大変ですね。気苦労が多いせいですね。

というか、これだけ長く付き合っている作品だと、もう最初の方とか絵が全然違うので、それどころじゃないですが、みなさんはどのカシュヴァーンが好きですか？　私は一巻のオッサンも捨てがたいですが、短編集の鎧着てるやつが好きです！
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